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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　序章




　分厚い窓まど硝子ガラスを透すかして差し込む光が、室内の光景を淡あわく彩いろどっている。

　光を受けて輝かがやくのは、上質の宝石を嵌はめこんだ銀のブローチや髪かみ飾かざり。複雑なカットをほどこした硝子の皿や杯さかずき。色いろ鮮あざやかな花や鳥を染め付けた白磁のカップは紙のように薄うすく、繊せん細さいな地じ模も様ようが影かげの中に浮うかんで見える。

「……よし」

　机き上じようにずらりと並んだ数々の品を眺ながめやって、ユートは口元をゆるめて満足そうなため息をついた。

　片手に持った注文書の写しと、目の前の品を一つ一つ見比べながら、

「マール工こう房ぼうの茶器十セット、エルセンの銀食器、フランデリカの香こう水すい瓶びんにジェッザの道具箱──相変わらず見事な細工だな。たとえ名は売れていなくても、これだけの品なら姉上に嫁とつぎ先で恥はじをかかせるようなことにはなるまい」

「ご満足いただけましたでしょうか、王子？」

　壁かべ際ぎわに控ひかえていた男性が、丸いレンズの眼鏡めがねを鼻び梁りようの上に押し上げながら言った。

　象ぞう牙げ色いろの肌はだに灰かい白はく色しよくの短い髪かみ。細い革かわ紐ひもを二重、三重に額に巻きつけ、耳には無ぶ骨こつな意い匠しようの銀の耳みみ飾かざりがいくつも並んでいる。

　二十代後半と見える男性の言葉に、ユートは滅めつ多たに見せることのない満面の笑えみを浮かべてうなずいた。

「ああ。さすがだな、ジスカール──いや、さすがと言うべきは組連の力か。前もって注文を出しておいたとはいえ、よくこの短期間でこれだけの品物をそろえたものだ」

「おや、私の力は評価していただけないので？」

　冗じよう談だん交じりにそう言いながら、ジスカール・フェルディスは机に歩み寄っていく。

　大きな黒こく檀たん製せい（ただし、かなり古びて色もくすんでいたが）の机をぐるりと回ってユートの横で立ち止まると、彼は手にした紙かみ綴とじをうやうやしく差し出した。

　何気なく受け取って紙綴じを開き、ユートは中に書かれた数字を目で追っていく。

　その顔が徐じよ々じよに引きつっていくのを、ジスカールは柳やなぎ色いろの瞳ひとみの奥に愉ゆ快かいそうな光をたたえながら見守った。

「……おい」

　ややあって、発された声には隠かくしきれない怒ど気きがにじんでいた。

「はい？」

「なんだこれは！　千二百万だと!?　値段の桁けたを一つ間ま違ちがえているぞ！」

　バン、と開いた請せい求きゆう書しよの最終ページ──合計金額の部分を乱暴に叩たたきながら、ユートはジスカールに嚙かみつくように怒ど鳴なる。

　それに対して、ジスカールはしれっとした口調で言い返した。

「そうですね。見積もりに比べて、平均で三倍くらいのお値段になっているでしょうか」
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「そうですね、じゃないだろう！　いったいどういうつもりだ!?　俺だって相場くらい知っているぞ。その上で選びに選んで、これなら品位を損そこねることなく予算の範はん囲い内に収めることができると思って注文を出したっていうのに……！」

「それがですねぇ」

　ユートの怒声をどこ吹ふく風とばかりに受け流し、ジスカールは平然と告げた。

「王子の注文をいただいたあとで、これらの工房の評価が急きゆう上じよう昇しよういたしまして──たとえばこの茶器。マール工房といえば知る人ぞ知る名品だったのですが、一、二ヶ月前からエリムの貴族の間で大流行し始めまして、今や生産が追いつかないほどの人気商品なんですよ」

　他ほかも似たようなものでして……とジスカールは目を細めて、ずらりと並んだ品々を愛いとおしむように眺め回す。

「そうなると当然、お値段も何倍にも跳はね上がるわけで……これでもかなり良心的に値を付けたほうですよ？　なにしろ大事なお得意先ですし」

「………」

「もちろん、他の品とお取り替かえすることはできます。まぁ、品質は保証致いたしかねますが──これから大至急手配するとなると、それもやむを得ないかと」

　言いながらちらりと横目に見やると、ユートは顔を伏ふせたままぶるぶると肩かたを震ふるわせているところだった。

　どうします？　と問うかわりに、ジスカールは懐ふところから分厚い帳面を取り出す。

「ここのところ返済は順調ですし、不足分は八百万グラン──これくらいなら無担保でお貸しすることができますよ。麦の収しゆう穫かく量もここ数年は安定していますし、国内の経済規模も徐々に大きくなってきていますから税収もそれなりに期待できるでしょう。融ゆう資し枠わくから言えば、もう二百万くらい上乗せも可能ですが……」

「──いらん」

　呻うめくように答えて、ユートはジスカールの前に勢いよく手を突つき出す。

　それ以上は一言もなかったが、ジスカールは心得たように笑ってその手に羽ペンを握にぎらせたのだった。

　ぬかりなく用意されたインク壺つぼに筆先を突っ込み、ユートはジスカールが差し出した紙し片へんを引ったくるようにつかんで、文書の空くう欄らんに金額とサインをさらさらと書き込む。

　麗れい々れいしい飾かざり文字の並ぶ文書の文頭に、ひときわ大きく書かれているのは『借用書』というまるで情じよう緒ちよのない文字だった。

「毎度ありがとうございます」

　にっこりと微笑ほほえんで、インク取りの薄うす紙がみと重ねた紙片をジスカールはくるくると巻いて懐にしまい込む。

　ユートはがっくりと肩を落として言葉もなかったが、ジスカールはそんなユートの背をなぐさめるように叩いて言った。

「まぁまぁ、今回のことは王子の見る目が確かという証しよう拠こですよ。数ある工房の中から、これほど急激に評価の伸のびるものを選び出すなんてそう簡単にできることじゃありません」

「……やかましい」

　力なく言い返した言葉は、いやに楽しそうなジスカールにあっさり黙もく殺さつされた。

「よければぜひ、この機会に投とう機きなど始めてみませんか？　資本金がないのでしたら私どもが用立てて……」

「いいから用が済んだならさっさと帰れ！」

　がばりと顔を起こしてユートは怒鳴り、ジスカールに入口の扉とびらを指し示してみせる。

　ジスカールはあえて逆らおうとはせずに、へらりと笑うと大おお仰ぎような仕草で一礼して扉へと向かって歩いていった。

　扉に手をかける寸前、ぴたりと足を止めてふり向き、

「お気が変わりましたら、その時はぜひご連れん絡らくを。王子でしたら資本金を返済するまで一年もかかりませんよ──まぁ、絶対の保証はありませんけどね」

「やかましいっ！　これ以上びた一文たりとも借金なんてしてたまるかっ!!」

　怒声に押し出されるようにして、ジスカールはシーゼルフォード城の奥おく棟むねにある広間を出て行ったのだった。
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　コツリ、と音を立てて馬を模かたどった陶とう器きの駒こまが、木製の盤ばんの上に置かれた。

　色の違ちがう二種類の木材を格こう子し状に組み合わせた盤上には、白と黒の駒が散らばるように不規則に並んでいる。

　駒の配置を睨にらむように見つめたのち、白い指が黒の駒をつまんで一ひと升ます先へ動かした。

「……悪いね、詰つみだ」

　その言葉と同時に、斜ななめに動かされた白の駒が同じ升に置かれた『王』の駒を倒たおす。

「あっ！」

「油断大敵。──これで七勝目だね」

　かろやかに笑って告げるタジェスの顔を、ユートは心底いまいましそうに睨にらみつけた。

　場所はフォーレの隣りん国ごく──と言っても、いくつも山を越こえたところにあるため馬でも三日はかかる──ローデの王宮の一角にある客間である。

　次姉エルミファナとローデの王子セイヴェルトの婚こん礼れいに参列するため、ユートは道中の護衛も兼かねてローデへと向かう輿こし入いれの馬車に同行したのだった。他には姉の侍じ女じよが二人と馭ぎよ者しや、それにイルとタジェスのみという少人数での旅である。

　幸い道中何事もなく、無事にローデの首都ベイルに到とう着ちやくしたのだが──。

「……というか、さっきから見てたら全然集中していないだろう、君？　うわの空で指さしてるのが丸わかりだったよ」

「別に、うわの空なんかじゃ……」

「じゃあ、次はなにか賭かけて勝負しようか？　そうしたら君も本気になるだろう？」

「賭け事は嫌きらいだ」

　きっぱりと言い切るユートを、タジェスはからかうような光を瞳に宿して見やる。

「ついこの間、賭け試合で荒あら稼かせぎしていたのは誰だれだったかな……？」

「あ、あれは必要に迫せまられて仕方なく……！　それに、あの時は絶対に勝つ自信があったからだ！　そうでなかったら賭け事なんて馬ば鹿かなこと、誰がやるものか！」

「だったら、お金以外のものを賭けるっていうのはどうかな？　私が勝ったら、君が一日なんでも言うことを聞いてくれるとか──もちろん、君が勝った時は私が君の言うことを聞く、ということで」

「絶・対に、ごめんだ！」

　まなじりを吊つり上げてユートが返すのと同時に、続き部屋の扉が音を立てて開いた。

「王子は貧びん乏ぼう性しようでいらっしゃいますから──のんびり時間を過ごすのが苦手なんですよ」

　茶ちや器きを載のせた盆ぼんを持って、イルが毛足の長い絨じゆう毯たんの上をゆっくりと慎しん重ちように歩いてくる。

　お茶が入りましたよ、と言ってイルは『将盤シアーク』と呼ばれる遊ゆう戯ぎ盤ばんの置かれた小卓の上に茶のカップと、焼き菓が子しの載った皿を並べた。

「ちょっとでも時間があれば、近きん隣りんの村の視察に行ったり書類の整理をしたりたてつけの悪い扉の修理をしたり──でもこんな時くらい、少しゆっくりしたらいかがですか？　ファナ姫ひめ様の結けつ婚こん式しきまでは、どっちみちこの国に滞たい在ざいしていないといけないんですし」

「……よけいなことは言うな」

　差し出されたカップを受け取り、ユートは細い眉まゆを寄せて言った。

「それに俺だって、式を欠席しようなんて考えていない──仮に欠席なんてしようものなら、国に戻もどった時、姉上方からの盛大な非難の嵐あらしに見み舞まわれることになるのは目に見えているからな。俺を名みよう代だいにたてた父上の顔を潰つぶすことにもなるし……」

（そう、思ってはいるのだが……）

　芳ほう香こうをたてる茶をすすりながら内心で呟つぶやくユートに、タジェスがやれやれと言いたげな顔を向けて言った。

「よけいな借金を背負うことになってしまって、それどころじゃないという気持ちはわかるけどね。こんなところで暗い顔をしていたって仕方がないんじゃないのかい？　ファナ姫だって君がそんな顔をしていたら、安心してお嫁よめにいけないだろう？」

「……うるさい」

　タジェスの言葉にも一理あるとわかってか、ユートの投げ返す声には力がなかった。

「まさか、手配した品の値段が三倍以上に跳はね上がっているなんて、思いもしなかったんだぞ……価格の変動にもう少し気を配っていれば。いや、それより問題はどうやって増えた借金を返すかだ！　せめて今回の分だけでも、なんとかして帳ちよう尻じりを合わせないと……」

「王子……あまり思い詰つめられないほうが」

　ますますどんよりと暗い顔になるユートを、イルは気き遣づかうように見つめやる。

　タジェスはそんな両者を処置なしというように見やり、小さく頭を振ふるとことさらに明るい口調で告げた。

「こんな部屋の中にこもっているから、悪いことばっかり考えてしまうんだよ。ローデももう少し気を遣えばいいだろうに──いくら式の準備で忙いそがしいからって、客人を部屋に放り込んだっきり、ろくに相手もしないというのはいかがなものかと思うよ」

「仕方がないだろう」

　わずかばかり表情を厳しくして、ユートはタジェスをいさめた。

「向こうにも予定というものがあるだろうし……本当なら、今日あたり到着するはずだったんだから。こちらが早く着いたせいで、色々と予定が狂くるったはずだ。それにあまり仰ぎよう々ぎようしくもてなされるのも落ち着かん──このローデも、フォーレほどじゃないが財政にあまり余よ裕ゆうはないはずだからな」

「まぁ……確かに、そんな感じだね」

　苦く笑しようを含ふくんだ目つきで、タジェスが部屋のあちこちへ視線を巡めぐらせる。

　ユートたちが滞在しているのは、おそらく客間の中でも最上級の部屋だろう──きめ細かな漆しつ喰くいが塗ぬられた壁かべと、控ひかえめな彫ちよう刻こくを施ほどこした柱や天てん井じようが落ち着いた雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。

　曇くもりのない窓まど硝子ガラスのはまった大きな窓には重じゆう厚こうな綴つづれ織りのカーテンがかけられ、房ふさ付つきの紐ひもで窓の両側にたくし寄せられている。床ゆかに敷しかれているのは、図案化した草木の紋もん様ようを織り込んだ毛足の長い絨じゆう毯たんだ。

　しかし、大国ニーザベイムの王子であるタジェスの目から見ると、ずいぶん庶しよ民みん的な部屋に映るようだった。

「……というか、ニーザベイムの王宮と比べるほうが間ま違ちがっていると思うぞ」

　タジェスの顔色を読んで、ユートが呆あきれたように言葉を投げる。その横でイルがうんうんとうなずいてみせた。

「そうですよ。シーゼルフォード城に比べたら、こちらのほうがよほど立派なくらいですよ。雨あま漏もりの心配もしなくてよさそうですし」

「……最後の一言はよけいだ」

　唸うなるようなユートの声にかまわず、イルは自分用の茶を注ぎ分けながら続ける。

「西にし棟むねが特に深刻で……雪ゆき解どけの時季になるたびあっちでポタポタ、こっちでポタポタと水が滴したたり落ちてきて──春先には二階の部屋は完全に水みず浸びたしで使い物にならなくなっちゃうんですよ。毎年漏もれた水の後片付けに駆かり出されて……あれは本当に大変でした」

「──だから、いらんことを言うなっ！」

　ユートが立ち上がってイルの後頭部を拳こぶしで殴なぐり、「わわっ！」と声をあげながらイルは手に持ったカップを高く差し上げる。

　幸い──あるいは執しゆう念ねんというべきか──カップの中身がこぼれることはなく、イルは姿勢を正すとほっとした顔でカップに口を付けた。

「ふうん……後片付け、ね」

　二人のやりとりを見守っていたタジェスがにやにやと意味ありげな笑えみを浮うかべ、ユートへ目をやる。

　ユートはばつの悪そうな表情で、あさっての方向を向いただけだった。

　タジェスがさらになにか言おうと口を開きかけた時、部屋の入口の扉とびらを叩たたく音がした。

　扉に向かおうとしたユートを手で制して、タジェスが扉の前まで歩いていく。「どうぞ」と声をかけた直後、ゆるやかに扉は開かれた。

「失礼いたします」

　開いた扉の向こうに立っていたのは、タジェスと同じ年とし頃ごろの小こ柄がらな青年だった。

　癖くせのない亜あ麻ま色いろの髪かみを首の後ろで結ゆわえ、襟えりの立った飾かざり気のない衣服に身を包んでいる。

　やや面長の顔立ちは端たん整せいさよりも人の好よさを強く感じさせるもので、扉の横へと一歩退いたタジェスに向けた笑みからも穏おだやかな人ひと柄がらがうかがい知れた。

「ありがとう」

　笑顔で告げる青年に向かって、従者の衣装をまとったタジェスは優ゆう雅がに会え釈しやくを返す。

　今回ローデ行きに同行するにあたって、ニーザベイムの第六王子という自らの身分を伏ふせておくよう主張したのは他ほかならぬタジェス自身だった。

　その理由は、ニーザベイムに匹ひつ敵てきする大国レイザムとローデがほど近い位置にあるためだ。

『そんなところにニーザベイムの王子として顔を出せば、必要以上に気を遣つかわせることになるのは目に見えているからね。背後をあれこれ探さぐられるのも避さけたいし……それに、国を離はなれているのに王子らしく振ふる舞まうのも面めん倒どうじゃないか』

　最後の一言が本音だろうとユートは思ったが、ローデの王宮関係者によけいな気を遣わせるのも悪いと思い、タジェスの提案に従ったのである。

「ユーディルシア王子。昨日からろくにおかまいできなくて本当に申し訳ありませんでした。さぞや退たい屈くつなさったことでしょう──重ねてお詫わび申し上げます」

「いや……」

　自分の前で足を止めるなり、深々と頭を下げる青年をユートは困ったように見返す。

　青年の名はライル・ティーゼン。ユートの身のまわりの世話を監かん督とくさせるため、ローデ側が手配した人物である。

　ローデの貴族で、王宮では出すい納とう官かんという物資の調達に関かかわる職にあるらしい。

　とはいってもまだ新米で、それほど重要な仕事は任されていなかったことから、フォーレの王子一行の世話係として任命されたようだった。

「婚こん礼れいの準備で忙しいことはわかっている。こちらこそ、迎むかえ入れの準備もできていないところに押しかけて悪かった──そこの二人相手に将盤シアークなど指さしていたから、それほど退屈はしなかったぞ。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだ」

「お心こころ遣づかい、ありがとうございます」

　もう一度深く頭を下げてから、ライルはユートの顔を気遣わしげに見やる。

「ですが、ユーディルシア王子……いささかご気分がすぐれないように見受けられますが？　やはり二日も部屋の中にこもっていたのでは、気が伏せってしまうのでは……」

「ああそれは、借金のことが気にかかって……あ痛！」

　イルの足を卓たくの下で踏ふんづけて、ユートはなんでもないようにライルに言葉を返す。

「まぁ、将盤に少々飽あきてきていたのも事実だがな。なにしろそいつは、手加減というものをまるで知らないし──おかげで連敗記録を更こう新しん中だ」

　そいつ、と指差したのは、扉の前からゆっくりと戻もどってくるタジェスの姿だった。にこりと笑い、タジェスはいかにも従者らしい物もの腰ごしと言こと葉ば遣づかいで答える。

「手加減などするほうが、王子に対して失礼ではありませんか。それに負けたのは、王子が心ここにあらずだったからで私の実力が勝まさったからではありませんよ」

　悪いものでも食べたような顔つきでユートはタジェスから視線をそらし、タジェスは口元にちらりと人の悪い笑みをのぞかせる。

　そんな二人のやりとりには気づかず、ライルは考え込むようなそぶりを見せて言った。

「庭園の散策などいかがですか、王子？　少し外の空気を吸えば、気持ちも晴れるのでは……それとも楽でも用意させましょうか？　今日は天気も良いですし、馬で遠とお駆がけに出るのも悪くないかと存じますが……」

　その言葉の大半をユートは聞き流していたが、最後の言葉にだけはちょっと心を動かされた様子で顎あご先さきに手をかけた。

（部屋の中にこもって、将盤の連敗記録を伸のばし続けても腹が立つだけだし……思いきり馬を走らせたら、少しは気持ちが晴れるかもしれないな）

　借金を増やしてしまったという現実が消えてなくなるわけではないが、部屋の中でただ暗い顔をしているよりは建設的かもしれない。

「そう……だな」

　思案するように少し視線を宙ちゆうにさまよわせてから、ユートはふっと微び笑しようを浮かべた。

　途と端たん、ライルがやや落ち着かなげな様子となったのは、美少女とも見まごうユートの容姿のためである。

　白はく磁じの肌はだにほんのりと薄うす紅くれないに色づいた唇くちびる。やわらかい頰ほおの線も繊せん細さいな目鼻立ちも、年相応の少年というよりは明らかに少女に近い。黄みがかった茶色の髪を短く切り、男物の衣服に身を包んでいても男装した少女のような危あやうげな魅み力りよくがあった。

　ただ一つ、少女めいた印象を拒こばんでいるのが強い光の浮かぶ深緑色の瞳ひとみである。

「……ティーゼン殿どの？」

　小首をかしげて問いかけると、ライルは我われに返ったように「失礼しました！」とやや大きな声をあげた。

「それと、私のことはライルと呼んで下さってかまいませんので」

「では、私もユートでいい。それより、遠駆けに出るというのはいい案だな。私も少し身体からだを動かしたいし、せっかく来たのだからこの国の様子も見ておきたい」

「そうですか」

　ほっとしたような笑顔になって、ライルはユートの前から一歩退く。

「では、馬の用意をさせてきましょう。少々お待ち下さい」







　ローデはフォーレのやや北東に位置する国である。

　北に近いが標高は低いため、フォーレに比べると気温はいくらか高い。それでも春を過ぎたばかりのこの季節、山間を渡わたる風はひんやりと冷たく感じられた。

　しかし、北国育ちのユートにとってはその冷たさが、むしろさっぱりして心ここ地ちよい。

「ああ、いい風だな」

「……私には少々冷たすぎるのだがね」

　すぐ横を馬で駆けるタジェスが、ぼそりと言葉を返す。

　従者の衣装の上に厚地の外がい套とうを羽は織おり、手て袋ぶくろと帽ぼう子しまで身につけているのだがニーザベイムから出ることなく育った彼には、この地の気温はいささか低すぎるようだった。

「フォーレに来て一ひと月つき以上過ぎるのに、まだ慣れないのか？　第一、気温はフォーレのほうがずっと低かっただろうが」

「向こうは寒いと最初からわかっていたから、気き構がまえもできていたんだけどね……中ちゆう途と半はん端ぱに暖かいせいで、風の冷たさがよけいに身にしみる気がするよ」

　ぶるるっと身を震ふるわせてから、タジェスは目元に笑みを含ふくませてユートを見た。

「それとも、君が暖めてくれるかい？　だったらこの寒さも悪くはないが……」

「永えい久きゆう氷ひよう壁へきの中で眠ねむってろ」

　氷よりも冷たい口調で言い捨てて、ユートはふんと肩かたをそびやかせる。

「それに、もっと馬の速度を上げれば身体も温まると思うぞ。いつもだったら、もっと速度を出しているところだ」

「私は別にかまわないけれど、向こうの二人がなんと言うかな……？」

　タジェスが視線で示しめしたのは、やや後方を走るイルとライルの両名である。

　のんびりとした表情で馬を走らせているイルはともかく、ライルは馬に慣れていないことが一目でわかった。根っからの文官なのだろう──教科書通りの姿勢でなんとか馬を走らせてはいるが、これ以上速度を上げればついてこられるかどうかはなはだ怪あやしい。

　ライルを見やる目に、少しばかり困こん惑わくしたような色をのぞかせてユートは言った。

「……まさか、彼までついてくるとは思わなかったんだが。遠駆けに行くと言い出したりして悪いことをしてしまったな」

「自分から言い出したことなんだし、文句は言わないと思うがね……案内役はどのみち必要になっただろうし」

　さほど同情的でもない口調で言ってから、タジェスはユートに視線を戻す。

「しかし、ここまで遠えん慮りよなく飛ばすとは彼も思わなかったのかもしれないね。貴族の遠乗りと言えば、普ふ通つうはもうちょっと優雅なものだろうから」

「……悪かったな、優雅じゃなくて」

　揶や揄ゆするようなタジェスの言葉に、ユートは口をへの字に曲げて言い返す。

「ローデに来てからはフェリも運動不足気味だったから、仕方がないだろう──ローデまでの旅の間も、あんまり思いきり走らせてはやれなかったし」

　ユートの愛馬フェリは三歳の元げん気き盛ざかりで、ローデに来てからは廏きゆう舎しやに閉じこめられたきりであったため、すっかり体力を持て余していたのである。

（……少し、配はい慮りよが足りなかったな）

　内心で自じ省せいを込めて呟つぶやきながら、ユートは手た綱づなを引き絞しぼった。

　少しずつ速度を落としていく馬の鞍あん上じようで、彼は大きく吸い込んだ息を吐はき出す。

　遠駆けに出かける前に比べて、気分はかなり良くなっていた。故郷を思わせる景色の中で、思い切り馬を飛ばしたのが功を奏そうしたのだろう。

（やはり、気分がくさくさする時は身体を動かすに限るな……山で熊くまでも狩かってこれたら言うことなしなんだが。熊の胃は薬として高値で売れるし……）

　緑の山々を眺ながめやって、ユートは内心そんなことを思う。タジェスはそんなユートの内心を読み取ったように、微び苦く笑しようめいた表情で彼の顔を見やって言った。

「まぁ……少しでも気晴らしになったのなら、それで十分じゃないかな？　彼も乗り慣れない馬に乗った甲か斐いがあっただろう」

「……お前まで付き合わせて、悪かったな」

　言いにくそうに、少し視線をそらして言うユートにタジェスは片目をつぶって答えた。

「他ほかならぬ君のためだからね。君が暗い顔をしてため息ばかりついているところを見るのは、私としても非常に心苦しいのだよ」

「………」

　殴なぐるべきか礼を言うべきか、しばし本気で迷うユートをタジェスは笑みを含んだ目で見やると、芝しば居いがかった大おお仰ぎような仕草で一礼してみせた。

「それに、王子が望まれるのでしたらこのタジェス、山の奥だろうと荒こう野やだろうとお供させていただきます──たとえそれが、海を越こえた未知の大陸であろうとも」

「やめろ今すぐ頼たのむから」

　ユートがげんなりした顔つきになった時、ようやく追いついてきたライルが二人の背に声をかけた。

「この先に村があります。そこで少し休きゆう憩けいしていかれませんか？」

　ユートはまだ体力的には余よ裕ゆうがあったが、そう言ったライルの額に汗あせが浮ういているのを見て素す直なおに「ああ」と答えた。

　そろそろ日は中ちゆう天てんに差しかかり、喉のどの渇かわきも感じてきている。

　ライルは額の汗を拭ぬぐうとほっとしたように相好を崩くずし、ややぎこちない手つきで馬を操あやつってユートたちの先を進み始めたのだった。







　ほどなくして見えてきた村は、山と山にはさまれた隙すき間まのような場所にあった。

　たっぷりとした水量の川を谷底に見下ろしながら、崖がけ沿ぞいの道を通って村の中に入ると村人たちの好こう奇きの視線が一行を出で迎むかえる。

　ライルはもの慣れた様子で村の中央の広場まで進むと、そこで馬を下りて一番近くの家へと入っていった。

「そこで待っていて下さい」

　言い残されて、ユートたちは広場で彼が戻もどってくるのを待つ。

　特に問題なさそうだったので、馬を下りて所在なげに立っていると四方八方から遠慮のない視線が向けられているのがわかった。

　敵意は感じられず、ただ珍めずらしいものに向けられるばかりの視線だ。

　そうとわかっていても落ち着かないのは確かで、居い心ごこ地ちの悪そうなユートにタジェスが肩をすくめて小さく言った。

「……なんだか、見せ物にでもなったような気分だね」

「そう言うな。きっと他国の人間が珍しいんだろう……おまけに俺はこんな格かつ好こうだし」

　現在ユートの身を包んでいるのは、上質の絹と山羊やぎの毛を使った衣装である。

　艶つややかに織り上げた絹地の上じよう衣いは深い群ぐん青じよう色で、白に近い生き成なり色のズボンと鮮あざやかな対比を見せている。衣装の袖そでや襟えりには細かな銀の刺し繡しゆうもほどこしてあり、一目で身分の高い人間とわかる姿だった。

「見られているのは、その格好のせいばかりではないと思うけど……」

「なんだ、他になにかあるのか？」

　美少女そのままの顔で真ま面じ目めに問い返すユートを前に、タジェスは吹ふき出しそうになるのをこらえて言葉を返す。

「きっとそのへんの人たちは皆みんな思っているよ──どこの貴族の令れい嬢じようだか知らないが、ずいぶん珍しい格好をした女の子だな、ってね」

　途と端たんに不ふ機き嫌げんな顔つきになるユートに、イルが慌あわてて取りなすように言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、王子。男性の格好をする女性も昨今では珍しくありませんから──ティエル姫ひめ様がいい例じゃありませんか！」

「ティエル姉上はどう考えても特とく殊しゆ例だ！　いやそれより黙だまっていろ！」

「いや、ローデでは珍しいのかもしれないよ？　かなり保守的な文化の国みたいだし……そういえば、村の女性たちにもズボンをはいている人はいないみたいだね」

「お前ら──人の話を聞けっ！」

　タジェスが横から口を差しはさみ、ユートは顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

　そんなやりとりにまぎれて、結局ユートはイルとタジェスの容姿も人目を引く原因の一いつ端たんとなっていることには気づかずじまいだった。

「……お待たせいたしました」

　ライルが広場に姿を見せたのはその直後で、ユートは握にぎりしめた拳こぶしを慌てて背中に隠かくすと、澄すました顔でライルに向き直る。

「あ……ああ、遅おそかったな」

「すみません。ちょっと話が長引いてしまって……でも、村長の家で休ませてもらえるように話をつけてきましたので」

　正直なところ、道の端はただろうが野原だろうがユートはかまわなかったが、フォーレの体面もあるので口には出さず、歩き始めたライルのあとに黙って続く。

　村長の家は、先さき程ほどライルが入っていった広場の近くにある茅かや葺ぶき屋根の家だった。

　客間と覚おぼしき一室にユートたちは案内され、素そ朴ぼくな手て彫ぼりの椅い子すに腰こし掛かける。ほどなくして中年の女性が姿を見せ、湯気の立つ茶のカップを彼らの前の卓たくに置いた。

「ありがとう」

　そう言ってユートが笑いかけると、女性は顔を赤くして逃にげるように部屋を出て行く。

　入れ替かわりに部屋に入ってきたライルが、その後ろ姿を目で追ってからユートに苦く笑しようの色の混ざる視線を向けた。

「申し訳ありません。このあたりの村には、他国からの客人が訪おとずれることは滅めつ多たにないのです……どうか、気を悪くなさらないで下さい」

「いや……」

　答えながらユートはカップを口元に運ぼうとし、ふと気づいて窓の外に目をやる。

　同時に、窓に顔を押しつけるようにして中をのぞき込んでいた子供たちが、慌てて頭を下に引っ込めるのがわかった。

「こら、お前たち！」

　窓を開けて怒鳴ろうとするライルにユートはかまわない、と苦笑を含ふくんだ声で答えた。

「子供らに興味を持つなと言っても無理な話だろう……こっちに来て、少し話をしないか？」

　蜘蛛くもの子を散らすように逃げだそうとしていた子供たちに声をかけると、彼らは足を止めて恐おそる恐る窓へと近づいてくる。

　ユートは窓の前に立つと、少し身を屈かがめて子供たちに笑顔で話しかけた。

「こんにちは、私はフォーレから来たユートだ。そっちにいるのは私の連れで、黒い頭をしているのがタジェス、銀色の頭をしているのがイルという」

「……こんにちは」

　子供たちはタジェスとイルを珍しそうに見比べてから、ユートに視線を戻して口々に挨あい拶さつする。年の頃ころは五歳から十歳程度──農作業を手伝うにはいささか幼すぎる年ねん齢れいなので、母親や老人たちの仕事の手伝いをしていたのだろう。

　ユートは子供たちに向かって、少しからかうような口調で告げる。

「仕事をさぼってこんなところにいていいのか？　あとで母さんたちに怒おこられることになっても知らないぞ？」

「平気だよ。母ちゃんたちだって、あそこに隠れてこっそり見てるし」

　十歳ほどの黒くろ髪がみの少年が指差した先に目をやると、建物の陰かげにいくつかの頭が見え隠れしている。どうやら村にいる人間が全員、この周辺に集まってきているらしい。

　広場の視線を思い出し、田舎いなかの人間の物見高さにユートが内心でしみじみ感心していると、瞳ひとみをきらきらさせて少年がユートに問いかけた。

「ねえ、お姉ちゃん！」

「……お兄ちゃんだ」

「フォーレって遠い国？　そこのお兄ちゃんみたいな髪かみの色の人、初めて見るよ！　そういう髪の色の人がフォーレにはいっぱいいるの？」

　視線を向けられたイルが「え？」と自分の顔を指差し、ユートは苦笑いしながら少年に首を振ふってみせた。

「フォーレはこのローデの隣となりの国だ。それにイルのような銀ぎん髪ぱつの人間は、あまり多くはない。むしろ多いのは金髪だな──もちろん黒い髪や茶色の髪をした人間もいるのだが」

　ちらりとタジェスに目をやって言い添そえると、少年はふうん、とうなずいて問いを重ねた。

「フォーレのお姫様が、王子様のお嫁よめさんになりにきたって聞いたけど、そのお姫様も金色の髪をしているの？」

「ああ……淡あわい金色の髪をした、とても綺き麗れいな女性だ」

　その人物の姿を心に思い浮かべるように、ふわりと微笑ほほえんでユートは答える。

「それにとても心の優やさしい人だ──ローデの人々が仲良くしてくれたら、きっと喜ぶだろう。私からも姉──いや、エルミファナ王女のことをよろしく頼むな」

「……うん！」

　うっすらと頰ほおを赤く染め、少年は元気よくうなずく。

　他ほかの子供たちも「僕も！」「仲良くするー！」などといっせいに声をあげ、窓辺はにわかに騒さわがしくなった。

「……す、すみません王子。子供とはいえ、礼れい儀ぎを知らぬ者ばかりで……」

「気にするな、子供はこのくらいでちょうどいい」

　おろおろと謝ろうとするライルに、ユートは余よ裕ゆうのある笑えみを向けて言う。

　イルはまだ困こん惑わくしたように銀色の髪の一ひと房ふさを指先でつまんで引っ張り、タジェスはわずかに離はなれた場所から一行の様子を目を細めてうかがっていた。

「王子ぃ……私の髪の色って、そんなに変なんでしょうか？」

「……変だとは誰だれも言っていないだろう。ただ、フォーレでは銀髪の人間は珍しいという話をしていただけだ」

「ローデでも珍しいみたいだけどね。ニーザベイムではそこまで珍しい髪の色でもないんだけど……色々な国の人間が入ってきているからね」

　ぼそぼそと低めた声でやりとりをかわし、ユートは子供たちに目を向ける。

　子供たちはライルを相手にお菓か子しをねだっているところで、ライルはやれやれと言いたげに苦笑すると、お茶菓子として出された焼き菓子の一部をユートに断って懐かい紙しに包み、子供たちへと声をかけた。

「ほら、お菓子が欲しい子は裏口にまわりなさい！　──すみません、ちょっと失礼します」

　ユートに小さく頭を下げてライルが部屋を出て行くと、子供たちは歓かん声せいを上げて窓の前からいっせいに走り去る。

「……ねえ」

　と思うと、一人だけ残っていた子供の声がユートの耳に届いた。

　先程ユートに話しかけた、黒髪の少年だ。ユートが身を屈かがめると、少年はあたりをはばかるように小さな声でユートの耳元に話しかけた。

「お兄ちゃんたち、西の崖がけのほうから来たんだよね？」

「うん……？」

「じゃあさ、お化け神しん殿でん見なかった？」

「お化け神殿？」

　これは、ユートの後ろから顔を出したタジェスの言葉だ。

　イルも興味を覚えたように窓の近くに立って少年の話に耳を傾かたむけたが、ちらりとユートへと向けた目にはどこか案じるような光が浮うかんでいた。

「なんだい、それは？」

　タジェスはそんな様子には気づかず、強い興味をのぞかせた口調で少年に問う。

「村から少し離れたところにある、古い古い神殿の遺い跡せきだよ。この村ができるよりも、ずっと前からそこに建っているんだけど……最近、そこにお化けが出るっていうんだ」

「ほう……それはまた」

　面おも白しろそうな、という呟つぶやきは幸い少年の耳には届かなかったようだった。

「誰か、それを見た人がいるのかい？」

「村の男の人たちが見たって。山菜を採りに行った帰りに、神殿のすぐ近くを通って……窓に明かりがついているんで、変だと思って見に行ったんだ。そうしたら目の前でふっと明かりが消えて、なんか後ろに立っているような気がして──ふり返ったら！」

　少年の声が大きくなった瞬しゆん間かんびくりとユートの肩かたが震ふるえたが、話に気を取られていたタジェスがそれに気づくことはなかった。

　妙みようにこわばった顔つきのユートの頭ごしに、彼は話の続きをうながす。

「ふり返ったら……？」

「なにか黒くて大きなものが後ろに立っていて、そのあとすぐに一瞬で消えたんだ！　他にも神殿の中で人ひと影かげを見かけて、近寄っていったらすうっと消えただとか、青白い火が神殿のまわりでふわふわ揺ゆれているのを見ただとか……色々な人が話しているのを聞いたよ」

「なるほど」

　深くうなずいて、タジェスはユートの顔に視線を向ける。

　琥こ珀はく色の瞳に好こう奇き心しんの光が満ちているのを見て取って、ユートは苦虫をまとめて嚙かみ潰つぶしたような顔つきになった。

「ユート、これは実に面白い話だと思わないかい？」

「まったく、全然、これっぽっちも思わん」

　必要以上に力のこめられたユートの語調の不自然さに気づく様子もなく、タジェスは満面の笑みを浮かべて言った。

「怪あやしげな神殿の遺跡に夜な夜な出しゆつ没ぼつする謎なぞの怪かい異い！　これこそ、天が我々に授さずけて下さった絶好の退たい屈くつしのぎ──いやいや、心こころ躍おどる冒ぼう険けんの始まりに違ちがいない！」

「おい……」

　不ふ吉きつな予感が刻こく々こくと増していくのを感じながら、ユートはタジェスに声をかける。

　笑みを浮かべたタジェスがぴたりとユートに視線を据すえ、言葉を発した瞬間ユートの予感は現実のものとなった。

「──ちょっと調べてみようじゃないか。その『お化け神殿』とやらを」







　　　　２




　闇やみに覆おおわれた樹じゆ上じようを、なにかがバサバサと駆かけ抜ぬけていく音が聞こえた。

　空に月はなく、満天の星の光も重なり合う木々の梢こずえの下にまでは届かない。塗ぬり込められたような闇の中、足元を照らす洋燈ランプの小さな光だけが唯ゆい一いつの光源だ。

　ひんやりとした空気に入り混じる、湿しめった土と芽め吹ぶき始めた草木の濃こい匂におい。

「──まったく」

　道とも呼べない道を、半なかばかき分けるようにして進みながらユートはやや硬かたい声を、前方のタジェスに向かって放ほうりやった。

「なんだって、こんな時間にこんなところを歩く羽目になったんだ？」

「まあまあ、そうぼやかない」

　洋燈を片手に、タジェスは肩かた越ごしに笑みを含ふくんだ視線と声とを投げ返す。

「最終的に来ると決めたのは君自身だろう？　自分の言葉にはきちんと責任を持たないと──それに、そんなことを言ったら道案内を買って出てくれた彼が気を悪くするよ」

　タジェスが目で示した先には、黒くろ髪かみの少年──ネイトの姿がある。

　幼おさない少年の後ろ姿を前に、ユートは複雑な表情で口をつぐむことしかできなかった。

　時刻は深夜──朝の早い農村の住人たちは残らず寝ね入いっている頃ころである。

　ネイトも本来ならとっくに寝ね床どこに入っている時間だったが、ユートたちが『お化け神殿』を訪おとずれるつもりでいることを知り、張り切って道案内役に名乗りを上げたのだった。

『神殿のことを調べてくれるの？　だったらオレ、神殿のところまで案内するよ！』

　期待と興奮で目を輝かがやかせた少年の顔を思い出し、ユートはタジェスに気取られぬようそっとため息を落とす。

「……王子」

　もう一つの洋燈を手に持ったイルが、背後から心配そうな声をかけた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「なにがだ？」

　ふり返ったユートの顔には『一言でもよけいなことを言ったら殴なぐる』という思いがはっきり現れており、イルは少し口ごもる。

「えーと、その……顔色が大変よろしくないようなのですが。ご無理なさらないほうが……」

「気のせいだ」

　きっぱりとした口調で言い切り、ユートは先を進むタジェスの背中を睨にらみつける。

　夜も更ふけたこんな時刻に『お化け神殿』を訪れることになったのは、タジェスの「ちょっと調べてみようじゃないか」という一言のためだった。

　もちろんユートは猛もう反はん対たいしたのだが、この件に関してはやたらと意い欲よく的なタジェスを止めることはできず、そればかりかあの手この手で言いくるめられ、結局調査に同行することを承しよう諾だくさせられてしまったのである。

（……まったく、口の上手うまい奴やつっていうのは本当に始末が悪い）

　内心ぶつぶつと呟きながら足を進めるユートの前で、先頭を歩いていたネイトが「あ！」と突とつ然ぜん大きな声をあげた。

　途と端たんにユートの表情が硬くなったが、それに気づいたのはイル一人だった。

「あった！　あそこだよ、『お化け神殿』は！」

　その声につられるように視線を向けると、闇の中にぼんやりと建物の姿が見えた。

　木こ立だちにまぎれてよく見えないが、かなりの大きさだ。ちょっとした城じよう塞さいくらいはあるだろうか──平べったく横に長い造りで、真上から降り注ぐ星々の光が建物の外がい壁へきをくっきりと白く染め上げている。

　建物の各所には蔦つたや灌かん木ぼくが生おい茂しげり、白い壁かべに黒々と不気味な影かげを落とす。

　外壁も長年風雨にさらされ続けた結果劣れつ化かして、あちこちがすり減ったり崩くずれ落ちたりしており、いかにも幽ゆう鬼きの住み処かといった雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「うわぁ、なんというかものすごい迫はく力りよくだね……」

　すぐ目の前で脳天気な声をあげるタジェスの背中を、思いきり蹴けり飛ばしてやりたい衝しよう動どうにかられながら、ユートは黙もく然ぜんと足を進める。

　わずかに汗あせばんだ手をきつく握にぎりしめながら、ユートは何度も大丈夫だ、と自分自身に言い聞かせる。

（あそこにあるのは、ただの遺跡だ。目的を忘れるな……上手く行ったら一いつ攫かく千せん金きんのチャンスなんだぞ！）

　そう強く念じながら、ユートは木々の向こうの建物へと足を進めていった。







「──絶対に反対だっ！」

　きっぱりと言い放つユートに向かって、タジェスはやれやれと首を振ふりながら応こたえた。

「いいじゃないか、ちょっと調べるくらい……どうせ王宮に戻もどったところで、やることなんてなにもないんだし」

　幽ゆう霊れいが出るという遺い跡せきの話を、ネイトから聞いた直後のことである。

　遺跡に行ってみようとしきりに主張するタジェスに対し、ユートはよその国でそんな勝手な真ま似ねができるかと断だん固ことして反対したのだった。

「俺たちは客人として王宮に招かれているんだぞ！　頼たのまれてもないのに、よその国のことに首を突つっ込むような真似は……」

「大丈夫だよ。案外感謝されるかもしれないじゃないか」

　ユートの抗こう議ぎをものともせず、タジェスは平然と笑って言った。

「それに君が言えることじゃないだろう？　ちょくちょく他ほかの国に出入りしては、事件に首を突っ込んでいるくせに」

「別に好きで突っ込んでいるわけじゃ──いや違う！」

　ぶんぶんと首を振ると、ユートはタジェスの襟えり首くびを引っ張って声を落とす。

「王子として、正式に訪問している時にそんな真似をしたことはないぞ！　ただの傭よう兵へいとして訪れている時ならともかく……」

「それって立派な身み分ぶん詐さ称しようじゃないかい？」

「うるさい！　それに傭兵組合に所属しているのはまぎれもない事実なんだから、身分詐称には当たらない！　変名を使うことは組合では認められているんだ！」

　声をひそめたまま語気も荒あらく言い放って、ユートは間ま近ぢかにあるタジェスの顔を睨にらみつけた。

「話を逸そらすな！　とにかく、俺はそんな調査には絶対付き合わない──」

「だけどね、ユート」

　タジェスがふいに真しん剣けんな声を発し、ユートは気を吞のまれたように言葉を止めた。

「ちょっと考えてごらん……怪異が本物であるとは限らないだろう？　もし遺跡に悪い人間が潜ひそんでいて、人を近寄らせないために幽霊話を演出しているのだとしたら……このまま放っておくのは危険じゃないかい？」

「……お前」

「いや、別にかまわないよ？　『よその国のことだから』と知らない顔を決め込んだとしても……それは君の自由だ。だけどもし、あとでこの村が賊ぞくに襲おそわれでもしたら──君は後こう悔かいするんじゃないかね？」

「それは……」

　ユートの表情が曇くもるのを見み計はからったように、タジェスが笑えみを浮うかべて言葉を加える。

「だったら、早いうちに遺跡を調べておいたほうがいいんじゃないかい？　単なる見み間ま違ちがいや勘かん違ちがいだったら良し、本物の怪かい異いであったとしても──まぁ、今のところそんな大たい層そうな被ひ害がいは出ていないみたいだからね」

　これから先はわからないけれど、と不安を煽あおるように一言つけ加えて、タジェスはユートの反応をうかがいやる。

　その視線を頰ほおに感じながら、ユートはしばらく口を閉じて考え込んだ。

　なにかに気づいたような光が、伏ふせられた目の奥に宿ったのはその次の瞬しゆん間かんだった。

（……古い遺跡というなら）

　一つの可能性が、ユートの脳のう裏りに閃ひらめいたのである。

（もしかしたら……どこかの隠かくし部屋にお宝が眠ねむっているかもしれない！）

　そんなことを思いついたのは、ユートが傭兵としての仕事で何度か、遺跡の調査に同行したことがあったためだ。

　もちろん、ユートもそう都合良く価値ある物品を見つけ出せると思ってはいない。

　遺跡の存在は村人には古くから知られているようだったし、なにか宝が眠っていたとしてもとっくに持ち去られたあとだろう。

　しかし、それでも万が一の可能性を考えずにはいられなかった。

（もし運良くそんな品を見つけられたら……婚こん礼れい費用に借り入れた分だけじゃなく、借金の額がくそのものを減らすことができるかもしれない！）

「……ユート？」

　呼びかけられてユートがはっと目を上げると、タジェスが怪け訝げんそうな顔でのぞき込んでいるところだった。

「どうしたんだい、急に黙だまり込んで……？」

「い、いやなんでも──お前の言ったことを少し考えていただけだ。確かに、今はそれほどの被害は出ていなくてもこの先どうなるかわからんからな」

　タジェスは満面の笑みを浮かべて、うんうんと何度もうなずく。

「怪異が超ちよう自然のものであるかどうかはまだわからないが……俺はまだ実際にその現象を目にしていないし、伝え聞いた話だけで断定するわけにもいくまい」

「お化けに決まってるよ！」

　ネイトが不満そうに声をあげ、ユートはやや硬かたい顔つきで少年に目をやった。

「悪いが、俺は幽霊を信じない。少なくともこの世には、不可思議な現象などではなく人間の害意や、危険な生き物などによって引き起こされる怪異のほうが多く存在していることを俺は知っているんだ」

「だけど……！」

「まあまあ」

　苦く笑しよう混じりの笑みを浮かべて、タジェスはユートと少年の間に割って入った。

「子供の夢を壊こわすもんじゃないよ、ユート。それに、私はこの子の意見を支持するよ。世の中には、理り屈くつで説明できない不可思議なことが数え切れないほど存在する！　多くの事例がそのことを証明しているし、なによりそう考えたほうが楽しいじゃないか」

「……俺はまったく楽しくない」

　そうかい、と返してからタジェスは口元の笑みを深くしてみせた。

「まさか、そういう話が怖こわいとか言うんじゃないよね？」

「だっ、誰だれがだ！」

　顔を赤くして怒ど鳴なり返すユートに、タジェスは笑いながら悪い悪い、と手を振った。

「よりにもよって君が、お化けが怖いなんて言うはずがないものね。君に会ったら、お化けのほうが大おお慌あわてで逃にげ出していきそうだ」

「……どういう意味だ」

　むっとしたように言いながらも、ユートの声にはどこか安あん堵どめいた色がにじんでいた。

　それに気づいたタジェスが首をかしげるよりも早く、話を変えるようにユートは次の言葉を口にしていた。

「それより、遺跡に行くのはいいが……どうやってライルの承しよう諾だくを得えるつもりだ？　怪あやしげな遺跡の調査に向かうなどと聞いて、はいそうですかと大人しく行かせてくれるような人物じゃないだろう？」

「ああ、それなんだけどね……」

　悪わる巧だくみをする少年のような表情になって、タジェスはにやっと笑った。

「私に一つ、ちょっとした考えがあるんだ」







（……まさか、それであんな『作戦』を提案されることになるとは思ってもみなかったが……協力してしまった以上、俺も同罪だろうな）

　タジェスはライルに対して、ユートが足をくじいたという作り話をしたのである。

　村を出てすぐのことだったので、ライルは驚おどろき慌あわてながらも「一晩村で休ませてもらえば大だい丈じよう夫ぶだろう」というタジェスの言葉を信じ、村にとって返してユートたちを宿しゆく泊はくさせるための準備を整えたのだった。

　なにぶん小さな村なので、人を泊とめる宿屋などは存在しなかったが、村長の家の空き部屋が大急ぎで掃そう除じされてユートたちに提供された。

　ライルはそれを報告するため、日が暮れる前に王宮に戻っていったのだ。

　夕食に出されたのは素そ朴ぼくながらも季節の山菜をふんだんに使った料理で、ユートはいささか心苦しい気分でそれを味わうこととなった。

（……王宮に戻ったら、ライルにはなんの落ち度もなかったことを誰かに伝えておかないと。これで叱しつ責せきされるようなことになっては彼があまりに気の毒だ）

「そこから入れそうだ」

　物思いにふけるユートの耳に、小さく発したタジェスの声が届いた。

　気がつくと遺い跡せきは目の前で、柱と柱の間にある入口をタジェスが洋燈ランプで照らしている。

　ぽっかりと開いた入口の奥は暗く、差し入れられた洋燈の光も入口の近くのわずかな範はん囲いを照らすのが精せい一いつ杯ぱいのようだった。

「……暗いな」

　思わず口にしたユートの言葉に、タジェスが笑って答える。

「当たり前だよ、夜なんだから……」

「そ、そんなことはわかっている。確かく認にんしてみただけだ」

「もしかしたら、鬼おに火びが整列して出で迎むかえてくれるかもしれない……なんてちょっと期待してたかい？　あいにく全然見当たらないけど」

「そんな不気味な出迎えを期待するのはお前ぐらいだ」

　心底嫌いやそうな顔つきでユートは答えたが、暗さのためもあってタジェスはその表情に気づくことなく、横に立ったネイトに視線を移して問いかけた。

「ところでネイト、村の人が『お化け』を目もく撃げきしたのはどのあたりかな？」

「ええと……」

　今いま更さらのように『お化け神しん殿でん』の前に立っていることを実感したのか、わずかな怯おびえを表情にのぞかせてネイトが答える。

「大きな黒い影かげを見たって人は、あっちの建物の裏の空き地で見たって。人ひと影かげが消えるところを見たのは、この──大きな建物の中」

「そうか」

　タジェスはうなずくと、ネイトに向かって「ここで待っているかい？」と声をかける。

　一人で待っているのが嫌だったら、イルをここに残していくから──というタジェスの提案に、ネイトは少し考えてからきっぱりと首を横に振ふってみせた。

「案内するって言ったのはオレだもん。途と中ちゆうで放ほうり出すようなカッコ悪い真ま似ねなんかできないよ。それに中はけっこう広くて入り組んでるから──道案内がいないと。オレ、昼間に何度かここに来て遊んだことがあるからさ」

「……わかった」

　タジェスはにこりと笑うと、ネイトの目の高さに視線を合わせて言った。

「じゃあ、お願いしようかな。でもはぐれると危ないから、私たちのそばから絶対に離はなれないようにするんだよ」

「──うん！」

　明かりを持ったタジェスが少年と交代し、先頭に立つ形で建物の中に入っていった。

　そのあとに続いた少年の背中をユートはしばし見送り、小さく息を吸って吐はくと意を決したように入口に足を踏ふみ入れる。

　最後に微び妙みような顔つきをしたイルが、ユートの背中を見やったまま続いた。

　遺跡の中は思ったほど暗くなく、高い位置にある窓から差し込む星の光で歩くのに不自由しない程度の明るさがあった。入口の周辺には窓がなかったため、星明かりに慣れた目には暗く感じられたらしい。

「……アールスメア神聖王朝の遺跡ですね」

　口数が少なくなった一行の気を紛まぎらわせようとしてか、イルは周囲を軽く見回すといつもと変わらぬ緊きん張ちよう感かんのない口調で言った。

「神聖王朝──っていうと、千年くらい前にあったっていう？」

「ええ、様式からすると後期の遺跡ですね。壁かべの装そう飾しよくはほとんど剝はがれ落ちてしまってますけど……ところどころに、特とく徴ちよう的な蔦つたの紋もん様ようが残ってます」

　へえ、と感心したような声を返してから、タジェスは黙もく々もくと歩くユートへと視線を移した。

「って、今日はずいぶん静かだね？」

「……別に、そんなことは」

　ないぞ、と答えようとするユートの言葉に被かぶせるように、タジェスはくすくすと笑いながら指し摘てきする。

「いつもだったら、とっくに『そんなことは誰も聞いとらん！』とか言って、彼に拳こぶしの一つもお見み舞まいしているところじゃないか」

「……お前が俺のことをどう思っているのか、いやってほどわかった」

　足元に視線を固定したまま、ユートは低く言葉だけを投げ返す。

　その顔がいやに白く見えることに気づき、タジェスはやや心配そうな表情になってユートの顔をのぞき込んだ。

「もしかして、どこか調子でも悪いのかい？　顔が真っ青だよ？」

「なんともない。大丈夫だ」

　普ふ段だんより早口になって返すユートに、タジェスは真しん剣けんな口調で訴うつたえる。

「大丈夫なようには見えないよ？　どこかで少し休んだほうがいいんじゃ……こんなところでゆっくり休むのは難しいかもしれないけど。でも、ちょっと座って休むだけでも違ちがうと思うよ──ネイト、どこかに休めるような場所は……」

「本当に平気だから気にするな！」

　肩かたにまわされた手を、ユートはうるさげに振り払はらった。
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「ぐだぐだ言っていないで、さっさと遺跡の中を見て回るぞ。まずは怪あやしい現象が起きている場所から……何事もなければそれで良し、なにか起こったら徹てつ底てい的てきに原因を究明する！　隠かくし扉とびらの類たぐいがないかどうかもきっちり調べさせてもらうぞ」

　怪かい異いが人じん為い的なものだとすればそういったものが関係しているはずだし、価値のある物品が残されている可能性があるのもそんな場所だからだ。

「そうは言うけど、調子が悪いんだったら本当に無理はしないほうがいいよ。誘さそった私が言うのもなんだが……」

「その分ふん別べつをもっと早くに発はつ揮きしてもらいたかったな」

　ふり返りもせずに答えるユートの声はいつも通りで、タジェスはほっとするのと同時に強い違い和わ感かんを覚えずにはいられなかった。

「にしても、今回は本当に君らしくないというか──まさかと思うけど、本当にお化けが怖こわいなんて言うんじゃないよね？」

　途と端たんに、ユートは足元の段差につまずいてすっ転びそうになる。

　慌てて踏み止とどまって事なきを得たが、タジェスに向けた顔にはびっしりと冷や汗あせが浮うかんでおり、「当たり前だ！」と返す声にもあからさまな動どう揺ようの色があった。

「……君、まさか」

「そ、そんなことより調査のほうが先だ！　目的地はどっちだ！」

　きょとんとした顔のネイトが「あっちのほう」と指差した方向に向かって、ユートは足早に歩いていく。

　タジェスは無理に笑いを押し殺したような表情で、そのあとに続いた。

「ところで……この遺跡で目撃されている怪異っていうのは、どのくらい前から起こっていることなんだい？」

「ええとね……」

　タジェスに声をかけられ、ネイトは少し考えるそぶりを見せた。

「半月くらい前から……かなぁ。それまでは普ふ通つうの──ただやたら古いだけの建物で、だからオレたち子供も平気で遊びに来ることができたんだ。雪が溶とけて人が山に入るようになって、しばらくしてからだよ──お化けを見たって人が出るようになったのは。村の人は、冬の間に悪あく霊りようが棲すみついたんじゃないかって噂うわさしてる」

「ふうん……」

　タジェスは小さく唸うなっておとがいを撫なで、ユートは眉まゆ根ねを寄せてそんな二人のやりとりを肩かた越ごしにうかがい見る。

　しばらく無言のまま一行は進み、人数分の足音ばかりが壁や天てん井じように響ひびき渡わたった。

　沈ちん黙もくの重さにタジェスが苦く笑しようして口を開こうとしたその時、行く手を見つめていたネイトが緊きん張ちようのにじむ声で言った。

「……あの先だよ」

　ちらりとネイトに視線を向けてから、タジェスは廊ろう下かの先へと目をやる。

「あそこの曲がり角の先で、スヴェイさんが消える人影を見たって。スヴェイさんは猟りよう師しで目はすごくいいんだ……絶対に見み間ま違ちがいなんかじゃないって言ってたよ」

「……なるほど」

　タジェスは言うと、ネイトにこの場で待つよう手ぶりで指示して歩き出した。

　硬こう直ちよくしたように歩みを止めたユートの脇わきをすり抜ぬけ、慎しん重ちようながらも素す早ばやい足取りで曲がり角へと近づいていく。

　曲がり角の手前で足を止めると、彼は壁に背中を預けて角の向こうをうかがい見た。

　そのまましばらく動きを止めたあとで、廊下の手前で待っている三人に向かって彼はちょいちょいと手て招まねきしてみせた。

「……おい」

　眉根を寄せたまま動こうとしないユートに、タジェスは平気だよ、と笑いかける。

「残念ながら、私たちは怪異に嫌きらわれてしまったみたいだね。人影どころかネズミ一いつ匹ぴき見当たらないよ」

　言われて歩み寄ってきたユートが、曲がり角からそっと顔を突つき出す。

　タジェスの言葉が正しいことを確かく認にんして、彼はほっとしたように小さく息を吐いた。

「肝かん心じんの怪異が起こってくれないことには、原因の究明も難しいよねぇ……どうしようか？　他ほかのところも見て回るかい？」

「そうだな」

　肩の力が抜けた様子でユートは答え、後ろに立っているネイトに目をやる。

「子供もいることだし、あまり帰りが遅おそくなるのはまずいだろうが……少しくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

「それにお宝もまだ発見していませんしね」

　ひょいと顔をのぞかせたイルが笑え顔がおで告げ、ユートは「よけいなことは言うな」とその足を思いきり蹴け飛とばした。

「……お宝？」

「な、なんでもない！　そんなことより次はどこだ!?」

　慌あわてたように声をあげるユートを納なつ得とくしたような笑み混じりの瞳ひとみで見返し、タジェスは首をわざとらしくかしげてみせた。

「急にいつもの調子に戻もどったね？　いったいどうしたんだい、さっきまではあんなに具合が悪そうだったのに……？」

「べ、別にどうもしていないぞ」

　さっと目を逸そらして答えるユートに、タジェスはにっこりと笑いかける。

「そうだろうね。まさか君ともあろうものが、実はお化けが怖かったなんてことがあるわけもないだろうし」

「………」

「ところで気づいてたかい？　さっきから私たちのあとを、身体からだの半分透すけた女の人がずっとついて歩いてきていたんだけど……」

「うわああああああっ！」

　遺い跡せき中に響きわたる大声をあげて、ユートがタジェスの身体にしがみつく。

　はっとしたように目を見開いたのは、その直後のことだった。

「……ユート、やっぱり君……」

　懸けん命めいに笑いをこらえるタジェスを、ユートは怒いかりと羞しゆう恥ちで真っ赤に染まった顔で見上げる。

「お、お前……！」

「ああ、今のは噓うそだけど。でも幽ゆう霊れいが怖いんなら、最初にそう言ってくれれば良かったのに」

「ゆ、幽霊なんてものを怖がる道理がどこにある！　存在するかしないかわからんものを俺は怖がったりなんか……！」

「あれ、ユート。君の後ろから今青白い手が……」

「ぎゃあああああ、言うな──っ！」

　叫さけびながらユートはさらに強くタジェスにしがみつき、その力の強さにタジェスは少し顔をしかめながらも笑みを消さずに言った。

「──なんだか意外な弱点だね。正体不明のお化けだろうが悪霊だろうが、バッサバサ斬きって捨てそうな気がするんだけど」

「実体のない相手に、剣けんが役に立つと思うのかっ!?」

　半分涙なみだ目めになって言い返すと、ユートはしたり顔でうなずくタジェスを恨うらめしそうに睨にらみ、その身体を押しやるようにして乱暴に身を引きはがした。

「殴なぐったり蹴けったりしてどうにかできるような相手だったら、俺だって怖──苦手にしたりはしない。それができないから嫌いやなんだろうが！」

「本当～に、王子はお化けの話がお嫌いなんですよね……」

　妙みようにしみじみとした様子で、ため息を吐つきながらイルが言った。

「その単語が話の中で出てきただけで、嫌な顔をされるんですよ。いつぞや私がネイア姫ひめ様の書庫で見つけた、古今東西の幽霊話をまとめた本の話をしようとした時なんて、最初の一言を口にした瞬しゆん間かんに椅い子すが飛んできましたから」

「……やかましいっ！　お前は黙だまってろ!!」

　言うのと同時にユートの拳げん骨こつがイルの頭めがけて飛び、タジェスはそんな二人を肩かたを震ふるわせながら見やった。

「いいじゃないか、お化けが怖──嫌いなくらい。誰だれにだって苦手なものの一つや二つ、あるからね。むしろ、君にも苦手なものがあるとわかってほっとしたよ」

　ほとんど無敵みたいに思えていたからね、と意味ありげな微び笑しようを浮かべて告げるタジェスにユートは少し黙ってから、低く平へい坦たんな口調で言い返した。

「──うるさい。それにただ苦手なだけで、本当に怖いわけじゃないんだからな」

「はいはい──よかったら、この先は手をつないでいてあげようか？」

「いらん！」

　ユートが吠ほえたその時──彼に向けていたタジェスの目が、なにかに気づいたようにはっと見開かれた。

　ぎくりと身をすくめてから、ユートはタジェスに殺気のこもった声を投げつける。

「二度も同じ手に引っかかると思うのか!?　ふざけるのもいい加減に──！」

「いや、今度は本当に……向こうで今、なにか動いたんだ」

「なにかって……」

　こわばった表情で言葉を吞のみこんでから、ユートはぎりっと奥歯を嚙かみしめるとタジェスの見ていた方向に向かって駆かけ出した。

「ユート!?」

「正体を確かめてやる!!」

　ふり向きもせずに言い捨てて、ユートは音高く廊下を走り去っていく。

　タジェスがさらになにか叫んだようだったが、あえて頭の中を怒り一色の感情で染め上げたユートの耳には入らなかった。

「ゆ、幽霊なんてものはいない！　そんなものは人間の心が作ったただの幻げん想そうだ、俺は絶対にそんなものは信じない──！」

　声に出して必死に自分に言い聞かせながら、ユートは廊下の先にある角を曲がる。

「──っ！」

　途と端たんにたたらを踏ふんだのは、目と鼻の先に人の姿があることに気づいたためだった。

　思わず洩もらしかけた悲鳴を寸前で吞みこむと、ユートは逃にげ出しかかる足に力を込めて目の前の人ひと影かげに向かって突っ込んでいく。

「この──っ！」

　なんらかの衝しよう撃げきがあれば、それはすなわち生きた人間という証あかしのはずだった。

　しかし、ユートの身体がなにかにぶつかるようなことはなく、ただ目の前で相手の着ているマントの裾すそがひるがえっただけだった。

　すり抜けたわけではない──素早く相手が身を引いてユートから距きよ離りを取ったのだ。

「──お前っ！」

　ユートの顔に血の気がよみがえり、彼は手を伸のばしてマントの端はしをつかもうとする。相手が幽霊などではなく、血と肉を備そなえた人間だとわかったためだ。

　だが直後ユートはちりっと焼け付くような感覚を胸に覚え、とっさに低く身を伏ふせた。その頭上すれすれを、強きよう烈れつきわまりない威い力りよくを宿した蹴りがかすめたのは次の瞬間だ。

「この──っ！」

　身体を低くしたまま、ユートは相手の顔のあたりを睨にらみ据すえる。

　窓から差し込む淡あわい星明かりがユートの顔をほの白く照らし出し、マントの奥に動どう揺ようめいた気配が漂ただようのがわかった。

　素す早ばやく身をひるがえした相手を、ユートは怒ど声せいを放ちながら追いかける。

「逃がすか！」

　言いながら相手の膝ひざ裏うらめがけて放った蹴りは、身軽な動きでいとも簡単にかわされた。

　その動きは予測していたので、着地した瞬間を狙ねらってユートは体重を乗せた肘ひじ打うちを相手の顎あご先さきに叩たたき入れる。

「──なっ!?」

　その肘を片手でがっちりと受け止められ、ユートの目に狼ろう狽ばいの色が浮うかんだ。

　慌てて膝に力を込めて相手から離はなれようとするが、腕うでをつかむ力は思った以上に強く万力で締しめ上げられたように微び動どうだにしない。

　それどころか、さらに強い力でぐいと身体を引き寄せられ──

「……なんだ、男か」

　身体を半分抱かかえ込むようにして胸を触さわられて、ユートの顔にさっと朱しゆの色が差す。

「なんだとはなんだ！　俺が男で悪いか!?」

　反射的に怒ど鳴なり返して、ユートは力任せに相手の腕を振ふりほどこうとする。

　しかし巧こう妙みように動きを封ふうじられて、じたばた手足を振り回すことしかできなかった。ユートの反応を面おも白しろがるように、相手はさらに身体のあちこちをぺたぺたと触さわる。

「この……っ！」

「──ユート！」

　闇やみを淡く染める光とともに、タジェスの声が近づいてきたのはその時だった。

　同時に相手の腕の力がわずかにゆるむのを感じ、ユートは思いきりその手を振り払はらいながら素早く飛びずさって相手から距離をとった。

「よくも、ふざけた真ま似ねを……っ！」

　怒声とともに飛びかかろうとするユートの前で、その人物は懐ふところに手を差し入れた。

　なにか武器でも取り出すつもりかとユートは身構え、相手は懐から出した小さな珠たまのようなものをユートの足元に放ほうる。

　それが真っ黒な煙けむりを噴ふき始めたのは、その一いつ瞬しゆんあとのことだった。

　もうもうと立ちこめる煙があっという間にあたり一面を覆おおい尽つくして、相手の姿はもちろん自分自身の身体さえも見えなくなってしまう。

「──くそっ！」

　煙にごほごほと咽むせながら、ユートは目に涙をにじませて怒鳴った。

　タジェスが姿を見せたのはその直後で、彼は眉まゆを寄せていぶしたような臭においのする煙を手で払いながらユートに声をかけた。

「なんだい、この煙は──というかユート、一人で勝手に先に行っちゃ……」

「今の奴やつはどこにいった!?」

　嚙かみつくように言い返されて、タジェスは思わず身をのけぞらせた。

「い、今の……って？」

「マントを着た奴だ！　幽ゆう霊れいなんかじゃない、あれは人間だ!!」

　その言葉が終わるか終わらぬかのうちに、どこか近くでバサバサと鳥が羽ばたくような音が聞こえた。

　ためらいもせずにユートは音の方向に向かって走り、何歩もいかないうちに壁かべに突つき当たりそうになる。その頃ころには煙もだいぶ薄うすれており、壁の上のほうに縦長の窓が切られているのが見えた。

　窓の向こうには一面の星空が広がっており──その星空を一瞬、なにか大きくて黒いものがかすめるように横切っていった。

「……な」

　同じものを目にしたタジェスが、あぜんとしたような声を洩もらす。

　ユートは目をごしごしとこすりながら窓のそばを離れ、マントの人物が立っていた場所へと歩いていった。

「王子、涙なみだが……そんなに怖こわかったんですか？」

「阿あ呆ほう！　煙が目に染しみただけだ!!」

　怒鳴り返して、ユートはイルの手から引ったくるように洋燈ランプを取り上げる。床ゆかの上を丹たん念ねんに照らし出して、今の人物の痕こん跡せきが残っていないか確かめるユートの目に、ちかりと床の上から反射した光が突つき刺ささった。

　ユートは身を屈かがめて、光を弾はじいた物体を指先でつまみ上げる。

「……なんだね、それは」

　歩み寄ってきたタジェスが声をかけ、ユートは拾い上げたものを洋燈の光にかざした。

　それは胡桃くるみほどの大きさの、丸く磨みがいた珠だった。おそらく瑪め瑙のうだろう──血のように暗い紅の石には紐ひもを通すための穴が開けられ、艶つややかなその表面には金の象ぞう嵌がんで見慣れない生物を象かたどった紋もん章しようが描えがかれている。

　その紋章を目にしたタジェスの表情が、ごくわずかに厳しいものとなった。

　タジェスの表情の変化には気づかず、ユートは指先につまんだ瑪瑙玉を眉をひそめてじっと見つめやる。

　それはこの遺い跡せきに、自分たち以外の何者かが存在していたという確かな証しよう拠こであり──

　同時に、なにやら厄やつ介かいな事件の到とう来らいを予感させる品でもあった。
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　翌朝、王宮に戻もどったユートがまず向かったのは、セイヴェルト王子の執しつ務む室しつだった。

　勝手に出かけた先で怪け我がをして──というのは口実で、実際には傷一つなかったのだが──一晩王宮に戻れなくなったことを詫わびるためと、接待役のライルにはなんの咎とがもないので処しよ罰ばつなどしないで欲しいと訴うつたえるためである。

「──失礼します」

　侍じ従じゆうに案内されて部屋に入ると、王子は窓まど際ぎわの席で書類仕事をしている最中だった。

　首にもかからない長さですっきりと切りそろえた黒くろ髪かみに、ローデ人種特有の象ぞう牙げ色いろを帯びた白い肌はだ。やや長めの前髪の下からのぞくのは、濡ぬれ羽ば色いろの澄すんだ瞳ひとみだ。

　整った容姿はともすれば女性的な印象を与あたえかねないほどだったが、くっきりとした柳やなぎ葉ばのような眉と笑えみのかけらもない表情が、実戦のために鍛きたえ上げられた剣けんのような鋭するどい雰ふん囲い気きをその男性に与えていた。

　年ねん齢れいはユートの次姉よりも、一つ年上の二十四歳──ローデ国第一王子セイヴェルト・ロジーク・レーム・イスフェリアスである。

「ユート王子……」

　ペンを動かす手を止めて、セイヴェルトはすっと椅い子すから立ち上がった。

「あの、どうかお構いなく、あ──セイヴェルト王子。その……昨晩のお詫わびに上がっただけですから」

　やや歯切れの悪い口調でユートが言うと、彼はじっとその姿を見つめたのちにぼそりと短い言葉を放つ。

「……怪我をしたと聞いたが」

「はい──不注意で足をくじきまして。ですが、大事を取って一晩安静にしていたおかげで、今はもうほとんど痛みもありません。ご心配をおかけいたしまして、本当に申し訳ありませんでした」

　軽く頭を下げると、セイヴェルトは目を伏せて小さくかぶりを振った。

「いや……」

　それきり言葉は途と切ぎれ、ユートはやや居い心ごこ地ちの悪い思いを味わう。

　姉の婚こん約やく者であるセイヴェルトと顔を合わせたことは数えるほどしかなかったが、それでもこの王子の極きよく端たんな口数の少なさは身に染みて理解させられていた。

　いったいどうやって、この人は姉に結婚を申し込んだのだろう──とユートは心底不思議に思ったものである。

「その怪我ですが、私がライルの目を盗ぬすんで勝手に道を外れようとしたせいで負ったのです。彼にはまったく非はありませんので──どうか彼の責任を問うようなことだけはなさらないで下さい。彼は本当に私たちのためによくしてくれています」

「……そうか」

　セイヴェルトは深くうなずいて、付け足すように短く言葉を加えた。

「ファナが心配していた」

「……あとで姉上にも謝ってきます」

　きまりの悪い思いでユートは答え、セイヴェルトはほんの少しだけ目元を和なごませる。

　そのあと彼はなにか言いたげな様子を見せたが、その口が言葉を発するよりもユートが一礼して声を放つほうが早かった。

「それでは失礼いたします、あ──セイヴェルト王子。お仕事中のところお邪じや魔まして、申し訳ありませんでした」

　きびきびとした動作で頭を上げて、部屋を出ていくユートの後ろ姿をセイヴェルトは仕事の手を止めたまま、どこか複雑な表情で見送ったのだった。







「……まったく、誰だれかのせいで頭を下げっぱなしだぞ」

　ぶつくさとぼやきながらユートが自室として使用している客間に入ってくると、イルが茶の仕し度たくをしながらお帰りなさい、と明るい声を投げた。

「セイヴェルト王子に国王夫妻に姉上に、果ては厨ちゆう房ぼうの関係者まで──昨夜の晩ばん餐さんの仕込みを無む駄だにさせてしまったからな」

　さすがにそれは申し訳ないと思ったので、誠心誠意頭を下げてきたユートである。

「それは、お疲つかれさまでした」

「……まぁ、心配もかけたのだし頭を下げるくらいどうってことはないが。それよりもあんな目に遭あったのに、昨夜の収しゆう穫かくがまったくなしってことのほうが問題だ」

　窓際に置かれた長なが椅い子すに乱暴に腰こしを下ろし、深いため息を吐つくユートにイルは困ったような微び笑しようをのぞかせる。

　昨晩訪おとずれた遺跡に、隠かくし扉とびらなどの類たぐいがないことを断定したのはイルである。

　夜も更ふけていたので簡単に見て回った結果ではあるが、その手の探たん索さくごとに関してはイルの知覚を信用しているためユートは大人しく引き下がった。そもそも、規模は大きくても全体に質素な造りだったあの神しん殿でんに、隠すほどの蓄ちく財ざいがあったかどうかも疑わしい。

「まったくなし、ってわけでもないじゃありませんか」

「あの珠たまか？　あれだってたいした価値は──瑪め瑙のうはさほど高価な石ではないし、あの象ぞう嵌がんは確かに見事なものだったが……」

　むしろ厄介事の臭においのほうがぷんぷんする、と続けようとしたユートの言葉を、やわらかな響ひびきの低声がさえぎった。

「そうでもないかもしれないよ」

「タジェス！」

　がばりとユートは椅子の背にもたれていた身体からだを起こし、タジェスを睨にらみつける。

「そもそも、お前が一番の元げん凶きようだろうが！　お前があんな遺い跡せきに興味を持ったりしなければ、無む駄だ骨ぼねを折る羽目にもならなかったんだぞ!!」

「まぁまぁ、そう言わない──私も、まさか君が遺跡のお宝目当てだったなんて思わなかったんだから」

　どうりで今回は折れるのが早かったわけだよ、とタジェスは笑いながら告げる。

「……それより、さっき言っていた『そうでもないかもしれない』というのはなんだ？　あの珠には、ただの瑪瑙玉として以外の価値でもあるのか？」

「まぁ……私も実物を見ていないので、あまり確かなことは言えないのだがね」

　ぽりぽりとこめかみを搔かきながら言うタジェスを、ユートは怪け訝げんそうな顔で見上げる。

　わずかな間をおいて、タジェスは慎しん重ちような口ぶりで話し始めた。

「ディエにいた頃ころのことなんだが、警備隊にちょっとウマの合う友人がいてね。時々詰つめ所に顔を出したりしていたんだが……」

「──だから警備隊の配置などについて妙みように詳くわしかったのか」

　思わずぼそりとユートはそう口にし、タジェスはそういうわけなんだ、と笑ってみせてから話を続けた。

「そこで各国を荒あらし回っている盗とう賊ぞく団の話を聞いたんだ。〈疾風ベンダの紅バール〉と呼ばれる連中でね──普ふ通つうの旅人や商家などは狙ねらわず、大金持ちの屋や敷しきや高価な品物を運ぶ隊商なんかばかりを狙って犯行を重ねているらしい」

「そいつはまた豪ごう勢せいな連中だな」

　イルが差し出した茶のカップを受け取りながらユートは言ったが、その表情にはタジェスの話の意味を判じかねているような気配がのぞいていた。

「で、その連中がなんだというのだ？」

「その連中が犯行の際に必ず身につけているのが、真しん紅くの腰こし帯おびとそこからぶら下げた瑪め瑙のう玉の帯おび飾かざりなんだよ」

「──それは、まさか」

　わずかに目を見はったユートの前に、タジェスは握にぎった拳こぶしを差し出してみせる。

　ゆっくりと開いた手のひらの真ん中には、ユートが持ち帰って部屋のどこかに置いておいた紅べに瑪め瑙のうの珠が載のっていた。

「聞いた話だと、その連中は屋敷の構造や隊商の警備態勢なんかをいつの間にか調べ上げて、目当てのものを盗とったらあっという間に姿を消してしまうらしい──見たこともない、大きな翼つばさのある生き物に乗ってね」

　ユートの脳のう裏りに、昨晩目にした巨きよ大だいな生き物の影かげがよみがえる。

　沈ちん黙もくしたユートをタジェスは笑みを含ふくんだ目で見やり、手のひらに載せた瑪瑙玉へと視線を移して言った。

「昨晩君がやり合った相手が、必ずその盗賊団の仲間だと言い切ることはできないけどね──可能性は低くないんじゃないかと思う」

「その盗賊団の話でしたら、私も聞き覚えがありますよ」

　もう一つのカップに茶を注いでいたイルがふいにそう声を発し、ユートとタジェスは同時に彼に目をやった。

「確か──そう、しばらく前に王子と一いつ緒しよに傭よう兵へい組合の事務所に顔を出した時です。事務所の掲けい示じ板ばんに貼はってある手配書の前で誰か話していました」

「手配書だって？　賞金がかけられているのか、その連中には!?」

「あ、はい。盗賊団に──というのではなくて、その頭目にかけられているみたいでしたが。顔も名前も不明なんですが、特とく徴ちよう的な赤毛の男性みたいで……」

「そんなことはどうでもいい！　金額は!?」

　身を乗り出して尋たずねるユートに、イルはええと……と宙に視線をさまよわせてから答える。

「〈疾風の紅〉の頭目にかけられていた賞金は、五千万グランです」

「五千万……」

「普ふ段だんあんまり見慣れない数字だったので、記き憶おくの奥のほうに行っちゃってました。橋の工事代金だとか学校の建設費用だとか、そういうところでしか目にしませんものね」

　にこにこと笑って告げながら、イルは手に持ったカップをタジェスへと差し出す。

　タジェスは礼を言って受け取りながら、考え込んでいる様子のユートを笑いを潜ひそませた瞳ひとみで見やった。

　それにも気づかず、ユートは心の中の計算機を高速でぱちぱちと弾はじいていた。

（姉上の婚こん礼れい費用の超ちよう過か分で、新あらたに作った借金が八百万グラン──それを返しても国庫にはかなりの額がくが残る。それを今年度分の返済にまわせば……いや、予算不足で先さき延のばしになっていた施せ療りよう院いんの増設を早めるか。それとも少し無理をしてでもまとまった額を返して、今後の返済を楽にするか……）

「王子……？」

　目の前でひらひらと手を振ふりながら、イルが呼びかけているのに気づいてユートはようやく顔を上げる。

　きらきらと輝かがやく深緑色の瞳に、金貨の幻げん影えいが見えたのは気のせいだったか──

「……イル」

　低く呼びかける声に、イルは小首をかしげて「はい？」と答える。

　手にしたカップを卓たく上じように置くと、ユートはその肩かたをバシンと音がするほど強く叩たたいた。

「でかした！　お前もたまには役に立つものだ！」

「は、はあ……」

「決めたぞ！　〈疾風の紅〉だかなんだか知らんが、なんとしても見つけ出してとっ捕つかまえてやる！　そうしたら五千万丸まる儲もうけだ！」

　鼻息も荒あらく言い放つユートを、タジェスは面おも白しろそうに目を細めて見やる。

　手の中の瑪瑙玉を器用に指先で転がしながら、彼はユートの気勢をそぐかのようにやる気のない口調で言った。

「意い欲よくがあるのはけっこうなんだが……どうやって見つけ出すんだい？　昨日の人物は瑪瑙玉一つだけ残して消えてしまったし、他ほかに手がかりといえるようなものはないだろう？」

「──まずは、昨日の遺い跡せきにもう一度行ってみる」

　興奮を静めるように大きく息をしたあと、ユートは少し考えて答えを返した。

「明るい時間に行ってみれば、昨夜は気づかなかったなにかの痕こん跡せきが見つかるかもしれない。それに現地であの影が飛び去った方向を確かく認にんしたい。だいたいどっちの方向に向かったかだけでもわかれば、捜そう索さくの範はん囲いをせばめることができる」

「そう上手うまくいくかな……？」

「やってみなければわからんだろう」

　むしろ気負いのない態度で言い切るユートを見て、タジェスは口元をわずかにゆるめると、手にしていた瑪瑙玉をユートに向かって軽く放ほうり投げた。

　弧こを描えがいて飛んできた瑪瑙玉を、ユートはぱしりと手のひらで受け止める。

「そこまで意志が固まっているなら、私から言うことはもうなにもないね。黙だまって君にお付き合いするとしよう──ファナ姫ひめの婚礼まではまだ何日かあることだし。私一人だけ王宮で留守番というのもつまらないしね」

「別に、お前は来なくたってかまわないぞ」

　つっけんどんに言い放つユートに、タジェスは口元に刻きざんだ笑えみを深めてみせた。

「またまた、私の力を当てにしているくせに……素す直なおじゃないのは君の良くないところだよ」

「……殴なぐって縛しばり上げて置いていってやろうか？」

「そういう過激な愛情表現はちょっと……ああいや、冗じよう談だん冗談！　真顔で剣けんに手をかけるのはちょっと怖こわいからやめてくれないかい？」

　ユートはふんと大きく息を吐はくと、きつい目つきでタジェスの顔を睨にらみつけた。

　剣の柄つかから手を離はなして、反対の手に持っていた瑪瑙玉を懐ふところにしまい込む。ずかずかと足音を立ててタジェスの前を通り過ぎると、隣りん室しつの前で足を止めて彼は一言投げ放った。

「目め一いつ杯ぱいこき使ってやるからな、覚かく悟ごしておけ」

「もちろん、心得ておりますとも」

　うやうやしく頭を下げてみせるタジェスに、ユートはひくりと眉まゆを震ふるわせて隣室への入口をくぐると、思いきり音を立てて扉とびらを閉めた。

　あとには困こん惑わく顔をしたままのイルと、笑いを嚙かみ殺すタジェスが残されたのだった。







　簡単に身み支じ度たくを整えたユートたちが昨夜の遺跡に到とう着ちやくしたのは、それから一時間半ばかりが過ぎたあとだった。

　昼の光の中で見る遺跡は、昨晩とは異なりごく普通の崩くずれかかった建物に見える。

　昨晩の不気味な姿を思い出して、ユートはわずかに胸がざわつくのを感じたが、あえて表情には出さずに昨日の入口をくぐって建物の中へと入っていった。

「……こうして見ると、相当の年代物だね」

　ユートの後ろを歩くタジェスが、しきりにあたりを見回しながら感心したように言う。

「こうして建っているのが奇き跡せきというか……よくまぁ、昨晩君が暴あばれた時に崩くずれてこなかったもんだ」

「アールスメア王朝時代の建造物は、構造的にはかなり頑がん丈じようにできているんですよ」

　昼食のバスケットを片手に提さげながら、イルがのどかな顔つきでタジェスの言葉に応こたえた。

「これよりももっとひどい状態で、何百年も建っている遺跡もあるくらいです。中には現在もそのまま住居として使われているものまであるそうですよ」

「それもすごいな……建っている建物もそうだが、それ以上に使っている人間の神経が」

　背後でかわされるのんびりとした会話を、半ば意図的に無視しながらユートは足を進める。緊きん張ちよう感かんのない二人にかまってなどいられなかった。

（昨日の人物が、それなりに長い時間この遺跡にいたとするなら……必ずなにかしらの痕こん跡せきを残しているはずだ）

　幽ゆう霊れいならともかく、生きた人間がまったく痕跡を残さずに活動するのは難しい。

　こんな崩れかかった建物の中ともなればなおさらのことだった。いたるところに瓦が礫れきや埃ほこりが散乱しており、よほど注意深く行動しない限り誰だれかがそこにいたという証あかしがはっきりと刻きざまれることになる。

　たとえばそれは足あし跡あとであったり、不自然にひっくり返った瓦礫であったり──

「………」

　あちこちに視線を走らせていたユートが、ふいに足を止めた。

　その視線の先には、剝はがれ落ちたいくつもの壁かべの残ざん骸がいがあった。無言でそちらに歩み寄っていくユートを見て、タジェスとイルも会話を中断してあとを追う。

　立ち止まったユートの肩かた越ごしに、二人が見たのは大きな石材の破は片へんだった。

「これは……」

　石材の表面に、三本の鋭するどい爪つめ痕あとがくっきりと刻きざみ込まれている。

「……昨日の生き物かな」

　タジェスの言葉に答えず、ユートは爪痕の横に足を置いて大きさを見比べる。爪痕の長さはユートの足の倍くらいあり、かなり大きな生き物のものであることがわかった。

　わずかに眉を寄せるとユートは顔を上げ、ぐるりとあたりを見回す。

　難しい顔になって沈ちん黙もくするユートを少しの間見つめやり、タジェスは首をかしげてどうしたんだい、と声をかけた。

「……きれいすぎる」

「え？」

「これだけの大きさの生き物が活動していたのなら、もっとその痕跡があってもおかしくないはずだ。なのに──この爪痕をのぞけば足跡一つ残っていない」

　苦々しげな口調でユートは告げ、タジェスへと視線を向ける。

「可能性としては三つ考えられるな。昨日の人物はたまたまここに来ていただけで、怪かい異いとは無関係である。あるいは、怪異の正体はあの人物と生き物だったが、滞たい在ざいしていた時間はごく短かった。もう一つは、長い時間ここに滞在していたが──」

「……痕跡を残さないよう、きわめて慎しん重ちように行動していたか──だね？」

　ユートの言葉の続きを引き取ると、タジェスは悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて一言加えた。

「私としては、そこに『やっぱり昨日の人物の正体は幽霊だった』という可能性も付け足しておきたいところだけど」

「生身の人間相手に、あれだけ元気にどつきあいする幽霊がどこにいるんだ？」

　顔をしかめてユートは言い返し、肩をそびやかせて歩き始める。

　もとよりタジェスも本気で言っている様子ではなく、ユートの背中に向かって彼はいくぶん真しん剣けんさを増した口調で言った。

「とすると、この遺跡を隅すみ々ずみまで探し回っても、有力な手がかりを見つけられる可能性はそれほど高くはなさそうだね……それでも一応、ダメもとで探してみるかい？」

「そうだな……」

　少し考え込んでから、ユートはタジェスに目をやって告げた。

「もう少しこの中を見て回って、なにも見つからなければ昨日の村に行ってみよう。あれだけ大きな生き物がうろついていれば、まったく誰の目にも留まらないということはあるまい──この遺跡に出しゆつ没ぼつする化け物の親しん戚せきだと思われている可能性が高そうだが」

「それは……確かに」

　苦く笑しよう混じりの声を返すタジェスを尻しり目めに、ユートは建物の奥に向かって歩き出す。

「ほら、行くぞ！　昨日の場所だってまだ見に行っていないんだ──昼までにこっちの調査は終わらせてしまうぞ！」







　それから二時間ほど遺跡の中を調べてまわったが、手がかりらしいものは結局見つからず、ユートたちは昨夜泊とまった村へ向かうこととなった。

「……なかなか、思うようにはいかないものだね」

　馬の背でぼやくタジェスに、ユートは最初からそう上手くいくとは思っていない、とむしろ闘とう争そう心に火を付けられたような口調で告げる。

「そんなに簡単に手がかりをつかませるようなら、そもそも高額の賞金首になどなっていないはずだしな」

「やる気に満ちあふれてるねぇ……」

　からかうような声と視線とをタジェスは投げ、ユートはやや頰ほおを赤くして付け加えるように早口で言った。

「あ、当たり前だ。〈疾風の紅〉だかなんだか知らないが、そんな連中がローデ国内で騒さわぎを起こすのを黙だまって見ているわけにもいかないだろう！」

「……〈疾風の紅〉が犯行を行うと？　このローデで？」

　不ふ審しんそうな顔のタジェスを見やって、ユートはほんの少しだけ肩かたをすくめた。

「言いたいことはわかる。ローデも決して豊かな国とは言えないからな──だが今はセイヴェルト王子の婚こん礼れいが間近に迫せまっている。王子の婚礼ともなれば、訪おとずれる客にもそれなりの衣装が必要とされるだろう──特にご婦人がたにとっては、質の高い宝ほう飾しよく品ひんも」

「………」

「〈疾風の紅〉の狙ねらいがそれだという保証はないが──もしもそうなら、連中が行動を起こす前になんとしても捕つかまえなくてはならん！　姉上の婚礼を、盗とう賊ぞく騒さわぎなどでだいなしにされてたまるか！」

「……という口実を、今さっき思いついたと？」

「違ちがうっ！」

　タジェスに向かってユートは怒ど鳴なったが、図ず星ぼしであることを示すようにその頰はうっすらと赤く染まったままだった。

「あ、王子。村が見えてきましたよ」

　二人の前を馬で進んでいたイルが、ふり返って声をあげる。

　村の中に入っていくと、今朝発たったはずのユートたちが再び姿を見せたためか、村人たちが不思議そうな顔をして集まってきた。

　男たちは畑仕事に行っているため、村に残っているのは女子供と年寄りばかりだ。

　それでも気がつくと十人を超こえる数の村人たちに取り囲まれ、ユートは困こん惑わくしたような顔で馬から降り立った。

「おや、足はもういいのかい？」

「あ、ああ──大だい丈じよう夫ぶだ。昨晩は世話になったな」

「世話って言えるほどのことはしてないけどね！　でも元気になったみたいでよかったよ！」

「それよりどうしたんだい、なにか村に忘れ物でも？」

「誰か意中の女の子でもいたのかい？　どうしても忘れられなくて戻もどってきちまったとか！」

「おやまぁ、そりゃあ大きな忘れ物だね！」

　声をそろえて笑うおかみさんたちを前に、ユートはどう言葉を返したものかと悩なやむ。

　タジェスが肩を震ふるわせながら馬を降りて、そんなユートに助け船を出した。

「残念ながら我が主あるじのお眼鏡にかなう女性は、この村にはおりませんでした──なにしろこの容よう貌ぼうですから。普ふ段だんから鏡でご自分の美貌を見慣れているので、どんな美人でも普ふ通つうに見えてしまうんですよ。私などは、この村の女性はかなりの美人ぞろいだと思うんですがね」

　タジェスが甘い微笑ほほえみを浮かべて告げると、おかみさんたちの間から「きゃ～っ！」と悲鳴じみた声があがる。

　若い娘むすめのように頰を紅潮させたおかみさんたち──中にはすでに孫のいそうな年ねん齢れいの婦人も含ふくまれていたが──に向かって、愛あい想そよく手を振ふってみせるタジェスをユートは軽く額を押さえて横目に見た。

（とことん、口の上手うまい奴やつ……）

「ユート！」

　その時、村人たちの向こうから聞き覚えのある幼おさない声が飛んできた。

　人ひと垣がきを押し分けて、ユートたちの目の前に転がり出てきたのはネイトだ。彼は目を輝かがやかせてユートのそばまで走り寄ってくる。

「戻ってきたの!?　どうして!?　忘れ物でもしたの!?」

　矢や継つぎ早に質問を投げかけながらも少年の顔は喜びで輝いており、ユートはつられるように口元をゆるめて言った。

「うん、戻ってきた。忘れ物はないが、ちょっとこの村で聞きたいことができてな──それにネイトにも会いたかったし」

　わずかに微笑して告げると、ネイトの顔がぼっと火がついたように赤くなる。

　真っ赤な顔でいささかぎこちなく笑うと、彼はそっか、と何気ない調子で言葉を返したが、なぜかユートと視線を合わせようとはしなかった。

「どうしたんだ？」

　首をかしげるユートの背後で、タジェスがぼそりと呟つぶやくように言う。

「……自覚がないだけで、君も相当なものだと思うけど」

　ユートがその言葉の意味を問いただそうとするよりも早く、タジェスは身を屈かがめてネイトに問いかけていた。

「ところでネイト。一つ聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「……なに？」

　やや不ふ審しんそうな表情で、ネイトはタジェスの顔を見返す。

　タジェスはそんな少年の様子にかまうことなく、わずかばかり声を低くして、

「最近、例の遺い跡せきのこと以外にこのあたりで変わったことってなかったかな？　なにか大きな生き物を見ただとか、見慣れない人間を見かけたとか」

　その声は周囲にも十分聞こえる音量だったため、周囲に集まった村人たちは互たがいに顔を見合わせて言葉を交かわす。

「……大きな生き物？　この間、山から下りてきた猪いのししか？」

「先月の熊くまのほうが大きかったろう？　立ち上がった時の大きさときたら、家の軒のき先さきまで届くくらいあったぞ」

　老人たちが首をかしげて言い合えば、もう一方では女性たちが、

「見慣れない人間……って言っても、あんたたちくらいだね。ここ最近村に来たのは」

「あとは定期的に村に来る行商人くらいだけど、みんな昔からの顔なじみばっかりだし……」

「たまには新しい顔でも見たいねって、みんなで話してたくらいだものね」

「そういう意味ではちょうどいい時に来てくれたよ、あんたたちは──しかも目の保養になるようないい男ぞろいときたもんだし！」

「いい男っていうよりは、むしろ美人さんって呼びたくなる子も一人混ざってるけど」

「まぁ、目の保養になるのは間ま違ちがいないじゃない！　二、三年分の目の保養がまとめてできた気がするよ！　眼福ってのはこういうのを言うんだろうねぇ」

「……誰だれが美人さんだ」

　口をはさむ間もなく交わされる言葉の応おう酬しゆうに、ユートがぼそっと一言だけ呟く。

「十分美人さんじゃないか。あちらのご婦人がたの評価は正しいよ」

「そういうことを言っているんじゃない！」

　ぎろりと鋭するどい目つきで睨にらまれ、タジェスは慌あわててそっぽを向くと女性たちの話に耳を傾かたむけるふりをする。

　──が、ふりが本物に変わるのに時間はかからなかった。

　飛び交う会話の中に、聞き逃のがすことのできない一つの単語が混ざっていたのである。

「──あの、ちょっと」

　タジェスはそう声を発して、途と切ぎれる気配もない女性たちの会話に割り込んだ。

「今の……盗とう賊ぞくって、なんのことですか？」

「え……？」

　ややぽっちゃりめの体型をした中年の女性が、驚おどろいたようにタジェスを見返す。

　その直前に彼女が発した「盗賊騒ぎがあったせいで、最近は行商人の数もずいぶん減ったしね」という言葉がタジェスの注意を引いたのだ。

「ローデ国内で盗賊が出ているのですか？」

「え、ええ……二、三ヶ月前くらいからかしら。国内を旅して歩く行商人や、街の大きな商家なんかが狙われているそうよ」

「あたしたちみたいな貧びん乏ぼう人のとこには来ないだろうけどね」

　からからと笑う女性たちの横で、一人の老人がいいや、と髭ひげをひねって言った。

「山向こうの村が一つ、襲おそわれたと聞くぞ。見たこともない生き物に乗った連中が何人もやってきて、建物や畑を散々荒あらしていったらしい。うちの孫が一人向こうに嫁とついでおってな──孫の住んでいるところは襲われた村の隣となりだから、孫一家には何事もなかったようだが……」

「……そういえば、あたしも聞いたね。その話」

　おかみさんの一人が腕うでまくりした太い腕を組み、唸うなるように言う。

「村倉に収められていた麦や芋いもが、根こそぎ持ち去られていったとか……ずいぶんタチの悪い盗ぬすつ人ともいたもんだと思ったけど、そいつらのことだったのかね」

「……麦や芋？」

　思わずといった様子で呟き、ユートはタジェスと目を見合わせる。

（ずいぶんとまた、ケチくさい盗賊じゃないか……？）

「まぁ、多少の怪け我がを負った者はいたようだが、死人が出なかったのがせめてもの幸いか──さらわれた娘もおらんかったようだし」

「──あ、いや」

　あとから口を開いたおかみさんが、なにか思い出したように手を打った。

「さらわれはしなかったんだけど、さらわれそうになった娘はいたらしいよ？　それを助けたのが……そう、うちの村のグラッド爺じいさんだったって！　あの崖がけっぷちの小屋に住んでる偏へん屈くつ爺さんだよ！」

　おお、と村人たちの間を、驚いたとも納なつ得とくしたともつかないどよめきが流れる。

　その反応に満足したように、おかみさんはうんうんとうなずきながら言葉を重ねた。

「あの爺さんなら、そのくらいやっても不思議はないけどね……たまたま向こうに用があって出かけた時に、運悪く盗賊の襲しゆう撃げきに出くわしたらしいよ。まぁ、運が悪かったのは盗賊たちのほうだったかもしれないけど」

「……って、どんな爺さんなんだ？」

　思わずユートが口にした問いに答えるように、大人たちの会話を黙だまって聞いていたネイトが小さく声をあげた。

「あ──グラッド爺さんだ」

「おやまぁ、噂うわさをすればなんとやら……だねえ」

　反射的にユートが目をやった先には、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうという言葉がこの上なくぴったり当てはまる人物が歩いていた。

　まだ肌はだ寒ざむい季節だというのに衣服の袖そでを肩かたまでまくり、子供の胴どう体たいくらいの太さのある腕を見せている。ボタンがはじけ飛びそうな胸むな元もとからも、くっきりと割れた分ぶ厚あつい胸板がのぞき、腿ももの筋肉は厚地のズボンを隆りゆう起きがはっきりとわかるくらいに押し上げている。

　がっちりした肩の上に、もとは鳶とび色いろだったろう半白の髭ひげと頭とう髪はつに覆おおわれた顔がなかったら、老人と言われても絶対に信じられなかっただろう。
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「よう、グラッド！」

　集まっていた老人のうちの一人が、片手を上げてそう呼びかけた。

　グラッド老人のほうは面おも白しろくもなさそうにじろりと村人たちを見返し、肩に担かついでいた斧おのの刃はを軽く地面に突つき立てた。

　黒光りした巨きよ大だいな刃が、天てん頂ちようにある太陽の光を反射してぎらりと輝く。

「……なにか用か」

「この間、山向こうのカイエの村が襲われた時、たまたま居合わせたって本当か？」

　グラッドは癖くせのある髭に覆おおわれた顔をはっきりとわかるほどにしかめ、「お前さんには関係ねえだろう」と吐はき捨てるような口調で言った。

　そのまま歩き出そうとする老人に、声をかけたほうの老人が憤ふん然ぜんと言葉を放つ。

「ちょっと話を聞かせてくれたっていいじゃねえか！　この人たちが、例の盗とう賊ぞく騒さわぎのことについて知りたいんだとよ！」

　グラッドは足を止めたまま、ユートたちのほうへと顔を向ける。

　居並んだ三人を一いち瞥べつした目つきは鋭く、ただの老人ではないことを確信させる凄すごみにも似たものをのぞかせていた。

「……興きよう味み本ほん位いで首突っ込んでんなら、怪我しねえうちにさっさと帰んな」

　あまりの迫はく力りよくに言葉もないユートたちに一言投げつけ、グラッドは斧を背負い直すと、再び重々しい足取りで歩き始める。

　ズズ、ズズ、という音に気づいてユートは老人の後ろに目をやり──ぎょっとしたように、その目が大きく見開かれた。

「──！」

　一ひと抱かかえはありそうな木の切り株かぶを、老人は頑がん丈じような綱つなで引っ張っていたのである。

　乾かわいた地面の上にはっきりとした跡あとを残しながら、大きな切り株が目の前を通り過ぎていくのをユートは声も出せないまま見守る。大人数人分の重さはあろうかという切り株を引っ張りながら、老人は息を乱してさえいなかった。

　あぜんとした表情で老人を見送ってから、ユートは思い直したように唇くちびるを引き結んだ。

〈疾風の紅〉の手がかりはいまだにつかめていなかったが──それを示す断だん片ぺんのいくつかを見つけ出したような気がした。
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　ネイトの家に立ち寄って、持参した昼食とネイトの母親が作った料理を分け合うようにして食べてから、ユートたちは王宮へ戻もどっていった。

「……やれやれ、期待していたほどの成果はなかったね」

　綺き麗れいに空になったバスケットを、礼の言葉とともに厨ちゆう房ぼうに返して部屋へ戻ると、タジェスがどさりと長なが椅い子すに座り込んで言った。

　ユートは眉まゆを寄せてタジェスを見やると、呆あきれたような声を投げる。

「だから、そう簡単にはいかないと言っただろう──どこまで都合のいい展開を期待していたんだ、お前は？」

「そりゃあ、目もく撃げき者が次々と現れてあっという間に〈疾風の紅〉の隠かくれ家を見つけ出し、全員引っ捕とらえて高笑い……とか」

「阿あ呆ほうか」

　とは言うものの、ユート自身そんな展開をまったく期待していなかったわけではないため、心のどこかで落らく胆たんすることは避さけられなかった。

（いや……成果がまったくなかったわけでもない）

　弱気になる自分自身を励はげますように、強く首を振ふりながらユートは内心で呟つぶやく。

（ローデの国内で、すでに盗とう賊ぞくが暴あばれ回っていることがわかっただけでも一歩前進だ。それが本当に〈疾風の紅〉の仕し業わざかどうかは、もう少し調べてみないとわからないが……襲われたという村まで行って、そこの住人に話を聞いてみるか）

「……ん？」

　考え込んでいるユートに遠えん慮りよしたように、静かにその様子をうかがっていたタジェスがふと扉とびらのほうに目をやった。

　控ひかえめに扉を叩たたく音が聞こえてきたのである。

　昨日の場面の再現のようだと内心で思いながら、立ち上がったタジェスが扉を開けるとその向こうにあったのは、これまた昨日と同じくライルの小こ柄がらな姿だった。

「失礼いたします、王子」

　タジェスに軽く目礼してから、部屋の中に入ってきたライルがやや硬かたい表情で、窓まど際ぎわに立つユートに目をやって声をかけた。

「午前中外出しておられたと聞きましたが、それならどうして私に一声かけて下さらなかったのでしょうか？」

「ああ……」

　少しばつの悪そうな顔で、ユートは言葉を返す。

「すまん、忙いそがしいだろうと思ってな……実は昨日の村に行ってたんだ。あそこなら道も覚おぼえているし、ライルがいなくても大だい丈じよう夫ぶだろうと思って」

「王子を怒おこらせるようなとんでもない不手際をしでかしたのではないかと、寿じゆ命みようが縮ちぢむ思いをいたしましたよ」

　深々と嘆たん息そくするライルに、ユートは慌あわててそんなことはない、と首を振る。

「部屋付きの侍じ女じよに伝言を頼たのんだから、それで十分だと思っていたんだ。不手際だなんてとんでもない──私のほうこそ、気が回らなくて悪かったな」

「いえ……」

　そう応こたえてから、ライルは気を取り直したように問いの言葉をユートに投げた。

「ところで、ユート王子。どうしてまたあの村に……？　なにかご用でも？」

「ああ……」

　少し考えたのちに、ユートは差し障さわりのなさそうな答えを口にした。

「いや、用事というほどのことではないが。あの村にちょっと忘れ物をしてしまってな」

「忘れ物……ですか？」

「その……小こ銭ぜに入れを置いてきてしまって。たいした額がくは入れてなかったんだが、思い入れのある品だったから……」

「王子がお財さい布ふを忘れるなんて、どんな天変地──」

　言いかけたイルの爪つま先さきを、タジェスが踵かかとでぎゅっと踏ふんでそれ以上の発言を封ふうじる。

　ユートはタジェスに目で礼を言いながら、見た目はあくまでも淡たん々たんとした表情のまま言葉を続けた。

「ところで、その村で気になる話を聞いたんだが──ローデの国内を荒あらし回っている盗賊がいるそうだな？　つい先日も村が襲おそわれたとか」

　はっとしたようにライルは目を見開き、ユートは鋭するどい瞳ひとみで問いかける。

「ローデの王宮がその被ひ害がいについてまったく把は握あくしていなかったとも思えないが……どうして我々には知らせてもらえなかったのだろうな？　私たちだけで外出することにそれだけ神経を尖とがらせるのも、もとはといえばそれが理由ではないのか？」

「……そ、それは」

「他国の人間にローデの内情は明かせないというのかもしれないが、そのような連中がローデ国内で暴あばれているのだとすれば、王宮に到とう着ちやくする前に私たちが襲われる危険もあったはずだ。せめて一言あってもいいような気がするがな……」

「……申し訳ありません」

　決して言葉を荒あらげることなく、冷静に指し摘てきするユートに向かってライルは頭を下げた。

　再び顔を上げてユートに向けた目には、恐きよう縮しゆくするばかりではなくどこか感心したような光が宿っていた。

「確かに数ヶ月前から、そのような輩やからがあちこちで出しゆつ没ぼつしているという情報は王宮にも届いておりました。しかし被害もさして大きくはないし、セイヴェルト王子の婚こん礼れいを前にそのような話が外国のお客様の耳に入るのは……その、いささか体てい裁さいが悪い、ということで」

　ユートがぴくりと眉を動かすのを見て、ライルは慌てたように言葉を重ねる。

「もちろん、警備には全力を注いでおります！　婚礼に集まって下さったお客様の身になにかあっては一大事ですから──首都や街かい道どうの要所は念を入れて警備しておりますし、軍の精せい鋭えいが総力を挙げて不ふ逞ていの輩やからどもを追っているところです！　どうかお気になさることなく、婚礼の日まで王宮でゆっくりお過ごし下さい」

「……矛む盾じゆんしていないか？　警備はしっかりしているから安心しろと言いながら、婚礼までは王宮で過ごすよう勧すすめるというのは」

「それは……その、念のためということで」

　額ひたいに汗あせをにじませて告げるライルを、ユートは少しばかりきつい目つきで睨にらんでから、肩かたをわずかにすくめてみせた。

「──と、ライルを責めても仕方がないな。文句を言うなら、そういうことを決定した連中に言わないと」

「いや……できれば、そういう方にこそ言わないでいただきたいんですが」

　ライルの言葉をユートはさらりと無視し、軽くかぶりを振って言った。

「そうまで言うのなら、盗賊とやらのことは気にしないでおこう──大人しく王宮で過ごすと約束することもできないが」

「え……？」

「村に仲良くなった子供がいてな。また遊びに来て欲しいと言われたんだ」

　害のない笑え顔がおでそう告げたあと、ユートは当たり前のことのように付け足した。

「盗賊が捕とらえられるのも時間の問題なのだろう？　だったら王宮でじっとしている必要などないはずだ。次に行った時は、母親の一番のお得意だという兎うさぎのシチューをご馳ち走そうしてもらう予定なんだ」







　抜ぬけるようにただ青いばかりの空が頭上に広がる、そんな景色の中──。

　強い風に洗われるようにして立つ、一人の男の姿があった。

　がっちりとした革かわ靴ぐつの底がむき出しの岩場を踏みしめ、雑に編んだ長い髪かみとその頭に巻いた布の端はしが踊おどるように風に舞まっている。

　洗いざらしの布の色は明るい朱しゆ色いろ。

　そして、それ以上に鮮あざやかなのが風に躍る真しん紅くの髪だった。

　男はしなやかな筋肉のついた身体からだを簡素な衣服に包み、軽く腕うで組ぐみをして地平の彼方かなたを見やっている。肩に羽織ったマントが風を受けてバタバタとはためいていたが、寒そうなそぶりはまるで見せなかった。

「──お頭かしら」

　叩きつけるような風の中、妙みようにはっきりとその声が男の耳に届く。

　ふり向きもせず、男は口元に薄うすい笑みを浮うかべた。伸のび上がるように空を見た男の瞳に光が入り、鉱こう物ぶつのような青緑色の色しき彩さいを帯びる。

　男は眩まぶしそうに目を細めながら、空に向かってなにか呟いた。

　呟きは風にさらわれて男自身の耳にも届かなかったが、それに応こたえるように落ちた黒い影かげが次の瞬しゆん間かん、男の全身をすっぽりと包み込んだ。







「……王子、いいんですか？」

　少し離はなれて馬を進めるイルにそう問われ、ユートはほんの少しだけ片かた眉まゆを持ち上げた。

「なにがだ？」

「なにがって……そりゃ言いたいことは色々ありますけど」

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねの下に複雑な表情を浮かべて、イルは言葉を返す。手た綱づなを操あやつってすいとユートのほうへ馬を寄せ、

「タジェス様のことですよ。いくら首都から出ないとはいえ、お一人で行かせたりして……」

「一人のほうが身軽でいいと、本人が言っているのだから仕方ないだろう」

　あえて突つき放したような口調で、ユートが言い返す。

「それに城下での噂うわさ調べなんて、あの男にはうってつけの役回りだ。私たちが変にくちばしを突っ込むより、タジェス一人に任せておいたほうがよほど上手うまく情報を集めてくるだろう──あの口の上手さは、詐さ欺ぎ師しにでもなったらきっと一財産築きずくぞ」

「そうしたら少し王子に分けてもらえませんかね」

　真ま面じ目めな顔で告げるイルの言葉に、瞬間ぐらりとくるものを感じながらもユートはわずかに眉を上げて強い口調で返す。

「阿あ呆ほう。下らんことを言ってないで、さっさとカイエの村に行くぞ！」

　言って馬の速度を上げるユートを、イルが慌てて馬の腹を蹴けって追いかけた。

　二人は盗とう賊ぞくの被害を受けたというカイエの村に向かっているところだった。実際に賊の姿を見た人間から、その風ふう体ていやどの方向に去っていったかを聞こうと思ったのである。

　一方でタジェスは、その賊に関する噂話を聞き集めてみると言って城下に残った。

『くれぐれも、無む茶ちやはしないようにね』

　別行動に移る直前、ユートに向かってタジェスは念を押すように言った。

『実際に襲われている人間がいる以上、このローデの国内を物ぶつ騒そうな連中がうろついていることだけは確かなんだ。君の腕うでが立つのはわかっているけど──油断は大敵だよ。君の可愛かわいい顔に傷がつくようなことになったら、取り返しがつかないんだからね！』

（まったく、人が顔のことを気にしてるのをわかってて……どこまで嫌いや味みな奴やつなんだ、あいつは！　心配するにしても、もっと他ほかの言い方ってものがあるだろうが！）

　渋しぶい顔で見つめる先の木々が途と切ぎれ、細い道の向こうに小さな村が見えてくる。

　ユートは視線でイルをうながして、村の中へと入っていった。

　村の中は思っていたよりも荒らされた形けい跡せきは少なかった。道の脇わきにある建物がいくつか破は壊かいされ、一部は火を放たれたのか薄く煤すすけていたが全ぜん焼しようした建物は見当たらない。

　しかし、村の中に馬を進めていくにつれ、ユートの表情も厳しさを増していった。

　一番目立つ場所に建っている建物──おそらくは村の集会所だろう──の扉とびらが、無む惨ざんに叩たたき破られているのを目にしたのである。その隣となりに建っている、これは貯ちよ蔵ぞう倉ことわかる窓の少ない建物も同様の被害を受けている。

（……盗賊の被害としては軽けい微びなほうとはいえ、住人にしてはたまったものではないな）

　内心で思いながらユートは馬を降り、足元の地面にざっと目を走らせた。

　賊が乗っていたという生き物の足あし跡あとが見つかるかと思ったのだが、もともと乾かわいた地面には足跡が残りにくい上、あとからついたと覚おぼしき無数の足跡が入り乱れて、どれが人間のものか他の生き物のものなのかもはっきりしない。

（軍の捜そう査さも入っているだろうしな……それほど期待はしていなかったが）

「──なにをしているんだ!?」

　ふいに背後から声を投げられて、ユートは足元に落としていた視線を上げた。

　目をやった先には、村人らしき数人の若い男性の姿があった。壊こわされた家などの後片付けをしていたのだろう──先さき程ほどから、強い警けい戒かいを含ふくんだ視線がそこかしこから向けられていることに、すでにユートは気づいていた。

　よけいな警戒心を起こさせないよう、ゆっくりとした動作でユートはふり向く。

　その顔の造ぞう作さくが目に留まった瞬間、若者たちの間を声にならないどよめきが走ったが、その理由には気づかないままユートは口を開いて言った。

「この村を襲おそったという盗賊のことを調べている者だ。できれば、その時の話などを聞かせてもらえるとありがたいのだが」

「……あんた、何者だ？」

　ひときわ大きな体格の若者が近づいてくるのを見て、ユートは腰こしの物入れから手のひら大の手帳のようなものを取り出した。

　若者へと向けた革かわの表紙には、剣けんを象かたどった意い匠しようの刻こく印いんが捺おされている。

　まじまじとそれを見つめた若者が首をかしげるのを見て、ユートは思わずため息を吐ついた。組合連合に所属する正規の傭よう兵へい組合が発行した身分証なのだが、このあたりの人間にはあまり馴な染じみがないようだ。

「傭兵だ──名はユート・エイン」

　大陸共通語でそこに書き記されている名前が、ユートの名乗った名と同じものであることを確かく認にんして若者は顔を上げた。

「……で、傭兵がどうして奴らのことを？」

「俺が追っている盗賊団が、この国に入ってきているらしいという話を耳にしてな──調べているところに、この村がそれらしき賊に襲われたという情報が入ってきたんだ」

　若者は目を丸くしてユートの顔を見下ろし、確認するように言った。

「俺……って、あんた男か？」

「あいにく男だ。こんな顔をしているがな」

　額に青筋を浮かび上がらせながら、あえて感情のない声こわ音ねでユートが答えると、若者は少し顔を赤くして悪い、と言った。

「それより、あの連中の話を聞きたいって？　あいつらを捕つかまえてくれるっていうなら、こっちとしては大だい歓かん迎げいだけど……」

　そこで言葉を止めて、若者はいささか心配そうな顔でユートを見やった。

「けど、大だい丈じよう夫ぶかよ？　なんだか返り討うちに遭あいそうで心配だぜ？」

　あんた俺の弟くらいの歳だしな……と首を振ふりながら告げる若者を前に、ユートはがくりと脱だつ力りよくしそうになる。

（こっちは一級の傭兵だぞ……って、言っても通じないか。身分証の意味がわかる人間なら、銀の刻印が捺されているだけでわかるんだろうが……）

「……俺なら心配はいらん。今は別行動中だが仲間もいるし、これでも一応腕は立つほうだ」

「別行動中──ってことは、そこの兄さんは違ちがうのかい？」

「そいつはただのおまけだ。荒あら事ごとに関しては猫ねこの手ほどの役にも立たん」

　きっぱりとユートが言い切ると、そんなぁ、とイルが眉まゆ尻じりを下げたが、事実なのでユートはあえて弁護しようとはしなかった。

　若者もイルのひょろりとした身体つきや、眼鏡の下の緊きん張ちよう感かんのない顔を見やってその説明に納なつ得とくした様子を見せる。

「まぁ……それなら、話くらいはいいけれどよ。ちょうど後片付けも一段落したところだし」

「本当か？」

　ぱっと顔を輝かがやかせるユートにうなずいてみせ、若者は身み振ぶりでついてくるよう示した。

「集会所はあんな有あり様さまだからな……うちの庭先でよければ貸してやるよ。座る場所くらいはあるはずだ──ああ、名乗るのが遅おそくなってすまないな。俺はヒューデだ」

「さっきも名乗ったが、俺はユート。そこの役立たずはイルだ」

　淡たん々たんとした口調で断言するユートにイルが情けなさそうな表情を見せ、ヒューデは苦く笑しようして歩き出す。

　ユートは迷わずにそのあとに続き、二人のやりとりを見守っていた若者たちも顔を見合わせながら、少し離れた場所をぞろぞろとついていったのだった。







　ヒューデの家の庭先で、ユートは先日この村を襲った盗賊団の話を聞いた。彼以外の家族の姿はなく、聞けば踏ふみ荒あらされた畑の片付けに行っているのだという。

　家の前に置かれた小さな腰こし掛かけに座って、ユートはヒューデの話を聞いた。

　──それは夕刻に近い時間、風のように唐とう突とつに現れたらしい。背中に大きな翼つばさを生やした、見たこともない生き物に乗った男たちの数は十数人。

「……正直、目的があるような暴れ方には見えなかった。ただ適当にあたりのものを壊して、目に付いた食料を分ぶん捕どっていったという感じだ」

　だが、暴れ方はともかく武器の扱あつかい方は堂に入ったものだった。

　そうでもなければ、自分たちの村を好き放題に荒らされるのを、血気盛んな村の若者たちが大人しく眺ながめていたりはしなかっただろう。

「──とにかく女子供を安全な場所へ逃にがすのが先だったってのもあるが、それがなかったとしても、俺じゃ連中には全然太た刀ち打うちできなかっただろうな。踏んでいる場数が全然違うってことは見ただけでわかった」

「……ヒューさん」

　悔くやしそうに歯は嚙がみするヒューデを、仲間の若者たちが気き遣づかうように見やる。

「ヒューさんのせいじゃねえっすよ」

「そうだよ……ヒューさんがまず女子供を逃がせって怒ど鳴なったから、誰だれも怪け我がしなくて済んだんじゃないか。下手に抵てい抗こうしていたら、どうなっていたことか……」

　口々に言う若者たちを、ユートはやや同情するようなまなざしで眺めてからふと思い出したような表情で言った。

「……しかし、賊ぞくに歯向かった人間がいたと聞いたぞ。たまたま村に来ていたグラッドという老人が、さらわれそうになった娘むすめを助けたとか」

「ああ……」

　ヒューデの目に、自じ嘲ちようと尊敬の入り混ざる複雑な色の光が浮うかぶ。

「逃げ遅おくれた娘が一人いたんだ。連中が壊した建物に火をかけるのを見て、恐きよう慌こう状態になった挙げ句に連中の前に飛び出しちまってな──その場にグラッド爺じいさんがいてくれなかったら、どうなっていたか」

「凄すごかったらしいんですよ、グラッド爺さん！」

　中でもひときわ若い──ユートとそう変わらない年ねん齢れいに見える少年が、興奮したように頰ほおを真っ赤にして言った。

「俺もあとから聞いた話なんだけど……グラッド爺さん、賊が女の子に手を伸のばしたところをむんずと捕つかまえて、あの変な生き物の上からそいつを片手で引きずり下ろしたって！」

　そのくらいやるだろうな、とユートは巨きよ大だいな切り株かぶを引きずっていった老人の姿を頭に思い浮かべる。

　引きずり下ろすどころか、そのまま片手でぽいと放ほうり投げるくらいはやりそうだ。

「でも残りの賊にぐるりと取り囲まれて──それでも一歩も退ひかずに立っていたら、爺さんの威い容ように恐おそれをなしたのか賊はさーっと逃げていっちゃったらしいです。よっぽど爺さんの顔が怖こわかったんだろうなぁ……その顔を見た途と端たん、化け物にでも遭あったみたいに青くなって逃げていったっていうから」

「まぁ、連中の気持ちはわからんでもないがな」

　年かさの一人が、横から笑いを含んだ声で一言差しはさむ。

「あの爺さんと山の中で遭そう遇ぐうしたら、俺でも熊くまだと思って即そつ刻こく逃げ出す自信があるぜ」

「そういうのを自信っていうのか？」

「いや、あの爺さんは熊より怖いだろう？　なにしろ斧おのなんて凶きよう器きまで持ち歩いてるんだから……夜道であったら夢でうなされそうだ！」

　違いない、と誰かが合いの手を入れ、若者たちの間からどっと笑いの声が上がる。

　ユートはそんな様子を黙だまって見つめたのちに、腰の小物入れに手を入れて中から瑪め瑙のう玉だまの帯おび飾かざりを取り出した。

　それがよく見えるように、若者たちの前にかざしながら、

「ところで襲ってきた男たちなんだが、赤い腰こし帯おびを巻いていなかったか？　あるいは、これと同じ帯飾りを下げていたとか」

「赤い帯ならみんな巻いてたぞ」

　若者の一人がそう言うと、周囲の者たちもいっせいにうなずいた。

「帯飾りはどうかわからないが──なにしろ夕暮れが近かったし、連中、もの凄すごい勢いで村に突つっ込んで来やがったからな。そんなところまで見てる余よ裕ゆうはなかった……こっちはこっちで逃げるのに精せい一いつ杯ぱいだったし」

「あの生き物、とんでもねえ速度で走り回っていたからな。ぶつかられでもしたら即そく座ざにあの世行きだったろうよ」

「そんな速度で走る生き物がいるのか……」

　その声に含ふくまれた信じられないとでも言いたげな響ひびきに気づき、ヒューデは苦い笑いを顔に浮かべてみせた。

「実際に見てなきゃ、俺も信じられなかったぜ──目で追っても追い切れないくらいの速さで走る生き物なんてな。しかも背中の羽根を使って、短い時間だが飛びやがる」

「………」

「あれは……そうだな、おとぎ話に出てくる『竜りゆう』って奴やつみたいだったよ。爪つめも足も頑がん丈じようで、木の小屋を紙みたいに簡単にぶっ壊こわすところも見た。集会所の扉とびらを破ったのもそいつだ。樫かしの頑丈な一枚板だったんだが」

　ヒューデは足元に落ちていた細い棒を取り上げて、がりがりと地面に単純な線でなにか絵を描かき始める。

　それは長い尾おと頑丈そうな四し肢しを持つ生き物だった。

　背には身体からだの長さと同じくらいの翼があり、長い首の先には鋭するどい牙きばを持つ頭部がついている──ものと思われる。

「……ヒューデ」

　じっと地面を見下ろしたまま、ユートは真ま面じ目めな口調で言った。

「絵──下手だな」

「うるせえ！」

　やや顔を赤くして、ヒューデは喚わめき返す。

　もうちょっと上手うまい奴に、あとで紙に描かせると言いながらヒューデは乱暴に自分の描いた絵を踏み消し、ユートに真しん剣けんな目を向けた。

「それより、本当に頼たのむぜ。あの連中をとっ捕つかまえてくれよ──そりゃたいしたものは盗とられなかったが、俺たちの村を散々荒らしていきやがったんだ！」

「ああ」

　短く、だがきっぱりとユートは答え、唇くちびるにごくわずかな笑えみを浮かべた。

「まかせておけ。お前たちのおかげで連中が俺の追っている盗とう賊ぞく団だと確信が持てた。絶対に捕まえてやるから安心して待っていろ」

「そうか、頼んだぜ」

　にっと笑って応じてから、ヒューデは目をそらして頰ほおを軽く搔かいた。

「……けど、やっぱり心配だなぁ。その顔を見てると、ちょっと……」

「顔は関係ないだろう、顔は！」

　そのあとユートはヒューデが仲間の一人に描かせたという絵を受け取り、彼らに礼を言ってカイエの村をあとにした。

　道すがら、受け取った絵を眺めるユートにイルが声をかける。

「簡単にあんなこと約束してしまっていいんですか、王子？」

「……あんなこと？」

　絵から視線を上げず、ユートは言葉だけを投げ返す。

　ざらざらした質の悪い紙に木炭で描かれた絵は、簡単ではあったがその生き物の特とく徴ちようをよく表したものだった。

　全体的な輪りん郭かくは四足獣に似ているが、太く長い尾と流りゆう線せん型けいの胴どう体たいは蜥蜴とかげを思わせる。

　その背に生えた翼や頭部の角は、確かにユートの持つ指輪に刻きざまれた翼よく竜りゆうの姿を連想させるものであった。

「あの村を襲おそった賊を捕まえるって……『絶対』なんて簡単に言いますけど、あの村を襲ったのが〈疾風の紅〉っていうのは、ほぼ間ま違ちがいないじゃないですか！」

「当たり前だ。間違いだったら怒おこるぞ」

「そんなに簡単に捕まえられるものなんですか？　簡単に捕まえられないから、あんな高額の賞金がかけられることになったんでしょう？　王子一人で捕まえるには、少々荷が重いんじゃないかという気がしますが……」

「荷が重かろうとなんだろうと、絶対に捕まえてやるさ」

　ようやく目を上げるとユートはイルの顔を見み据すえ、昂こう然ぜんと言い放った。

「これは絶好の機会だ。ローデの国内にどれだけの傭よう兵へいがいると思う？　〈疾風の紅〉がこの国にいることに気づいているのは、ことによったら俺たちだけかもしれないんだ。賞金を一人占じめにするいい機会だぞ！」

「いえ、ですから……一人占め以前に、捕まえられるかどうかが問題なわけでして」

「為なせば成なる！　挑ちよう戦せんもしないであきらめるのは、俺の主義じゃない！」

　そんな言葉の応おう酬しゆうを続けながら、いつしか二人は周囲を背の高い木々に囲まれた森の中へと入っていった。

　見通しのきかない森の中を、踏ふみ固められただけの細い道が曲がりくねって続く。

　木々の葉を透すかして降り注ぐ光はやわらかな若葉色を帯おびており、ひんやりと澄すんだ空気が日差しをいっそう冴さえ渡わたらせる。

　草木の匂においのする空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込み──ようやくユートは異変に気づいた。

　木こ立だちの間から絶たえ間なく聞こえてくるはずの鳥の鳴き声が、さっきからぴたりと止やんだままだったのである。

「──イル」

　前を向いたまま声を投げると、イルは普ふ段だんと変わらぬのんびりとした口調で答えた。

「いますね、周辺に十人ほど──全員武装しているみたいですよ」

　遅おそい、と歯の間から呻うめくような声を押し出すユートに、イルはあはは、と緊きん張ちよう感かんのない声で笑って言葉を投げ返す。

「すみません、王子があんまり気持ちよさそうにしてるので言いそびれちゃいました」

（こいつ、あとで絶対にぶん殴なぐる！）

　内心で決意してユートは馬を止め、腰こしの剣けんを抜ぬきはなった。

　来る時も同じ道を通ったので、この先しばらくの間、周囲の木立が途と切ぎれることなく続いているのはわかっている。

　有利な場所を求めて下手に移動するより、この場所で迎むかえ撃うつほうが得策だった。

「イル──場所は？」

「前方に三人、右手と左手に二人ずつ。あと左後ろの方向から四人来てます」

　ためらいもせず返される答えに、ユートは軽く眉まゆを寄せる。

　人数の多さよりも、むしろ問題は挟はさみ撃ちにされることのほうだった。ユートは瞬しゆん時じに決断すると、後ろのイルに向かって声だけを放ほうりやった。

「前方から切り崩くずす！　ついてこい、イル！」

　返事を待たず、ユートは強く馬の腹を蹴けって走り出す。

　イルが何事か叫さけびながらついてくるのを気配だけで感じながら、ユートは駈かけ足あしで山道を走り抜け──まもなく前方に立つ人ひと影かげが見えてきた。

　それが馬にも乗っていない、ただの人間であることにやや拍ひよう子し抜ぬけしながらユートは気き迫はくを込めた声で叫ぶ。

「──どけろ！」

　剣を手にして立つ三人の男は、その声に気け圧おされたように一歩後じさった。

　しかし声の主が少女とも見まごう少年であることに気づいてか、すぐに剣を構かまえ直して行く手に立ちふさがる。

（……くそ、飛び越こすしかないか？）

　そうでなくても狭せまい山道のことで、彼らの間には通り抜けられそうな隙すき間まはなかった。

　となると飛び越すか、あるいは彼らを跳はね飛ばしていく以外に方法はないだろう。さすがに後者は気が引けたため、ユートは男たちを飛び越そうと馬の速度を上げる。

　──その時だった。

「王子！」

　背後でイルが叫ぶのと同時に、森の中から飛び出してきた影かげがユートに襲いかかる。

　頭上から振ふり下ろされた爪をユートは首をひねって避よけ、ぐらりと大きく傾かたむいた上体をぎりぎりで支えながら、手た綱づなを引き絞しぼって馬を強ごう引いんに停止させる。

「──っ！」

　身体の向きを半回転させながらも、かろうじて暴あばれることなく足を止めた馬の上でユートはたった今、自分を襲った巨きよ大だいな生き物の姿を目まの当たりにした。

　それは馬の倍近い体長の、全身を鱗うろこに覆おおわれた巨大な生き物だった。

　身体の滑なめらかな曲線は猫ねこ科の大おお型がた獣じゆうを思わせるが、長い首と尾がそれを否定する。狼おおかみに似た頭部からは金きん属ぞく光こう沢たくを持つ黒い二本の角が伸のび、獰どう猛もうな唸うなり声を上げるその口からはずらりと尖とがった牙がのぞく。

　なにより目に付くのが、その背に広がった一いつ対ついの大きな翼つばさ──
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（こいつか……！）

　ユートが内心でそう呻うめいた時、竜りゆうの背中にまたがっていた一人の男が声をあげた。

「おかしな真ま似ねはしないほうがいいぜ」

　嘲ちよう弄ろうの響ひびきを含ふくんだ声だった。日に焼けた顔はまだ若く、二十歳はたちをいくつも越えていないと見て取れる。

「仲間が森の中から矢で狙ねらっている。今回は警告に来たんだ──よけいなことに首を突つっ込んでると、痛い目を見るってな」

「……警告、だと？」

　得意げな口調で告げる男に、ユートは低く声を返す。

　男は薄うすい笑みを口元に刻きざんだまま、赤茶の頭を軽く振ってみせる。その腰に鮮あざやかな真しん紅くの帯が巻かれているのを、ユートはしっかりと見て取っていた。

「あっちこっちで俺たちのことを嗅かぎ回っているみたいじゃないか、フォーレの王子様よ？　けど、よけいなことはしないほうが身のためだぜ。結けつ婚こん式しきが終わるまで、大人しく王宮に引っ込んでるんだな」

　言いながら、男は淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみにどこか毒のある笑みを浮うかべた。

「まぁ、式が無事に終わるって保証はないが」

「なんだと……!?」

　怒ど気きをあらわにしたユートの顔の真横を、鋭するどい風切り音とともに矢が貫つらぬいていく。

　ユートは歯は嚙がみしながら男を睨にらみ返し、男はにやりと口元の笑みを深めてその視線をむしろ心ここ地ちよさげに受け止めた。

「次は、その女みたいな顔の真ん中に穴が開くぜ？」

「………」

　ほとんど射い殺ころしそうな視線を男に向けて、ユートは拳こぶしを音がしそうなほど強く握にぎりしめる。

　誰だれが女だ、という呻うめきにも似た声は嚙みしめられた歯の間で消えた。

「警告はしたからな──次は脅おどしじゃ済まないと思えよ」

　その一言を最後に、男は竜の首にかけた手た綱づなを操あやつって森の中へと走り込んでいく。

　木こ立だちの間に生おい茂しげる草木の葉があっという間にその姿を隠かくし、遠ざかっていく物音もやがて完全に聞こえなくなる。

「王子……」

　馬を近づけてきたイルが、うかがうようにユートの顔を見る。

　前に立ちふさがっていた男たちもいつの間にか逃にげ去っており、山道には二人以外の人間の姿はない。

「……ふざけるな」

　イルの声に応こたえようともせず、ユートは低く呻くような声を発した。

「あんな脅しなんかで、俺を大人しくさせることができると思っているのか？　だったらその甘い了りよう見けんごと、まとめて叩たたき潰つぶしてやる！」

　言い放った声には一いつ片ぺんの怯おびえも含まれてはおらず、ただ燃えたぎるような激しい怒いかりの感情ばかりがのぞいていた。

　そんなユートを見やり、イルはもはや手て遅おくれという表情で首を横に振ったのだった。
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「──なんだって？」

　その日の夜、襲しゆう撃げきがあったことをタジェスに伝えると、彼はくっきりと弧こを描えがく眉を寄せてユートを見返した。

　それぞれ別の場所で夕食を済ませ、部屋に戻もどったあとのことである。

　部屋の奥に置かれた椅い子すに、やや行ぎよう儀ぎ悪く足を組んで座ったユートをタジェスはまじまじと見つめてから、大きく安あん堵どの息を吐はき出した。

「そんな危ないことになっていたなんて……君にもしものことがあったら、私の世界は暗くら闇やみに閉とざされてしまうよ！　本当に、君に怪け我ががなくてよかった……」

「気色の悪い言い方をするな！」

　じろりとタジェスを睨にらみつけ、ユートは不ふ機き嫌げんそうな口調で応じる。

「それに、単なる脅しだ──奴やつら自身、はっきりとそう口にしていたからな。これは警告だ、次はないぞと。確かに、最初に避けた一いち撃げきもせいぜい額をかすめる程度のものだった。仮に当たっていても、命に別状なかっただろう」

「命に別状はなくったって……」

　タジェスは眉び宇うを曇くもらせたまま、ユートの前まえ髪がみをそっと指先でかき分ける。

「この顔に傷が付くなんてとんでもない話だよ？　人類の宝の損失だ……それにそんなことになったら、私は君のお姉さんたちになんと言って謝ったらいいか。もちろん、君のご両親にもだけど──責任取って、君をお嫁よめに下さいというべきだろうか？」

「……冗じよう談だんもたいがいにしとけ」

　この上なく険悪な表情で言うと、ユートはタジェスの手をぺちんと強く払はらいのける。

　部屋の隅すみで湯気を上げる茶のカップを手に座り込んでいたイルが、そのやりとりを耳にして不服そうな顔をタジェスへと向けた。

「王子に怪我なんてさせたら、私がまず先に姫ひめ様たちに怒おこられちゃいますよ。よってたかってボコボコにされますよ……実際に手を出してくるのはティエル姫様くらいでしょうけど、他ほかの姫様だって口じゃ負けていないんですから」

　悪い、とタジェスは笑って告げると、あらためてユートに向き直った。

「それより、どうする？　どうせ君のことだから、『脅された程度で大人しく引っ込んでなどいられるか！』とか、そんなことを考えてるだろうけど……」

　穏おだやかな口調であるにもかかわらず、その声にはどこか厳しい響きがあった。

「今回は脅しで済んでも、この件に関かかわり続けていたらいずれ向こうも本気で君を狙ねらってくるだろう──今回のような襲撃がまたあった時に、絶対に打ち勝てるという自信があるかい？　絶対に怪我をせずに、連中を一人残らずつかまえるという自信が」

「それは……」

　タジェスの目の強い光に圧されるように、ユートは口ごもる。

「それだけの自信がないんだったら、この件にはもう関わらないほうがいいと思うがね。君はファナ姫の婚こん礼れいに参席するためにローデへと来たはずだ。目的をはき違ちがえないほうがいい──君が怪我をしたりすれば、ファナ姫はとても哀かなしむだろう。せっかくの婚礼を前にお姉さんにそんな思いをさせていいのかい？」

「……わかっている」

　タジェスから目をそらして、ユートは呻くような声を発した。

「姉上に迷めい惑わくをかけるわけにはいかない……そんなことはいやってほどわかっている。だけどあの連中に姉上の婚礼をだいなしにさせたくない！　あの男は俺に『式が無事に終わる保証はない』と言ったんだぞ！　連中は絶対に、式を前にこの国でなにかしでかすつもりだ！」

　怒りに赤く染まった顔を上げて、ユートは強い口調ではっきりと言い切る。

「絶対に打ち負かす自信はあるかと聞いたな──だったら言ってやる。どんな手を使ってでも連中をこてんぱんに叩たたきのめして、この手で捕つかまえてやると！　これ以上この国であいつらが暴れ回るのを許してはおけん！」

　そんなユートの姿をやや驚おどろいたように見つめてから、タジェスはふっと小さく笑った。

「……そうまで言われちゃ、止めるわけにもいかないか。下手に止め立てなんかしたら、まず私から叩きのめされてしまいそうだ」

「──実行してやってもいいんだぞ」

　低く唸うなるユートに、タジェスは笑いながら両手を上げて降参の意を示す。

「殴なぐり合いで君にかなうわけがないからね。それより、これからも連中を探すつもりだったらなおいっそう警けい戒かいしてかからないと……君が連中を追いかけるのをやめていないってことは、向こうもすぐに知るはずだ」

「……それなんだがな」

　わずかに眉まゆを寄せ、重い口ぶりでユートはその言葉を口にした。

「俺が連中のことを探さぐっていると気づいて、襲撃をかけてきたにしては……いささか、反応が早すぎる気がしないか？」

「というと……？」

「あの遺い跡せきで会った奴が、俺のことを仲間に伝えていたとしても──あれからたった二日しかたっていないんだぞ？　どうやって俺があの連中のことを調べていると知ったんだ？」

「確かに……少し動きが早すぎるね」

　考え込むような面おも持もちのタジェスに、ユートはうなずいてみせる。

「それに、連中は俺がフォーレの王子であることも知っていた。俺はあいつらのことを調べて歩いている間、王子だなどと名乗ったことは一度としてない。ネイトたちだって、俺のことは他国の貴族ぐらいにしか思っていないはずだし……」

　休きゆう憩けい場所を手配したライルはユートのことをただ「身分ある人物」としか紹しよう介かいしておらず、ユートも村人たちに必要以上に距きよ離りを置かれるのは遠えん慮りよしたかったので、あえて本当の身分を明かさなかったのである。

「……この国で俺の本当の身分を知っているのは、俺たち自身をのぞけばローデの王宮関係者以外にいない。まぁ王宮関係者と一口に言っても、大臣から下働きまで含ふくめれば膨ぼう大だいな人数になるだろうから、そう簡単には絞しぼり込めないだろうが……」

　難しい顔をして言葉を切るユートを、少しばかり感情の見えない瞳ひとみで見つめたのち、慎しん重ちような口調になってタジェスはおもむろに切り出した。

「……あのね、ユート」

　あたりをはばかるようなタジェスの声に、ユートはわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「どうした？」

「今日、城下で例の賊ぞくについての噂うわさを聞いてまわっていたことは知っているだろう？　そこでちょっと気になる話を耳にしてね……」

　表情を消してユートは視線で話の続きをうながし、タジェスは茶のカップに口を付けて唇くちびるを湿しめらせてから言葉を続けた。

「街の人々の噂は、あの村で聞いたのと大差ない程度のものだったので──最近国内に盗とう賊ぞくが出しゆつ没ぼつして、旅人や金持ちの家を襲おそっているという──もう少し詳くわしい話が聞けないかと思って兵士が出入りしている店を探したんだ」

　賊の討とう伐ばつに向けて軍が動いているという話だったので、兵士なら一いつ般ぱん人よりも詳しい情報を持っているのではないかと考えたのである。

「人づてに聞いて、何軒けんかそういった店を訪ねてまわってね。そこで非番の兵士から話を聞くことができた。その中に、実際に賊の探たん索さくに加わった人がいたんだが──賊の動きにおかしな点があることに気づいたというんだ」

「……おかしな点？」

「ああ。軍の行動が前もってわかっているみたいだと……どこかの街で現れたと聞いて現場に向かったら、軍が通ってきたのとは別の道に向かって逃にげたり、連中を追つい跡せきしている時に別働隊を先回りさせたら、それを知っているように途と中ちゆうで逃げる方向を変えたり……」

　タジェスの顔をユートは無言で見返し、二人の間に漂ただよう空気にまるで気を払うことなく茶をすすっていたイルが、無造作に言葉を放り込んだ。

「まるで、軍の情報が〈疾風の紅〉に流れているみたいですね」

「みたいというより、間ま違ちがいなく流れているんだろうね──下っ端ぱの一人が捕つかまったんだが、護送している最中にちょっとした不ふ手て際ぎわで逃げられて、しばらくあとで何事もなかったように襲撃に加わっているのを見た、なんて話もあったよ」

「それは……決定的だな」

「ああ。王宮の人間──それも軍の行動をかなり詳しく知ることができる立場の人間が、この件には深く関わっているはずだ」

「そいつが俺たちの情報も向こうに流した、と考えば辻つじ褄つまは合うな」

　伏ふせた目に鋭するどい光を宿し、ユートは言葉を一つ一つ確かめるように口にする。

「となると、王宮にいるからといって安心してばかりもいられんな。王宮の警備は厳重だが、内部の人間の手引きがあれば侵しん入にゆうすることは難しくない。おそらく、式を前に一仕事働く時にも同じ手段を使うつもりだろうが──」

　難しい顔でユートは黙だまり込んだが、考えているのは己おのれの身の安全のことではなかった。

　この王宮には姉のファナも、フォーレからついてきた姉の侍じ女じよたちもいるのだ。彼女たちの身に危険が及およぶようなことは、なにがあっても避さけなくてはならない。

　もちろん、ローデの国王一家やなにも知らない王宮の人々も同様である。

　ことは一刻を争うか──と口の中で呟つぶやいてから、ユートは顔を上げて立ち上がった。

「ユート？」

「せめてセイヴェルト王子にだけは、このことをお伝えしておこうと思う。少なくとも、賊が王宮に入り込む可能性があるということだけは──俺たちが〈疾風の紅〉を追っているということまでは、さすがに明かせないが」

「……大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　タジェスが低く告げた言葉の意味は、ユートにも即そく座ざに通じた。

　軽く眉を上げただけで、いささかの怒ど気きも声に混ぜることなくユートは言い返した。

「少しでも信用できないような相手に、俺が姉上の将来を任せていいという気になると本気で思っているのか？」

「……愚ぐ問もんだったね」

　苦く笑しようするタジェスに背を向けて、ユートはさっさと部屋を出て行こうとする。

　その背に向かって、さすがに慌あわてた顔つきでタジェスが声をかけた。

「──って、一人で行く気かい？　王宮の中だからって安心できないって話をしたばかりじゃないか！」

「ここで襲しゆう撃げきしてきてくれるなら、願ったりかなったりだ」

　肩かた越ごしにタジェスを見やり、ユートはその顔に不敵な笑えみを浮うかべた。

「今度は油断はしない──賊の一人や二人、闇やみにまぎれて乗り込んできたとしても返り討うちにしてやるさ」

「昼間は手も足も出なかったくせに……」

「うるさいな！　あれは弓で狙ねらわれているとわかったから……俺はともかく、馬を狙われたら防ぎようがないだろうが！」

　顔を赤く染めて言い返し、ユートは足早に入口の扉とびらへと向かう。

　なおも心配そうな顔のタジェスに向かって、腰こしの剣けんを軽く叩いて見せてから、

「武装もしているし心配はない。セイヴェルト王子に話をしたらすぐ戻もどってくるから、ここで待っていろ──なんなら先に寝ねていてもかまわんぞ」







「ユート」

　廊ろう下かを歩き出したユートを、ほどなくして背後から呼び止めた声があった。

　ユートはぎくりとして足を止める。王宮の廊下には一定の間かん隔かくで明かりが点ともされていたが、その光量は廊下の隅すみ々ずみまでを照らし出すにはとうてい足りず、いたるところにぼんやりとした闇がわだかまっている。

　しかし、ユートのこわばった顔つきの理由はそればかりではなかった。

「……姉上」

　ふり返ったユートの視線の先に立っているのは、ファナ王女だったのである。

　王女は長い金きん髪ぱつを結ゆいもせずに背中に流し、すんなりとした細い肢し体たいを薄うすい水色の部屋着に包んでいる。その姿からは、寝る直前だったということがうかがえた。

　ユートに向けた顔にも化け粧しようしている気配はなく、それでも十分すぎるほどに整った顔立ちをしているのがわかる。

「どうしたんですか、こんな時間に？」

　つかつかと歩み寄って声を投げるユートに、ファナは少し遠慮がちに笑って言った。

「ちょっとユートとお話がしたくて……ローデに来てから、ほとんどまともに顔を合わせてもいないでしょう？」

「……それは、そうですけど」

　婚こん礼れい衣装の仕上げや式の進行についての打ち合わせなど、細々とした用事に忙ぼう殺さつされている姉を気き遣づかって、ユートはあえて彼女のもとを訪おとずれるのを控ひかえていたのである。

　一度、仮かり縫ぬいの最中に部屋の扉を開きかけて、裁さい縫ほう師しを兼かねた侍女のカーナに「ここは男子禁制よ！」と額に巻き尺をぶつけられたせいもあったが……

「夕飯の席も遠く離はなれているから、気楽にお話しするというわけにもいかないし……」

「……そうですね」

　言葉少なに答えるユートを、ファナはもの問いたげな瞳で見つめやる。

　わずかばかり流れた沈ちん黙もくは決して不快なものではなかったが、どう言葉を続けていいものかわからずに目を伏せるユートに向かって、ファナはふっと口元をほころばせた。

「ねぇ、ユート」

「はい？」

「あなた、今この国でなにをやってるの？」

　虚きよをつかれたように、ユートは顔を上げて姉の顔を見返す。

「時じ間かん潰つぶしに遊びに出ているくらいならいいけど、なにか危ないことに手出ししていないかと思うと心配で……こんな時でも、ただ純じゆん粋すいに遊ぶためだけに出かけることはしない子だから。それに、遊びに行っているにしてはあなたの様子があまりにも真しん剣けんだったし」

「それは……」

　言いよどむユートに、ファナはゆっくりとした口調で告げる。

　口元には笑みが刻きざまれたままだったが、その翡ひ翠すい色いろの瞳の奥には真剣にユートの身を案じる色が浮かんでいた。

「ユートが危ないことに手出しする時は、いつも他ほかの誰だれかのためだってわかってるわ。だけど無理はしないで──止めてもきっとあなたは聞き入れてくれないでしょうから」

「……姉上」

　困った顔をするユートに、ファナは思い出したように笑顔で言った。

「そうだわ、ユートにはお礼を言わなくちゃ。婚礼の仕し度たく、大変だったでしょう？　短い間にあれだけのものをそろえるなんて……お金もかかったでしょうし」

「姉上がそんな心配をなさる必要はありません！」

　思わず強い調子で言葉を返してから、ユートは慌てたように言い直す。

「……お金のことなら心配しないで下さい。予算は前々から用意してあったし、組連のツテを使ってできる限り安くすませましたから──あ、もちろん安物をそろえたという意味じゃありませんよ！　私が責任を持って選んだものばかりですから！」

「もちろん、そんなことはわかっているわ」

　懸けん命めいに言葉を重ねるユートを、くすくすと笑いながらファナは見つめた。

「どれも上等の品ばかりだったもの……一生懸命選んでくれたのよね？　一生大切にするわ。本当にありがとう、ユート」

「……そう言ってもらえるならなによりです」

　いくぶん照れたようにそっけなくユートは応こたえたが、その頰ほおは嬉うれしさを隠かくしきれないようにほんのりと赤く染まっていた。

　少しの間、ためらうように口ごもってからユートは姉を見返して言葉を発した。

「──あの、姉上」

「なあに？」

「その……言い遅おくれましたが、ご結けつ婚こんおめでとうございます。まだ式の前ですけど──時間のある時に言っておかないと、式のあとだとバタバタしているうちに言いそびれてしまいそうで……イルやタジェスが一いつ緒しよだと、横からよけいな口を出されそうだし」

　顔を耳まで真っ赤にして、言い訳じみた言葉をあれこれ口にするユートを、ファナはおかしそうに顔をほころばせて見やる。

　その笑顔は楽しげであるのと同時に、心の底から幸せそうな表情でもあった。

「……ありがとう、ユート」

　そんな姉の顔をユートはどこか誇ほこらしげな表情で見返し、ゆっくりと頭を下げると心からの思いを込めて言った。

「どうか、お幸せに──姉上」







　翌朝、ユートは再び王宮を抜ぬけ出して賊ぞくの調査へと向かった。

　タジェスは今日も別行動で、もう少し城下で情報を集めてみるという彼に、ユートは厳しい顔つきで注意したのだった。

「気をつけろよ──俺たちの行動が向こうに筒つつ抜ぬけになっているのだとしたら、お前が標的にされる恐おそれも十分にあるんだ。少しでも様子がおかしいと思ったら、すぐ人目の多いところに逃にげるんだぞ」

「わかってるよ、大丈夫」

　下町を歩いていても目に付きにくいような、質素ななりに身を固めたタジェスが笑いながら手を振ふってみせた。

　不思議なもので、そうしているとユート以上に世慣れた雰ふん囲い気きが感じられる。

「こう見えて引き時はわきまえているつもりだよ。君のほうこそ気をつけて──昨日のこともあるし、首都から出る君のほうが向こうとしては狙いやすいはずだ」

「ああ」

　短く答えて、ユートはイルのほうへと目をやる。

　こちらも傭よう兵へいとしての仕事に向かう時の、動きやすい衣服に身を包んでいた。慣れた格好のほうがいざという時、素す早ばやく動けるだろうと踏ふんでのことである。

　もちろん、そこには上等なよそ行きの服を汚よごしたり破ったりしたくないという計算もあったのだが……

「今度は十分注意して行動する。こいつにも妙みような連中が近づいてきたら、矢の届く範はん囲いに来る前に知らせるよう言い聞かせてあるしな。他にも備えはしてあるし、今度は絶対あんな醜しゆう態たいをさらしたりはしない」

　きっぱりとした口調で断じるユートに、タジェスは微び妙みような表情を瞳ひとみに宿して「とりあえず、その言葉を信じるとしようか」と答えたのだった。

　そして彼らは二手に分かれ、それぞれの調査場所へと向かったのである。

「……それにしても、王子」

　ユートのやや後ろを馬で進みながら、イルが思い出したように言った。

　二人が向かっているのは、グラッド老人のもとだった。一昨日おとといの老人の様子とカイエの村の若者たちの話から、老人が賊についてなにか知っているのではないかと考えたのだ。

　確証はなく、半ば勘かんのようなものだったが、ユートは己おのれの勘を信じることにした。どのみち手がかりと呼べるようなものは他にいくらもなく、思いついたことを端はしから実行していく他に術すべはない。

「なんだ？」

「セイヴェルト王子に、賊が王宮に侵しん入にゆうする可能性があることはお伝えできたんですよね？　だったら、無理をして賊を探し回る必要はないんじゃ……？　警備も強化されるでしょうし、王宮にいたほうがいいんじゃありませんか？」

「あのな……」

　ユートはいらついたような目つきで、イルを見返した。

「人の話を聞いていなかったのか？　俺はこの国でこれ以上、あいつらが暴れ回るのを許しておけるかと言ったはずだぞ。それに、セイヴェルト王子に一応お話しすることはできたが──あまり詳くわしいことを説明している時間はなかったからな」

　どの程度信用していただけたかまではわからん、とユートは表情を曇くもらせて付け足す。

　昨晩セイヴェルト王子に会いに行った時は、すでに就しゆう寝しん中ちゆうとのことで面会することはかなわなかった。途と中ちゆうで行き合ったファナと話をした上、彼女を部屋まで送り届けてから向かったのだからある意味当然のことだ。

　それで今朝会った時に、賊のことについて手短に伝えたのだった。しかし、周囲に人の目もあったため細かいことまでは説明しきれず、結果的にやや信しん憑ぴよう性せいに欠ける話となってしまった感は否いなめなかった。

「それでも、王宮内の──特に姉上の身辺の警護については、見直しして下さると言っていたから……それだけでも、お話しした甲か斐いはあったろう」

「そうですか……？」

　疑わしげな目を向けるイルに、ユートは「あったんだ！」と嚙かみつくように言い返す。

　イルを説得するというよりむしろ自分自身を納なつ得とくさせようとしているのが、ありありと感じられる表情であり言葉でもあった。

　やがて、二人は例の遺い跡せきの近くにある村に到とう着ちやくした。先日村人から聞いたところによると、リオルという名の村らしい。

　もはや顔なじみとなりつつある二人を、村人たちは笑え顔がおで迎むかえ入れる。

　グラッド老人の住まいについて尋たずねると、それについても親切な答えが返ってきた。ただし「あの偏へん屈くつ爺じいさんになんの用だい？」と首をかしげられながらではあったが。

「ちょっと、聞きたいことがあってな」

　そう村人に答えて、ユートは教えられた村外れの崖がけの上へと向かう。

　来た道とは反対側にあるその崖は、周囲をぐるりと背の高い木々に囲まれているため村の中から見て取ることはできない。

　木々の間を抜ける道は狭せまく、急きゆう勾こう配ばいの上り坂でもあったため二人は馬を下り、手た綱づなを引いて坂道を登っていった。

　そうして見えてきたのは、今にも朽くち果てそうな粗そ末まつな家だった。

　家というよりも、小屋といったほうが正確だろう──あちこち寸法の違ちがう柱や壁かべは、適当にそのあたりの木を切り出してきて作ったものだと一目でわかるし、大きく傾かたむいた屋根の上ではどこからか運ばれてきた草の種が、いくつも緑の芽を吹ふいている。

「ここですか……？」

　ぽかんと小屋を見上げたのちに、確かく認にんするような言葉をイルはユートへ投げた。

「人が住んでいるようには、とても見えませんが」

「……奇き遇ぐうだな。俺もそう思う」

　言いながら、ユートは小屋の入口へと近づいていく。

　引き戸の取っ手に手をかけようとした──まさにその瞬しゆん間かん、ゴトゴトと重い音を立てて戸が開いた。

「……っ！」

　思わず動きを止めたユートの目に、入口の向こうに立つ人物の姿が映る。

　意外なことに、それはグラッド老人ではなかった。もっと若い──二十歳はたちに手が届くかどうかといった年とし頃ごろの、ひょろりとした体格の若者だ。

　褐かつ色しよくの髪かみを短く切り、愛あい嬌きようのある顔立ちの中で金きん茶ちや色いろの生き生きとした瞳が輝かがやく。

　その目を大きく見開いて、若者はユートの顔を声もなく見返していた。しかしまもなく我われに返ったようにぱちぱちとまばたきをすると、彼は満面に笑みを浮うかべて言った。

「グラッド爺じいさんにお客なんて珍めずらしい。なにかご用ですか？」

「え……？　あ、いや……」

「この時間だと、爺さんなら上の炭焼き小屋ですよ。しばらく戻もどってこないから、急ぐのならこっちから行ったほうが早い。よかったら、僕が案内しますけど」

「それは助かる……が」

　ユートの困こん惑わくした様子にようやく気づいたように、若者はああ、とその笑みを苦く笑しようを含ふくんだものへと変えた。

「僕が何者かわからないと混乱しちゃいますよね。大だい丈じよう夫ぶ、泥どろ棒ぼうでも爺さんが突とつ然ぜん若くなったわけでもないですから──あの爺さんが若くなっても、こんなにおしゃべりじゃないでしょうしね。いつも言われるんですよ、お前はいらないことまでぺらぺらしゃべりすぎるって」

「………」

「あ、すみません。言ってるそばから……僕は行商人のミルドです。爺さんに頼たのまれて、時々塩や酒を届けに来てるんですよ」

　そう言われて、ユートは若者が大きな籘とうの籠かごを背負っていることに気づく。機能重視の丈たけの短い上着や頭に巻いた日よけの布も、村々を訪ねて歩く行商人特有の格かつ好こうだ。

「一日中上の炭焼き小屋にいたり、でなかったら材料の木を切りに山に行っていたりするものだから、勝手にあがらせてもらって荷物だけ置いて帰ってるんです。お代は次に来た時にいただくという形で──お代も勝手に持っていってくれって言われてて、実際に家の中に無造作に置いてあったりして不用心きわまりないんですけどね……って、これは内ない緒しよのお話ですけど」

「……あの」

　口をはさめずにいるユートの様子を見て、ミルドはしまったと言いたげな表情になって頭をかりかりと搔かいた。

「ああ、今案内しますから──こっちですよ」

　歩き出したミルドのあとに続いて、ユートは木々の間に見える細い道へと向かう。

　その道の細さから、馬を引いていくのは無理だと判断して手近な木に愛馬を繫つなぎ、ユートは獣けもの道みちも同然の道へと踏み込んでいく。

　下草に足を取られて遅おくれがちなイルを叱しつ咤たしながら、山道を登っていくとまもなく目の前が開けて広々とした空き地が姿を現した。空き地の奥には下のものよりまだ粗末な小屋と、石を積み上げて作った窯かまが見える。

　老人の姿はそれよりも手前──大量に積み上げられた木もく片へんの山のそばにあった。

「やあ、グラッド爺さん！」

　手を上げて大声で呼びかけながら、ミルドは隣となりのユートを示してみせる。

「爺さんにお客だって！　珍しいこともあるもんだと思って、ついてきちゃったよ！　それもこんな若くて美人の女の子！」

　最後の一言にむっとするものを感じながらも、ユートは口に出してはなにも言わずグラッド老人へと歩み寄っていく。

　すぐ近くで足を止めたユートを、グラッドは薄うすい緑色の瞳ひとみでじろりと見返す。

　お世辞にも友好的とは言いがたい表情の老人に向かい、ユートは折り目正しく頭を下げるとはっきりとした口調で言った。

「あらためて名乗らせてもらおう。俺はユート・エイン──傭よう兵へいだ。この国で暴れ回っている連中のことについて知りたくて来た」

「……あんたが、傭兵だと？」

　じろじろと値ね踏ぶみするような目つきで全身を眺ながめる老人に、ユートは腰こしの小物入れから取り出した傭兵組合の身分証を見せる。

　表に捺おされた銀の印章を見つめ、老人はふんと鼻を鳴らして言った。

「どうやら、本物のようだが……どうして傭兵があんな格好をして歩いていたのかわからんな。それとも最近は、貴族も副業で傭兵をやるのか？」

「そんなようなものだ」

　あっさりと答えて、ユートは大おお鉈なたを手に座り込んだ老人の横に腰を下ろす。

　思いがけない返答とその行動にグラッドは目を丸くし、ユートはやや高い位置にある老人の顔を見上げて言葉を続けた。

「ちょっと事情があって、あの連中を追っている。あいつらがこの国で大きな仕事をやらかす前に、なんとしても捕つかまえなければならないんだ。そのために今、手がかりを探しているんだが──あまり、はかばかしくなくてな」

「……で、俺に話を聞きに来たってわけか」

　老人の声は、馬ば鹿かにしているよりもむしろ呆あきれたような響ひびきを伴ともなっていた。

「よほど行き詰づまっていると見えるな。ただ出先で、ちょっとばかり連中とやり合っただけの俺にまで話を聞きに来るなんて」

「……なにぶん、この国は初めてなのでな」

　いくぶんばつの悪そうな表情で言葉を返すユートを、グラッドは苦笑めいた形に唇くちびるを歪ゆがめて見つめやった。

「たいした話はできねえぞ。気がついたら村の中にまで賊ぞくが押し寄せてきてて、近くで悲鳴があがったんで駆かけつけてみたら、ルスタの娘むすめっ子が盗賊に連れて行かれそうになっていたんで慌あわてて止めた──そんなところだ」

「でも、盗賊はあなたを見ていっせいに逃にげ出したんですよね？」

　ユートの後ろに控ひかえていたイルがそう声を発し、老人は瞳にちらりと警けい戒かいするような表情をのぞかせた。

　慌ててユートが黙だまっていろと身み振ぶりで示すが、イルは気づかずに続ける。

「カイエの村の人たちが言ってましたよ？　あなたの顔を見た途と端たん、〈疾風の紅〉は恐おそろしいものでも見たみたいに逃げ出していったって……」

「──〈疾風の紅〉だと？」

「あ、村の人たちがそう言っていたわけではないんですけど。そういう名前の盗賊団がよその国で暴れ回っているみたいですね。持ち物や乗っている竜りゆうなどから、この国で暴れているのも同じ連中ではないかと踏ふんでいるんですが──っ！」

　ユートが手近にあった薪まきでイルの向こうずねを力ちから一いつ杯ぱい打ち、話を中断させたがすでに手て遅おくれだった。

　老人は立ち上がり、厳しい光を瞳にのぞかせて言ったのである。

「……もうこれ以上、話すことはない」

「あ、いや、今のは……！」

「あんたもこれ以上、嗅かぎ回らんほうがいいぞ──痛い目をみたくなかったらな」

　それ以上なに一つ告げることなく、小屋のほうへと歩み去っていく老人をユートは半ば立ち上がりかけた姿勢のまま、声をかけることもできずに見送った。

　そんなユートの様子に目をやり、閉まった小屋の扉とびらと見比べてイルは首をかしげた。

「はて……私、なにか悪いことを言いましたか？」

「……イル、お前なぁ」

　立ち上がったユートが、手にしたままの薪をぎりぎりと音がするほど握にぎりしめる。

「人が苦労して……まともに話を聞けそうなところまでこぎつけたというのに、よけいな口をはさむから──警戒させてしまっただろうが！」

「え、でも王子も聞こうと思っていたのでは……？」

「聞き方というものがあるだろう！　だからお前は黙っていろと何度も言って聞かせたというのに……どこに耳を付けている、この阿あ呆ほう！」

「えーと……耳はここですが」

　両方の人差し指で自分の耳を示すイルに、ユートはこめかみをひくりと震ふるわせる。

　次の瞬しゆん間かん、手にした薪をイルの脳天に容よう赦しやなく振ふり下ろすユートの怒ど声せいと、イルの悲鳴とが同時に重なって響きわたった。
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　結局、その日はなんの手がかりを得ることもできないまま、ユートはイルと連れだって王宮へ戻もどっていった。

「……結局、ただ一日を無む駄だに費ついやしただけか」

　帰り道、馬の背に揺ゆられながらユートがため息混じりの声を発する。

「これならお前の言った通り、王宮にいたほうがまだマシだったかもしれんな──少なくとも体力は消しよう費ひしないで済んだだろうし」

「でしょう？　だから私は……」

　ぱっと顔を輝かがやかせるイルに、ユートは拳こぶしを震わせて言い返す。

「いったい誰だれのせいで、無む駄だ足あしになったと思ってるんだ!?」

「で、でもまるっきり無駄でもなかったじゃありませんか！　ミルドさんが賊探しに協力して下さると言ってくれましたし……！」

「……まあな」

　いささか釈しやく然ぜんとしない表情で、ユートは振り上げかけた拳を下ろす。

　あれから、小屋の外からどれだけ声をかけようとも返事はなく、ユートはグラッド老人から話を聞き出すことをあきらめてもと来た道を戻っていった。

　その途と中ちゆう、老人との話を漏もれ聞いたらしいミルドに、興味たっぷりの口調であれこれと質問されたのだ。案内してもらった手前、無下にあしらうこともできずユートは自分が傭兵であることや、〈疾風の紅〉を追っていることなどを彼に話したのだった。

『え、傭兵？　またそんな冗じよう談だんを──って、冗談じゃないんですか？　身分証……ってこれ、銀の印章が捺おしてあるじゃないですか！　ってことは一級の傭兵なんですか、女の子なのに!?え……女の子じゃない？　確かに『男性』ってここにありますけど……ええええっ!?』

　案の定ミルドはなかなか信じようとしなかったが、正式な身分証とユートの態度から事実と悟さとったらしい。

　がっくりと肩かたを落としてユートに謝ってから、彼はこのあたりの村をまわって歩く際に賊の情報を得たら、すぐに伝えると約束したのである。

　もちろん情報提供はありがたかったので、ユートは彼の申し出を受け入れたのだが、その際連れん絡らくをどこに入れるかという問題も生じた。ミルドはユートの泊とまっている宿に連絡を入れると言ったのだが、まさか王宮に滞たい在ざいしていると正直に伝えるわけにもいかない。

　迷った末、自分もあちこち移動していて宿は決まっていないので、と言い訳をしてリオルの村のネイトに言付けてもらうこととなった。

『気をつけて下さいね！』

　グラッド老人の家で待っていたという荷物番の老人とともに、手を振って去っていくミルドを見送ってから、ユートたちは別方向へと向かった。

　まずリオルに戻って、ネイトに事情を説明して仲ちゆう介かい役を頼たのんでおく。

　その後、ユートは盗賊に襲おそわれたカイエの村を中心にして、竜に乗った大勢の男たちが通りそうな場所を探し始めた。

　しかし、竜が通ったと覚おぼしき藪やぶの切れ目を何カ所か発見しただけで、それ以上あとをたどることはできなかった。考えてもみれば、翼つばさを持った生き物が地上に痕こん跡せきを残すことを期待するほうが間ま違ちがっているのだ。

「逃げていった方向はだいたい見当がついたんだがな……その先から移動されれば、こっちはもうお手上げだ。まったく、翼のある相手を追つい跡せきするのがこんなに面めん倒どうだとは思わなかった。熊くまや狸たぬきだったら、追いかけ回すのも慣れたものなんだが……」

　紙に書き付けた手製の地図を睨にらみながら、ユートはぶつぶつと文句を呟つぶやく。

　イルはその様子を横目に見て「危ないですよ、王子」と一言注意したあと、ふと思い出したような表情で空を見上げた。

「そういえば、あの竜……翼はありましたが飛んでいるところは見ていませんね？　昨日も、森の中から走って出てきたじゃないですか」

「それは、そうだが……」

　ユートもわずかに考え込むような顔つきになる。

「空を飛べるんだったら、上から襲ってきたほうが効果的だったんじゃないんですか？　わざわざ走りにくい森の中から来なくても」

「確かに……カイエの村でも空を飛んでいるところを見たって人間はいなかったが。だが実際地上に痕跡はほとんど残っていなかったんだぞ。空を飛べると考えたほうがいいんじゃないのか？　じゃなかったら、とんでもなく長い距きよ離りを跳ちよう躍やくできるのだとか……」

　にわかに真しん剣けんな様子になって考え込むユートを、イルは薄うす水色の瞳ひとみにきょとんとした表情をたたえて見やる。

「そうか……考えられるな。これまでは地上を線で結ぶか、でなかったら空を飛ぶものが降り立ちやすい場所を探していたが、跳躍という移動方法を計算に入れれば……また別の探し方が考えられる」

　力強く言って、ユートはイルの顔を明るく輝く瞳で見返す。

「今日はもう遅おそいから出で直なおすが、明日からの捜そう索さく方法の目め処どが立ったぞ。たまにはいいことを言うものだな、お前も！」

「……お褒ほめにあずかりまして」

　滅めつ多たにないユートの言葉に、イルは反応を選び損そこねたように感情のない声を返してから、にっこりとその顔全体に笑えみを広げた。

「王子が素す直なおに褒ほめてくださるなんて滅多にないから、なんだか逆に怖こわいですね。あ、今ので今日の失敗は帳消しにして下さいますよね？」

「それとこれとは別だ」

　えへへ、と上じよう機き嫌げんで微笑ほほえむイルに、ユートは冷たい声を返す。

「失敗は失敗──取り返したかったら、別のところできちんと働いてみせるんだな」

「私はいつも王子のために尽じん力りよくしているじゃないですか……たまたま、昨日今日と失敗が続きましたけど……」

「……そういえば、昨日の失敗もあったな」

　半眼になって呟くユートに、イルは慌あわてて手で口をふさぐがすでに遅かった。

「ええと……明日から頑がん張ばります、というのじゃ駄だ目めですか？」

「明日までにまた別の失敗をしでかしていなければ、な。その分だと、お前が失点を取り戻すのには一生かかっても足りないぞ」

「そんなことを言わないで下さい、王子～！」

　情けない声をあげるイルを鼻を鳴らして見やり、ユートは速度を上げたのだった。







　その日は賊ぞくの襲しゆう撃げきに遭あうようなこともなく、二人は夕食の時間までにかなりの余よ裕ゆうを残してローデの王宮に帰り着いた。

　タジェスもやや遅おくれはしたものの、夕食の前に王宮に戻ってくる。

　三人は衣服を着き替がえてからそれぞれの夕食の席へと向かった。ユートはローデの国王夫妻やセイヴェルト王子と同席し、イルやタジェスは一応客人としての扱あつかいは受けていたが、あくまでも使用人であるため別室に案内される。

　夕食のあと、三人はいつものように部屋にこもって互たがいに入手した情報を交こう換かんした。

　だが、情報と呼べるほどのものを手に入れてくることができたのは、今日もタジェス一人のようだった。

「……そうか、やはりローデの貴族が」

　涼すずやかな芳ほう香こうを放つ茶のカップを手に、ユートは難しい顔で呟くように言った。

　そんなユートの顔を、窓辺に立ったままタジェスは見やる。その唇くちびるには笑みが浮かんでいたが、瞳の奥にはなにかを案じるような光が見え隠かくれしていた。

「下町の噂うわさだから、あまりあてにはできないけどね。でも最近暴れ回っている盗とう賊ぞくの後ろに、王宮の人間がいるんじゃないかという疑ぎ惑わくは兵の間でも広がってきているみたいだ。具体的な人名も何名か挙げられているよ──よっぽど人望がない連中ってことなんだろうけど」

「そいつらは、私でも名を知っているような相手か？」

　その問いに、タジェスは口元にのぞかせた人の悪い笑みを引っ込めて首を横に振ふった。

「ほとんどは下級の文官だ。軍の経理に関かかわっているような人たちだね……それも『アイツはケチだから、盗賊に軍の情報を流して小金を稼かせいでいるんだろう』みたいな噂ばかりだ」

「そうか……」

「ただ──一つ、気になる噂があってね」

　落らく胆たんしたとも安あん堵どしたともつかない表情で言葉を返すユートに、タジェスは微び妙みように歯切れの悪い口調で告げる。

「……考えてみて欲しいんだけど、ローデの貴族が盗賊団に手を貸して得えられる利益ってのはどのようなものだと思う？」

「それは……」

　唐とう突とつに尋たずねられ、ユートは困こん惑わくしたような表情を見せる。

「報ほう酬しゆう目当て……とか？　手に入れた金品の一部を取り分として要求するとか……」

「普ふ通つうならそうかもしれない。だけど、この国で〈疾風の紅〉がそこまでの利益を上げているとは思えない。そうだろう？　たいした荷も持たない行商人や、多少小金を持っている人間の屋や敷しきを襲ったところで得られるものは限られているんだから」

「だから……婚こん礼れいに出席する貴族の持ち物を狙ねらっているのだとすれば……」

「それにしたところで、盗賊団の人数を考えたらたいした取り分はないはずだよ。第一、それならどうして本来の目的を果たす前に、わざわざ小規模な襲撃をくり返したりするんだい？　そんなことをすれば警けい戒かいされて、仕事がしにくくなるだけだというのに」

「………」

　眉まゆを寄せて考え込み、ユートはやがて確かめるように言葉を口にした。

「……つまり、金以外のものが目的ということか？」

「ああ──その可能性が高いんじゃないかと思う。今なら、なにが起こっても〈疾風の紅〉の仕し業わざということにしてしまえるだろう？　たとえば、誰だれかが襲われても……結果、命を落とすことになったとしても」

　タジェスの声がさらに低くなり、彼はユートの顔を見つめながら言葉を続ける。

「そうやって片付けたい相手がいるとしたら……簡単な方法では始末できない相手ということだろう。派手な騒さわぎを引き起こしてでも、自分に疑いがかかるのを避さけなければならない相手──あるいは、ローデの人間がその死に関かん与よしたこと自体隠さなければならない相手」

「……まさか」

　ユートが伏ふせていた目を上げ、愕がく然ぜんとした声をあげる。

　彼の脳のう裏りに浮かんだ可能性はとうてい信じられないものだったが、タジェスはそれを肯こう定ていも否定もしようとしなかった。

　ただ淡たん々たんとした声で、言葉の続きを発しただけである。

「私が耳にしたのは単なる噂だがね。それもあまり性質たちのよくない噂だ──盗賊団が関わっているなどという話でもなく、ただ貴族の中にその人の死を願っている連中がいるらしいという程度の話だ。下町で流れる無責任な噂話の一つだよ」

「だが……可能性は低くはないのだろう？」

　硬かたい声にわずかばかりの不安をにじませ、ユートは鋭するどく光る目をタジェスに向けた。

「可能性としてはね。盗賊と手を結んででも片付けたい相手が、今のローデにいるとするなら……おそらく最有力候補は君の姉上だろう。ローデの政情は今は落ち着いているからね、そこまでして始末したいような政敵や家か督とく争あらそいの相手もそうはいないはずだ」

「だからといって……」

「ローデの王子には、フォーレの姫ひめではなく国内の貴族の娘むすめをめとらせたほうがいい、という声がもともと王宮にはあったらしいね。その花はな嫁よめ候補として挙げられたのが、国内の有力貴族ウィセル家の娘──結局、王子が頑がんとしてファナ姫以外の女性と結けつ婚こんするのを拒こばんだせいで、その話はお流れになってしまったみたいだけど」

「ああ……」

　半ばうわの空そらで、ユートは言葉を返した。

　その話はユートも知っていたことだった。北の大国レイザムとのつながりを強化するため、レイザムに縁えん故このあるウィセル家の娘とセイヴェルト王子を結婚させようとする動きがローデ王宮にあったというのだ。

「だが、それはもう決着していることのはずだぞ。だから姉上は今、こうしてローデに嫁とついでくることになったのだし」

「それに納なつ得とくしていない人間がいた、ということなんだろうね」

　あえて感情を排はいしたような穏おだやかな声で、タジェスはユートに向けて言い放った。

「中でもウィセル家は、娘と王子の結婚話がもう決まったような気持ちでいたらしいから──ファナ姫のことは、内心面おも白しろく思っていないんじゃないかっていうのがもっぱらの噂だった。他ほかにも、レイザムと懇こん意いにしている貴族たちが王子の婚こん姻いんにいまだに難色を示しているらしい……発言権を増す絶好の機会を失ったわけだからね」

「くだらん」

　一言で切り捨てて、ユートはタジェスへと鋭い視線を向けた。

「王子が決断なさったことに外野があれこれ口を差しはさんでどうする。いくら王族の結婚が本人の意思だけで決められるものではないとはいえ、すでに決まった話を自分の利益のためにひっくり返そうとするとは──それも、姉上の命を狙うなどという汚きたないやり方で」

「単なる噂だって言っただろう？」

　いきり立つユートをなだめるように、タジェスは落ち着いた声で言った。

「忘れないでくれよ、これはただの噂話だ。噂なんてものは、真実であろうとなかろうとただ面白いっていうだけで無責任に広がっていくものなんだ」

「だが……真実の一いつ端たんを含ふくんでいることもある」

「わかってるよ。だから、これから私が行って調べてこようと思う」

　さらりとタジェスが投げた言葉に、ユートはとっさに反応しそびれた。

「……え？」

「夜のほうが、色々と人に話を聞きやすいんでね。顔なじみの店も何軒けんかできたし──詳くわしい話を知っていそうな人間に心当たりもある。ちょっと今から行って調べてくるよ。たぶん遅おそくなると思うから、君は先に寝ねていてくれたまえ」

　最後に付け加えた言葉は、昨晩のユートの台詞せりふを真ま似ねたものとわかったが、ユートはそれに気づく様子もなく慌あわてたように言った。

「お前……今がどういう状じよう況きようかわかっているのか？　賊ぞくが国内をうろついていて、その所在も明らかになっていないんだぞ？　第一、狙われる可能性があると言ったのはお前だろうが！　そんな時に夜、しかも一人で出歩くなんて……」

「おや、心配してくれるのかい？」

　冗じよう談だんめかして言ったタジェスに、ユートは当たり前だ、と声を荒あらげた。

　一いつ片ぺんの迷いもない声にタジェスは軽く目をしばたたかせてから、思わずといったふうにその顔をほころばせる。

　実に嬉うれしそうなその笑えみを見て、ユートは少し顔を赤くして早口で言った。

「阿あ呆ほう、心配しているのはお前じゃなくて──お前の身になにかあったら、ニーザベイムとの関係が悪くなるだろうが！　だいたい、駐ちゆう在ざい武官としてフォーレにいるはずのお前が、侍じ従じゆうとしてローデに来ていた理由を俺にどうやって説明させる気だ!?」

「……そうか、私のことは心配してくれないのか」

　わざと寂さびしげにため息を落とすタジェスに向かって、ユートは複雑きわまりない表情で口を閉じてからぼそりと言葉を投げる。

「少しはな──本当に少しだぞ、言っておくが！　それより、調べるんだったら俺たちもついていく。一人で行動させるわけにはいかない──離はなれたところに黙だまって立っているから、気にしないで調査に励はげめ」

「いや……気になるよ、それは」

　苦く笑しようを含んだ声でタジェスは答え、さらになにか言おうとしたユートを身み振ぶりで黙らせるとにっこりと顔全体に笑みを浮うかべた。

「気持ちはありがたいが、君たちが一いつ緒しよだと目立ちすぎるんだよ。むしろついてこないでいてくれるほうが私としては助かる……酒場なんかに君を連れて入ったら、酔よっ払ぱらいにからまれることになるのは必定だろうし」

「そ……それは……」

「心配はいらない──昨日今日と、怪あやしげな気配は感じなかったしね。私の行動まで向こうは気に留めていないんだろう。考えてもみれば君が派手に動き回っている分、従者の私の行動にまで気がまわらなくても当然かもしれない」

　そういう意味では君に助けられているよ、とタジェスは笑って告げる。

「とにかく、君はここで大人しく待っていてくれ。こういうことは慣れた人間が行ったほうがいいし、よけいな人間が同行していないほうが気が散らなくてすむからね。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとまわりに気を配っているし、危なくなりそうだったら即そく座ざに逃にげてくるさ」

「……わかった」

　不承不承といった様子で答えるユートに、タジェスはもう一度念を押すように言った。

「くれぐれも、大人しくしているんだよ？　こっそりあとをつけて来ようなんて、間ま違ちがっても考えないでくれたまえ──君だったら本気でやりかねないからな。イル、君も今夜はユートがここから抜ぬけ出さないように、しっかり見張っていてくれ」

「はい、タジェス様」

　一片の曇くもりもない笑顔でイルは答え、その顔をユートはやや恨うらみがましく見つめた。

　誰だれが主人だと思っているんだ、という呟つぶやきは誰の耳にも届かずに消える。

　タジェスはそんな二人を笑みを含んだ目で見やってから、城下でも目立たない服に着き替がえるために隣となりの部屋へと向かった。

「──じゃ、行ってくるよ。遅くなった時のために、窓の鍵かぎは開けておいてくれ」

　まもなく着替えを終えて現れたタジェスがそう言い残し、ひらりと手を振ふって部屋から出て行くのをユートは無言で見送った。

　その目に不ふ穏おんな光が宿ったのは、タジェスの姿が完全に見えなくなったあとだった。







「……王子ぃ」

　すぐ後ろで情けない声を出すイルに、ふり返りもせずにユートは低めた声を投げた。

「うるさい、黙っていろ」

「ですが……大人しく待っていろと言われた矢先にこれでは……タジェス様に怒おこられてしまいますよ、私……」

「お前の主人は私か？　タジェスか？」

　むっとした様子を隠かくさずに言葉を投げやるユートに、イルはためらいもせずに「もちろん、私の主人はユート様です」と即そく答とうする。

「だったら静かにしていろ──誰だれかに見つかったらどうする気だ？」

　ユートとイルの両名は、ウィセル家の屋や敷しきにまさに侵しん入にゆうしようとしている最中だった。

　首都の中心部からやや離れた場所にある、ウィセル家の邸てい宅たくを探し当てるのはさほど難しいことではなかった。貴族の邸宅にはたいてい門もん扉ぴの最も目立つところに家か紋もんが刻きざんであるし、なによりウィセル家の屋敷を知らない者はこの首都にはいなかったのである。

（うちの王城とほとんど変わらんな、ここの広さは……）

　人目を忍しのんで塀へいを乗り越こえ、桁けた外はずれに広い敷しき地ちの中に侵入しながらユートはひそかに思ったものだった。もっとも、まもなく見えてきた屋敷の立派さは、修しゆう理り跡あとだらけのフォーレの王城とは比べものにもならなかったが。

　尖せん塔とうの目立つ煉れん瓦が造りの建物は、ローデの王宮と比べてもさほど見み劣おとりしない。

　ぐるりと周囲を取り囲む庭も手入れが行き届いており、彫ちよう刻こくの施ほどこされた明かり台の上では夜通し点ともっているものと思われるかがり火が、周囲を煌こう々こうと照らしている。

　その光を避さけるようにして、ユートは屋敷のそばへと近づいていった。イルがへっぴり腰ごしでそのあとに続く。

　もちろん、二人がウィセル家に忍び込んでいるのにはそれなりの理由があった。

　ウィセル家が本当に〈疾風の紅〉とつながっているのかどうか、直接屋敷に忍び込んで調べようと思ったのである。

　ただし乗り気だったのはユート一人で、イルは必死に彼を止めようとした。

『危ないですよ、王子！　こんな時間に外出するなんて──第一ウィセル家が本当に盗とう賊ぞく団とつながっていたなら、敵の陣じん地ちのまっただ中に突つっ込んでいくようなものじゃないですか！　そうじゃなかったとしても、侵入しているのが見つかったらどう言い訳するんです？』

『見つからなければいいだけの話だ』

　いっそ傲ごう然ぜんと、ユートは言い返したものだった。

『ウィセル家が〈疾風の紅〉とは無関係だとわかれば、それはそれでいい。他ほかの貴族に狙ねらいを絞しぼればいいのだからな──とにかく、黙ってただ待っていることなどできん！　どんな小さな手がかりでもいいから探し出さないと……』

『王子……』

　ユートの瞳ひとみに焦あせりの色が浮かんでいるのを見て、イルが言葉を吞のみこむ。
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　なにがユートをこうまで焦らせているのか──その原因を彼もおぼろげながら察することができたようだった。

『とにかく、邪じや魔まをするならついてくるな。そうでなくたって、お前は徹てつ底てい的てきに隠おん密みつ行動には向いてないんだ──ついてくるなら、せめてその目立つ頭だけでも隠しておけ！』

『は、はいっ！　ですから置いていかないで下さい～！』

　慌てたようにイルはそう言って、ユートのあとを追いかけたのである。

　しかし、ウィセル家の屋敷に到とう着ちやくした頃ころには、ユートは早くもイルを連れてきたことを後こう悔かいし始めていた。

　フード付きのマントで、夜目にも目立つ銀色の髪かみを隠させたとはいえ──いかんせん動きが鈍にぶすぎるのだ。腰こしのあたりまでを覆おおうマントの動きにくさがそれを助長し、歩いているだけでそこらのものに引っかかったりつまずいたりする。

　屋敷の塀を乗り越える際には、足を滑すべらせて転げ落ちそうになるイルをユートが慌てて引っつかまえるという場面もあった。

（やはり置いてくるべきだった……！　転げ落ちるくらいかまわんが──その程度でこいつが怪け我がをするとも思えんが、音を立てて誰かに気づかれたら計画が水の泡あわだ！）

　そう思っても、すでにあとの祭りである。

　完全なお荷物状態のイルを連れながらも、ユートはどうにか誰にも見つかることなく庭園を通り抜けて、屋敷のすぐそばまで到着した。

　しかし、問題はこれからだった。人に見とがめられずに屋敷に侵入しようと思ったら、壁かべをつたって上階まで登る必要がある。上階のほうが施せ錠じようされていない窓がある可能性が高いし、屋敷の中で人と鉢はち合あわせる危険も少なくなる。

「ここで待っていろ……と言っても聞かないだろうな、お前は」

「当たり前です」

　なぜか胸を張るイルをため息混じりに見やって、ユートは屋敷の外がい壁へきに視線を移す。

　煉瓦造りの建物には手がかりが多く、柱に装そう飾しよくが施ほどこされていることもあって登るのはさほど難しくはなさそうだった。

「落ちても回収しないぞ。人に見つかったら自力で逃げろ」

　言い捨てて、ユートはさっさと外壁を登り始める。

　途と中ちゆうで何度か、イルが足を踏ふみ外しかけたものの、幸い転落には至らず二人は二階と三階の間にある外壁の装飾部分にまで到着した。

「まったく……」

　靴くつの幅はばほどしかない狭せまい足場の上で、ユートが壁にへばりつくように立っているイルを睨にらみつける。その額を濡ぬらすのは、身体からだを動かしたことによるものとは別の汗あせだ。

「足手まといになるのにも程ほどがあるぞ、お前は……落っこちそうになるたびに『きゃあっ！』だの『ひいっ！』だの大声をあげて。落ちるんだったら、黙って静かに落っこちろ！　私まで人に見つかったらどうするんだ！」

「無理言わないで下さいよぅ……」

　眉まゆ尻じりを下げた情けない表情で、イルが言い返す。

「こんな壁に登るのなんて、初めてのことなんですよ。おまけに王子は『落ちたら見捨てる』なんて冷たいことを言うし……無事にここまで登ってこられただけでも、褒ほめていただきたいくらいですよ！」

「うるさい、大声を出すな」

　冷ややかに言い捨てて、ユートは装飾の上を横に向かって移動し始める。

　目指す先は、肩かたくらいの高さに張り出した三階の窓だった。

　窓の前に立つと、ユートは室内に人の気配がないのを確かく認にんしてから、窓まど枠わくをつかんだ両手に力を込める。

「よ……っと」

　幸い施錠されている様子はなく、縦方向に上げ下げする形の窓はたやすく開いた。

　ユートは内心で幸運に感謝しながら、窓を上まで押し上げて室内に侵入する。今は使われていない部屋らしく、室内には火の気も明かりもなかった。おそらく誰かが風通しのために窓を開け閉めしたあと、うっかり鍵をかけ忘れてしまったのだろう。

（おかげで助かったが……）

　部屋の中を見回すユートの耳に、苦心して窓枠を乗り越えてきたイルが床ゆかに降り立つ──というより、転がり落ちる音が届く。

「……静かに入れ」

　眉まゆを寄せて言い放ちながら、ユートは部屋の入口に歩み寄っていった。

　細く開いた扉とびらの隙すき間まから、向こうの様子を確認してからユートはそっと廊ろう下かに出る。

「ま、待って下さい、王子──！」

　そう言いながら駆かけ寄ってくるイルの目の前で、扉を閉じてやりたい衝しよう動どうにかられたもののユートは寸前でそれをこらえた。

（そんなことをしたら、出すまで大おお騒さわぎしそうだしな……この阿あ呆ほうは）

「大声をあげるな。あと王子はやめろ」

　低くおさえた声こわ音ねで注意すると、ユートは音を立てないように扉を閉める。

　横に立ったイルに向かって、指先を口元に当てる仕草で静かにするよう念を押し、ユートは足音を殺して廊下に踏み出していく。

　さすがに遅おそい時間のため、廊下を歩く人の姿はほとんど見かけなかった。

　使用人らしい男女の姿がちらほらと見受けられる程度で、それもあと一時間もしないうちに完全にいなくなるとわかった。壁にしつらえられた燭しよく台だいの火を、侍じ従じゆうと覚おぼしき若い男性が一つ一つ消している姿が目に入ったためだ。

（庭の明かりがあるから、完全に見えなくなる心配はないが──邸てい内ないから人の気配が絶えれば別の意味で動きづらくなるな。この規模の屋敷で、邸内を警備する人間の一人も置いてないということはなさそうだし……）

「……あの、お──ユート様」

　周囲の気配に気を配りながら、考えに沈しずむユートにイルが遠えん慮りよがちに声をかけた。さすがに何度も注意されてこりたのか、ささやくような音量だ。

「忍しのび込んだのはいいんですが……いったいどうやって、ウィセル家と盗賊がつながっている証しよう拠こを探し出すんですか？」

「……それは、たとえば……邸内で連中の姿を見かけるだとか」

「こんな遅い時間だったら、みんな寝ねているんじゃないんですか？　まぁ盗賊だから宵よいっ張ぱりかもしれませんが……」

　ですけど、とイルはごく真ま面じ目めな顔つきで首をかしげてみせる。

「わざわざ本宅にそんな連中をかくまいますか？　使用人の目だってありますし……普ふ通つうなら他に所有している屋や敷しきを使うか、でなければ別の隠かくれ家を用意すると思いますけど──あんな大きな生き物が出入りしていれば、まわりの家の住人に絶対に気づかれるでしょうし」

「………」

　黙だまり込んで目をそらしたユートに、イルは首をかしげたまま尋たずねる。

「まさか、なにも考えてないってことはありませんよね？　王子がそんなうかつな行動を取るわけが……」

「うるさい。考えていなかったものは仕方がないだろう」

　憮ぶ然ぜんとした顔で──いくらかのばつの悪さもそこには含ふくまれていたが──答えるユートに、イルは心底驚おどろいたように薄うす水色の両目を見開いて言った。

「って、まさか本当に考えてなかったんですか!?　なにも考えていないのに、こんなところに侵しん入にゆうしちゃったんですか？　わざわざ壁まで登って!?」

「──馬ば鹿か、声が大きい！」

　慌あわててイルの頭を抱かかえ込んで口をふさぎ、ユートは周囲の物音に耳を澄すませる。

　幸運にも近くに人はいなかったらしく、今のやりとりを聞きつけて誰だれかがやってくるようなことはなかった。

　ほうっと大きく息を吐はくユートの手から逃のがれ、イルが遠慮がちに言葉を発する。

「それより、いったいどうするんですか？　あてもないのに邸内をうろついたところで、証拠なんか見つかるはずが……」

「……わかってる。今それを考えているところだ」

　低く声を返しながら、ユートは懸けん命めいに考えを巡めぐらせる。

（他ほかのところに賊ぞくをかくまっているとしても、連れん絡らく役くらいはこの屋敷に出入りしているはずだ。そいつを捕つかまえることができれば……いや、そいつが今ここにいるとは限らない。どこか他の場所で連絡を取り合っている可能性もあるし──せめて使用人から話を聞ければ、不ふ審しんな人間が出入りしているかどうかくらいはわかるだろうが）

　この状じよう況きようでは、屋敷に侵入している自分たちが一番の不審人物である。

（ええい、いっそのこと不法侵入ついでに主の寝ね込こみでも襲おそってやろうか。刃は物もので脅おどして聞き出せば……！）

　危険な考えに陥おちいりかけているユートに目をやって、イルがそっと声を投げた。

「ユート様、なにか悪いこと考えてません？　顔がすごく怖こわくなってるんですけど……」

「……気のせいだ。それと、名前で呼ぶのもよせ」

「じゃあ、いったいどうやって呼んだらいいんですか……」

　困り果てたようなイルの声に答えず、ユートはごしごしと両手で顔をこする。

（いや、さすがにそれはまずいだろう……本当にここの人間が賊とは無関係だったら、謝ったくらいではすまされん）

「とりあえず、もう少し邸内の様子を見て──」

　言いかけたユートの言葉が、不自然に口の中で途と切ぎれた。

　角を曲がった瞬しゆん間かん、ばったり使用人らしき女性と顔を合わせてしまったのである。

「──っ！」

　反射的にユートは腕うでを上げて顔を隠し、女性は息を吞のんだあと屋敷全体に響ひびきわたるような悲鳴をあげた。

「きゃああああああ──っ!!」

「お、王──」

「──逃にげるぞ、走れ!!」

　目を白黒させるイルの襟えり首くびをつかんで引っ張り、ユートはあとも見ずに走り出す。

　全速力で逃げながら、ユートは思いつく限りの罵ば声せいを自分に叩たたきつけた。

（阿あ呆ほう、ぼけ、なにをやってるんだ、このとんま！　考えるのに夢中になって周囲への警けい戒かいを怠おこたるなんて、信じがたい間ま抜ぬけだ!!）

「王子──！」

「いいから黙って全力で走れ！」

　ふり返りもせずに怒ど鳴なり、ユートは屋敷の廊下を駆け抜けていく。

　今の悲鳴を聞きつけたらしい人の気配が、屋敷中から集まってきているのがわかった。行く手にちらりと人の姿を見とめ、ユートはすぐ前の角を慌てて曲がる。

　何度かそんなことをくり返しているうちに、ユートは自分がどこに向かって逃げているのかわからなくなっていった。

　わかるのは、入ってきた部屋からずいぶん離はなれた場所まで来てしまったことだけだ。

　人の気配から遠ざかろうと懸命に走り──やがてユートは自分たちが、逃げ場のない場所に追い込まれていることに気がついた。

　行き止まりの廊下の先には、鍵かぎのかかった扉とびらがあるだけで周囲には窓一つない。

（しまった……！）

「ど、どうしましょう、王子──!?」

　慌てふためいた声をあげてイルがユートを見やった、その時だった。

　鍵がかかっていると思われた扉の取っ手が、がちゃりという音をたてて動いた。細く開いた扉の隙すき間まをユートは声もなく見つめる。

　その奥から若い女の声が聞こえてきたのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「──こちらへ！」

　ユートはわずかに眉まゆを寄せただけで、一瞬たりとも迷わずに扉の隙間に飛び込んだ。

　首根っこをつかんで引っ張られたイルの「うひゃっ!?」という緊きん迫ぱく感かんのない悲鳴は、素す早ばやく閉じられた扉の中へと消える。

　あとに残されたのは、静まり返った無人の廊ろう下かと近づいてくる足音だけだった。
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　扉の向こうから人の気配が完全になくなるのを待って、ユートはぴったりと身を寄せていた壁かべから身体からだを離した。

　まず最初に、声を出せないよう両手で押さえていたイルの口を解放する。

「ひどいじゃないですか、王──」

「──助けていただいたことに、まず感謝する」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎするイルを無視して、ユートは部屋の奥に立つ人物に声をかけた。

　そこにあったのは、まだ若い──おそらく二十歳はたちを越こえたばかりの女性の姿だった。

　ゆるく波打つ黒くろ髪かみをリボンで一つに束ね、上等なものと一目でわかる仕立ての良いドレスに身を包んでいる。

「おかげで捕つかまらずにすんだが──なぜ助けた？　助けてもらっておいて言える立場ではないが、こちらは勝手に邸てい内ないに侵入した不審人物だぞ？」

「……わかっています」

　ささやくような声で女性は答え、ゆっくりした足取りで二人の側そばへ歩み寄ってくる。

「家の者に追われているところを、わたしも見ましたから……たぶん、こちらに追い込まれて来るだろうと思って先回りしていたんです」

「どうして……」

　困こん惑わくの色を隠せないユートに、女性は顔を上げて微笑ほほえんでみせた。

「あなたにお目にかかったことがあったからです、ユーディルシア王子。たぶん王子は覚えていらっしゃらないでしょうけれど──王宮で一度、遠目に見かけた貴族の娘むすめの顔なんて」

「………！」

「わたしはエリシア・ウィセル。このウィセル家の娘です」

　どうぞお見知りおきを、とエリシアは優ゆう雅がに膝ひざを折りながら告げる。ユートは言葉も出ないまま、その顔を呆ぼう然ぜんと見返した。

　近くで見ると、すんなりと細い身体が壊こわれ物のような印象を与あたえる女性だった。

　小作りな目鼻立ちは美人というよりも可愛かわいいといったほうがふさわしく、大きな草色の瞳ひとみがその印象をさらに強める。鼻の頭に薄くそばかすが散っているのが整った容姿に愛あい嬌きようを添そえていたが、本人はそれを気にしているのか少し顔をうつむけるようにしながら言った。

「なにか理由があって、当家に侵しん入にゆうなさったのでしょう？　堂々と訪たずねられるような用向きであれば、こんなことをせずに正面から訪おとずれれば済むだけの話ですもの」

「それは……」

　まさかこの家の主が、盗とう賊ぞく団と手を結んでいる証しよう拠こをつかむために乗り込んできた、などと口にするわけにはいかず、ユートはわずかに視線を泳がせる。

　するとイルが、助け船を出そうとするように横から口をはさんできた。

「実は、このウィセル家が最近この国を騒さわがせている〈疾風の紅〉という盗賊団と手を結んでいる可能性がありまして──っ！」

　言葉が切れたのは、ユートがイルの後頭部を力ちから一いつ杯ぱいはり倒たおしたためだ。

　もんどりうって床ゆかに倒れたイルの襟えり首くびをつかんで締しめ上げ、ユートは底冷えのする声で脅おどしつけるように言った。

「……お前、なにを考えている？　この家の娘にそんなことを話して……！」

「だって……王子が言いにくそうにしているものですから……もしかして、話してはいけないことだったんですか？」

「気づくのが遅おそい！　お前のその頭は単なる飾かざりかっ!?」

　がくがくと容よう赦しやない力でユートはイルの身体を揺ゆさぶり、「あうううぅ」と妙みような声をあげて目を回したイルを乱暴に床の上に放ほうり出す。

　目を丸くして二人のやりとりを見守っていたエリシアが、戸と惑まどいがちに声を発したのはその時だった。

「あの──今のお話ですけど。ウィセル家がということは……つまり、わたしの父が盗賊団と手を結んでいるということですか？」

「あ、いや……」

　どう答えたものか思案するユートの前で、エリシアは何度か軽くまばたきをするとくすっと小さく笑いを洩もらした。

　しばらく肩かたを震ふるわせて笑ってから、彼女は困惑した顔のユートに目を向ける。

「……ごめんなさい。でも、あまりにもあり得なくて」

「え……？」

「娘のわたしが言うのもなんですが、うちの父はそれはそれは石頭のガンコ親おや父じで、盗賊団と手を結ぶくらいだったら全財産を神しん殿でんに寄付するくらいのことはやってのける人です。たとえ天地がひっくり返ったとしても、あり得ないことだと断言できますわ」

「しかし……」

　ユートはわずかに迷ったあと、その言葉を口に乗せた。

「父上の狙ねらいが金銭でないとしたら？　その……盗とう賊ぞく騒さわぎに見せかけて、あなたを王家に嫁とつがせるのに邪じや魔まになる相手を排はい除じよするつもりだったとしたら……」

「それは……もしかして」

　瞳に残った笑えみを消して、エリシアは確かめるような口調で言った。

「あなたのお姉様──ファナ姫ひめのことですか？」

「非常に不ふ愉ゆ快かいな話ですが、そういった噂うわさがあるのを耳にしまして──ちょっと事情があって盗賊団を探しているところだったのですが。その……姉上の命が狙われているかもしれないと思ったら、矢も盾たてもたまらなくなってここに忍しのび込んだ次し第だいです」

　無作法はいかようにもお詫わびします、と頭を下げるユートを、エリシアはやや驚おどろいたような目で見返した。

　直後、はっと我われに返ったように彼女は床に膝ひざをついて、ユートの顔をのぞきこむ。

「やめて下さいませ、そんな──お姉様の命をご心配してのことなのでしょう？　でしたら、責めるいわれなどありませんわ」

「ですが……こんな深夜、それも年とし頃ごろの女性のいる家に侵入したのは事実ですし」

「わたしは気にしません」

　きっぱりとした口調で断言してから、エリシアは少し顔を赤くして付け加えた。

「その……表おもて沙ざ汰たになれば外聞がよくないのは事実ですけど、人に知られなければ問題はないはずですわ。やましいところはなに一つありませんし」

「いや、しかし……」

「いいんです！　ですから顔を上げて下さいませ、王子」

　語気の強さに押し切られる形で、ユートが頭を上げるのを確かく認にんしてからエリシアもゆっくり立ち上がった。

　微び妙みような表情のユートに向かって、彼女は思い出したような笑顔になって言った。

「そうでしたわ、わたしの父のことでしたわね──父が、あなたのお姉様の命を狙ったりする理由などありません。そもそも、その必要がないのですから」

「それは、どういう……？」

　軽く眉まゆ根ねを寄せるユートに、一点の曇くもりもない笑顔でエリシアは答えた。

「わたしに、ローデ王家にお嫁に行く意思がないからですわ」

「……え？」

「ローデ王家にも、もちろん他ほかの王家にも、どこの男性のもとであろうとも嫁とつぐ意思は持っておりません。そんなことよりも、今のわたしにはやりたいことがあるんですもの！」

「やりたい……こと？」

　おうむ返しに尋たずねたユートの前に身を乗り出すようにして、エリシアは熱のこもった口調で告げた。

「戯げ作さくですわ！」

「……は？」

「夢あふれる物語を書いて、たくさんの人に読んでもらいたい！　心こころ裂さかれるような悲ひ恋れん！　胸むね躍おどる冒ぼう険けん譚たん！　艱かん難なん辛しん苦くを越えて結ばれる恋こい人びとたちの物語！　どんなに辛つらい現実もつかの間忘れて、夢の世界にひたれるような物語を世に送り出したいのです！」

　高らかに告げるエリシアの顔を、ユートはぽかんとした顔つきで見返す。

　あんまり大きな声を出しては、また使用人たちが戻もどってきてしまうのではないかとも思ったが、あまりの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて注意する気は起きなかった。

「お父様にもそう言って、当分お嫁に行く気はないとも伝えてあったんですが……逆にお嫁のもらい手がなくなるのではと心配されて、セイヴェルト王子との結けつ婚こん話が持ち込こまれてきたのです。もちろん、わたしにその意思はないので断りましたけど──物語の続きを待っている読者の皆みな様さまがいるんですもの」

「……そ、そうなんですか？」

「ええ。ですから王子とファナ姫との結婚が決まった時は、心からほっとしました！　とてもお似合いの二人ですし──周囲の反対を押し切っての大だい恋れん愛あいだなんて、そのまま物語に使えてしまいそう……ファナ姫が殿との方がたでしたら申し分なかったんですけれど」

「………え？」

　聞き間ま違ちがいかと思ってユートが問い返したところで、エリシアがはっとしたように頰ほおを赤く染めて大きくかぶりを振ふった。

「い、いえ──なんでも！　ともかく、父もわたしにその意思がないとわかっていながら無む理り矢や理り縁えん談だんを進めようとはしないはずですし、そのためにファナ姫を害そうなんてことを考えるはずありません。こう言ってはなんですけれど──父の考えとしては、ローデの貴族や王族に嫁とつがせるよりレイザムに嫁に出したほうが、わたしも苦労をしないで済むし父の仕事にも色々都合がいいと……そういうふうに考えるはずですから」

　頰をうっすらと赤く染めながらも、冷静な分ぶん析せきを口にするエリシアにユートは故郷の四姉の姿が重なるのを感じた。

　やや苦手としている姉だが、知的な口調や頭の回転の速いところがよく似ている。

　──なにより、好きなこととなると夢中になって語り続けるその姿が。

　思わず笑みをこぼしたユートを見て、エリシアは先せん刻こくの自分の態度を笑われたのだと勘かん違ちがいしたのか、慌あわてたように言葉を重ねた。

「あの、本当に失礼しました。わたし、すぐ頭が戯作のことでいっぱいになってしまって……でも父のことは本当です！　強ごう引いんに縁談なんか進めようものなら、わたし、即そつ刻こく家出してやるって──そして父の若い日のあれやこれやを物語の中で全部暴ばく露ろしてやるって言ってありますから……お母様から聞いてみんな知ってるんだからって！」

　さすがに二の句が継つげなくなり、ユートはエリシアをまじまじと見返す。

「ぷっ……く、ははは！」

　そのあとついに声をたてて笑い出したユートの姿を、やや情けなさそうな表情でエリシアは見つめやった。

「いや……あなたは私の四番目の姉と、よく話が合いそうだと思って──自分で書きはしないけど、物語は好きでけっこう集めてますよ」

「そう……なんですの？」

「はい。もしもフォーレを訪おとずれることがあったら、ぜひ会いに行ってやって下さい。きっと、喜ぶと思います」

　人の弱みの握にぎり方などもよく似ているから──とは、あえてユートは口には出さなかった。

　そんなユートを見て、エリシアは少し顔を赤くしたまま笑ってうなずいた。

「──はい！」







　部屋の周囲に人ひと気けがないことを確認して、扉とびらにかけていた鍵かぎを開けるとエリシアはユートとイルを連れて屋や敷しきの外へと向かった。

　人目を避さけながら庭を横切り、屋敷を取り囲む塀へいの近くまで二人を案内する。

　無事に塀の真下まで到とう着ちやくすると、ユートはエリシアに向き直って深々と頭を下げた。

「本当に助かりました。ありがとう」

「いいえ──でも、あの」

　もじもじと両手を組み合わせてから、エリシアは頰を紅潮させて思い切ったように言った。

「もしよろしかったら──ユーディルシア王子」

「はい？」

「あなたを主人公にして、物語を書いてもよろしいでしょうか!?　もちろん実名ではなく別の名前を使いますし、王子のことだとは簡単にわからないようにしますから……王子を見ていると、創作意欲がむくむくと湧わいてくるんですの！」

　その勢いに思わず気け圧おされ、ユートは塀にびたりと背中を貼はり付けてうなずく。

「ど、どうぞ……私などでよければ」

「本当ですか！　じゃあ、そちらのお付きの方も一いつ緒しよに……身分を隠かくして旅する王子と、彼に付き従う美び貌ぼうの従者！　優やさ男おとこと見せかけて実は剣けんの達人──いいえ、いっそのこと古代の魔ま術じゆつ帝てい国こくを舞ぶ台たいにして、魔術士というのはどうかしら？　普ふ段だんは頼たよりないけれど、本当は伝説級の魔術士で王子のことを誰だれよりも愛いとしく思っていて……」

「……あの、エリシア？」

　ぶつぶつと真しん剣けんな顔で呟つぶやいているエリシアを見て、ユートはもしかすると許可を与あたえたのは大失敗だったろうかと内心肝きもを冷やす。

　その声で、エリシアははっと夢から覚さめたようにユートの顔を見やった。

「あ──ごめんなさい！　わたしったらまた……！」

「いいえ……あなたの書いた物語を拝はい見けんできるのを楽しみにしていますよ。それでは、今夜はこれで失礼いたします──イル！」

　顔も向けずに呼びかけたユートに応こたえて、イルは塀の前で腰こしを低く落とす。

　その肩かたを踏ふんでユートはひらりと塀の上に飛び上がると、イルの差し出した手を取って彼の身体からだをほとんど腕うで一本で引きずり上げた。

　目を丸くしているエリシアに目をやって、ユートはお休みなさい、と微び笑しようする。

　直後、その姿は蔓つるの絡からまる塀の向こうへと音もなく消える。

　エリシアは頰をわずかに赤く染めて、誰もいなくなった塀の上を眺ながめやっていたが、ふいに我に返ったように急ぎ足で屋敷に向かった。







　一方、ウィセル邸ていをあとにしたユートとイルは、誰にも見つからないように周囲に気を配りながら王宮へと走っていった。

「──王子が主人公のお話って、どんな物語になるんでしょうね？」

「阿あ呆ほう！　そんなことより、早く王宮に戻るぞ！　なんの成果もなかった上に、こんな時間に外出したことがタジェスにばれてみろ。いったいなにを言われるか──！」

　息も切らせずに、ユートが言い返したのとほぼ同じ時刻。

　当のタジェスはまだ王宮に戻ってはおらず、首都の外れにある狭せまい通りを一人で歩いているところだった。

「……どこの国にもあるものだな、こんな場所は」

　目の端はしで周囲を眺めながら、誰に聞かせるでもない呟きを発する。

　様々な形の建物がひしめき合うこの一角は、盛り場であるのと同時に貧しい人々が多く暮らしている場所でもある。通りの端には薄うす汚よごれた身なりをした子供や、身体が不自由だとわかる老人の姿もぽつぽつと見受けられる。

（唯ゆい一いつの例外は、フォーレくらいか──国全体が貧しい割に、こういった人々の姿を見かけることはなかったな……）

　人口や経済規模の差もあるのだろうが、一番の理由はフォーレの土と地ち柄がらだろう。

　気候の厳しいフォーレでは、困った人間には必ず誰かが手を差し伸のべるという互ご助じよの精神が強く根付いているのだ。互たがいに力を合わせなければ、あの国で生きていくことは難しいということでもあるのだろう。

（まぁ、単に弱い者を見捨てておけないお人ひと好よしが多い……というだけの気もするけど）

　特にユートを見ていると、そう思わずにはいられないタジェスである。

（なんだかんだ言って、最終的には損そん得とく抜ぬきで他人のために行動するあたり──絶対に本人は認めたがらないだろうけどね）

　口元に笑えみを浮うかべて、タジェスは酔すい客きやくでにぎわう通りを悠ゆう然ぜんと進んでいく。

　その姿は、地味な色の上着とマントという目立たないものだった。しかしこの国では珍めずらしい淡あわい褐かつ色しよくの肌はだと、華はなやかさと精せい悍かんさをあわせ持った顔立ちが人目を引くまいとする彼の努力を無に帰していた。

　もっとも、本人はそれほど気にした様子はなく──むしろ、通りすがりに向けられる女性の視線を楽しむように──軽い足取りで路地裏へと入り込んでいく。

「さて……と」

　そこは表通りとは違ちがって、明かりと呼べるようなものはなに一つなかった。

　通りから洩もれ込んでくる光で、かろうじて足元が見えるくらいだ。

　タジェスは足元に気をつけながらしばらく進み、表通りの喧けん噪そうもかなり遠くなったあたりで足を止めた。

　同時に、背後に向かってふり返りもせずに声を放つ。

「──ご希望通り、人目のないところに来てやったぞ」

　背後に感じていたあるかなしかの気配が、はっきりと動どう揺ようの色をにじませるのをタジェスは少しばかり愉ゆ快かいな気分で感じ取った。

「ずいぶん前からつけ回してくれてたみたいじゃないか。用があるなら、顔を見せてはっきり言ったらどうかね？　用向きによっては聞いてやらないこともないが」

「……お前」

　ふり返ったタジェスの目に、二、三人の屈くつ強きような体格の男が映る。

　その姿のどこにも紅くれないの色しき彩さいがないことを、タジェスは乏とぼしい明かりの中で確かく認にんした。

（金品目当ての単なるゴロツキか……いや、金で雇やとわれたならず者って可能性もある。もしも後者なら、例の盗とう賊ぞく団が背後にからんでいるのは間違いなさそうだが。とりあえず、無関係な連中だったら叩たたきのめしてさっさと逃にげるとしよう……）

　内心で物ぶつ騒そうな決心をしながら、タジェスは自然な構えで男たちへと向き直る。

　実のところ、タジェスの調査も手て詰づまりになりかけていたところだった。ウィセル家と賊ぞくがつながっているという確証はおろか、それを匂におわせる噂うわさすら耳に入らなかったのだ。

　もともと、タジェスはこの国に特別な情じよう報ほう網もうなどを持っているわけではなく、雑談をまじえながら巧こう妙みように自分の聞きたいことを引き出すという手段をとっていた。そんなやり方でもある程度の情報は集まったのだが、やはり効率が悪いことにかわりはない。

　どうしようかと案じかねているところで、背後をつけてくる複数の気配を感じたのである。

（これは……もっけの幸い、とでも言うべきだろうかね）

　もちろん、向こうの人数によっては逃げることも考えたが、意味もなく表通りをぐるぐると歩いて確かめた限りでは、せいぜい二、三人といったところだった。

　そのため、あえて人気のない路地裏に踏み込んで、相手が接せつ触しよくしてくるよう仕向けたのだ。

「こそこそと、妙みようなことを嗅かぎ回っているようじゃないか──少し痛い目を見ないと、お前もお前の主も言われたことの意味がわからないらしいな」

「うん？　なにを言われているのか、私にはさっぱりだな？」

　中央に立つ三十がらみの男が脅おどしつけるように言うのに対し、タジェスはにこやかな笑みを浮かべて答えた。

「特に妙なことを調べているつもりはないのだけどね？　妙だと言うのなら、それはこの国で起こっていることだろう？　〈疾風の紅〉が貴族と手を結んで、稼かせぎにもならない襲しゆう撃げきをくり返すなんて──まして、その騒さわぎに便びん乗じようして特定の誰かを殺そうとするなんて、ね」

「てめえ……なぜそれを!?」

　激げつ高こうした様子で男の一人が口を開きかけ、中央の男が手を上げてそれを封ふうじる。

　二人のやりとりを見て、タジェスは口元に会心の笑みを浮かべた。手持ちの情報を確認するつもりでカマをかけてみたのだが、この反応を見る限り、まったくの見けん当とう違ちがいというわけでもないようだ。

（それに……どうやら、こいつらはある程度の情報を持っていそうだな）

　内心でにんまりと笑んで、タジェスは一歩足を前に踏み出す。

　男たちは一いつ瞬しゆん怯ひるんだような表情を見せたが、中央の男が目配せを送ると、それぞれ所持していた武器を持って襲おそいかかってくる。

「りゃあ──っ！」

　タジェスは腰に帯びていた剣けんを抜ぬき放つと、先頭の男が振ふり上げた大おお槌つちの柄えを手元からすっぱりと斬きり飛ばす。

　目を丸くした男の顔面を殴なぐり飛ばして気絶させ、同時にもう一人の男が手にした曲刀で斬りかかってくるのをかわす。大おお振ぶりな一いち撃げきが目の前を過ぎていくのを見送ってから、タジェスは相手の懐ふところに飛び込んで体重を乗せた拳こぶしをみぞおちに叩き入れる。

　ぐっと呻うめいて男が膝ひざを折ったところで、タジェスは飛び退のいて男から距きよ離りを取った。

　中央に立っていた男がタジェスに向かって剣を振り下ろしたのは、その直後のことだった。仲間までも巻き込みかねない攻こう撃げきを、タジェスは剣を使って受け流しながら眉まゆを寄せる。手て強ごわいのはもちろんだが、仲間までも切り捨てようとする非情さに対しての表情でもあった。

（それとも──仲間では、ないのか？）

　内心で呟つぶやきながらも、次々と繰くり出される攻撃をタジェスは受け止め、あるいは受け流して相手に隙すきができるのを待つ。

　好機が訪おとずれたのは思った以上に早く、繰り出した一撃をその勢いを殺さぬまま宙に流され、男がたたらを踏ふんだ瞬間タジェスはその手元めがけて剣を突つき出した。

「──っ！」

　乾かわいた金属音とともに、男の手から剣が弾はじき飛ばされる。

　タジェスはさらに男の喉のど元もとに剣を突きつけて、おどけたような笑みを琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに宿らせて言った。

「ユートには遠く及およばないけれど、実はけっこう剣の腕うでには自信があるんだよ。優やさ男おとこの付き人だと思って甘く見ていたのかい？」

「お前……」

「ありがたいことに情報源が自分からやってきてくれた。君が知っていることを、洗いざらい話してもらえないかな──断ると言うのなら、ここは君たちの流りゆう儀ぎに合わせてちょっとばかり痛い目を見てもらうことになるけど」

　にこりと笑ってタジェスが告げた──その瞬間、男が嘲あざけるような光を瞳にのぞかせ、わけもなく不ふ吉きつなものを感じて、タジェスはその場から横に転がるように飛び退く。

　タジェスの頭のあった位置を、ぶんと音をたてて太い棒ぼうが通過していったのはその次の瞬間だった。身体からだを反転させて起きあがりながら、タジェスは路地の奥のほうに複数の人ひと影かげがあるのを見て取る。

（しまった……回り込まれていたのか）

　さらに数人、路地の奥からやってくる男の姿も見え、タジェスは内心で舌打ちしながら目で逃げ場所を探す。

　表通りまで出れば──と路地の入口のほうへと目をやったが、そこにはすでに別の男たちが退路をふさぐように立っている。

　こうあっては、どちらか一方を実力で突とつ破ぱするより他ほかになかった。

（……まいったな）

　口元に苦い笑みを浮かべて、タジェスは手にした剣を握にぎり直す。

（正直、荒あら事ごとはあんまり得意じゃないんだけどね……こういうことは、得意な人間にまかせておきたかったんだけど……）

　仕方ないか、と口の中で呟いてタジェスは両側の男たちとの距離をはかる。

　これだけの人数を相手取って無傷でいられる自信はなかったが、口元に浮かんだ笑みは最後まで消えることはなかった。

（ごめん、ユート──今夜のうちに君のところに戻もどるのは無理みたいだ）







「……タジェスの奴やつ、いったいどこで油を売ってるんだ？」

　翌朝、空になったままのタジェスの寝ね床どこを見下ろして、ユートは不ふ審しんそうな表情を隠かくそうともせずに言った。

　結局一晩たっても、タジェスは王宮に戻ってこなかったのである。

「まさか……タジェス様の身になにかあったのでは？」

「……わからん、まだ」

　否定的な言葉とは裏腹に、ユートの目にはイルと同様の懸け念ねんが浮うかんでいた。

　その危険があることを承知の上で、夜の街にタジェスを一人で送り出したのは自分自身だ。

（まさかとは思うが……しかし、なにもなければ連れん絡らくの一つくらいはよこすはずだ。あの男はあれで、そういったところは意外としっかりしているから……）

「王子……」

　不安そうな瞳を向けるイルに、ユートはあえて強い口調で言った。

「ここで騒いでいても仕方がない。朝食をとったら、街に出てタジェスの足取りを追うぞ──どこかで寝ねこけてでもいるのなら問題はないが……」

　その時は、よけいな心配をかけさせた分として、拳の一発もお見み舞まいしてやらなければ気が済まないぞ──とユートは内心の不安を振り払はらうように胸のうちで呟く。

「ですが──ファナ姫ひめ様のおそばを離はなれてもよろしいのですか？　ウィセル家が関かん与よしている可能性は否定されましたが、〈疾風の紅〉の目的がはっきりしていない今、できるだけファナ姫様から目を離さないようにしようと、昨晩おっしゃいましたよね？」

「それは……そうだが」

　思い出したように、ユートの表情が歪ゆがむ。

〈疾風の紅〉が不自然な行動を取っているのは事実で、彼らの真の狙ねらいがはっきりするまでは、ファナの身の安全を最優先にして行動しようと決めたのだ。

　その矢先に、王宮を離れるのは不安なことだったが──

「姉上は警けい戒かいの厳重な王宮の中にいる。内通者の存在を考えれば、警備を完全に信用しきってしまうのは危険だが──昼間は人目もあるし、あまり派手なことはできないはずだ」

　ユートの口調は、自らに言い聞かせようとするかのようだった。

　苦く慮りよをにじませたその顔つきを、イルは薄うす水色の瞳にどこか空くう虚きよな──観察するような光をのぞかせて見つめやる。

　その光は一瞬で消え、イルはわかりましたと微び笑しようを浮かべて答えた。

「では、まず朝食にしましょう。腹が減ってはなんとやらですし、せっかくの成長期に栄養をとれなくて、王子の身長がこのまま止まってしまっては一大事──」

「誰だれが今ここで身長の話をしろと言った？」

　かなり険悪な表情で睨にらみ返されて、イルは慌あわてて口に出しかけた言葉を吞のみこむ。

　ユートはその顔をもう一度きつい目つきで見やってから、ふうと大きく息をついた。イルの言うことにも一理あると思った──というよりも、若い胃の腑ふが訴うつたえてくる空腹感に勝てなくなったのである。

「まあ、いい……とにかく、朝食にしよう」

　しかし、ユートにゆっくり朝食をとる時間は与あたえられなかった。

　召めし使つかいを呼んで朝食の仕し度たくをさせ、別室で干し果実を練ねり込んだパンに根菜のスープ、すり下ろした芋いもに下味を付けて平たく焼いた料理などを前に、食前の祈いのりを捧ささげた──その直後、急に城内が騒さわがしくなったことに気づいたのである。

「……なんだ？」

　口に運びかけていたフォークを持つ手を止め、ユートは訝いぶかしげに呟く。

　横で茶のカップを傾かたむけていたイルが、軽くまばたきをしてからいつもと同じ口調でユートの問いに答えた。

「どうやら──賊ぞくが出たと騒いでいるみたいですけど」

「──なんだって!?」

　がちゃんと大きな音を立てて、フォークを皿に戻すユートにイルは「駄だ目めですよ、王子」と顔をしかめて言う。

「行ぎよう儀ぎがよろしくありませんよ。食器の扱あつかいはもっと丁てい寧ねいに──」

「そんなことはどうでもいい！」

　嚙かみつくように怒ど鳴なって、ユートは立ち上がった。給きゆう仕じのために同室に控ひかえていた侍じ従じゆうが、ユートの行動にぎょっとしたような顔を見せる。

　そんな表情には気づかず、ユートはイルにつかみかからんばかりの勢いで言った。

「どこだ、連中が現れたのは!?」

「ええと……」

　わずかに視線をさまよわせてから、イルははっきりとその言葉を口にした。

「リオルの村──と言っているみたいです。あれ？　どこかで聞いたような……」

　それを聞いた瞬間にユートの目が限界まで見開かれ、彼はほとんど椅い子すを蹴け倒たおすようにして立ち上がった。
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　ユートは馬を駆かって、全速力でリオルの村へと向かった。

　慣れた道だが、首都からリオルまでは馬で一時間以上かかる。その時間を少しでも短縮するために、ユートは馬に鞭むちを入れて速度を上げる。必死なユートの気持ちが伝わったかのように愛馬フェリも山道を全力で走り抜ぬけた。

「──王子！」

　そんなユートのあとを、やや遅おくれてイルが懸けん命めいに追いかける。

　馬を駆る手つきは危あぶなげなかったが、滅めつ多たにしない全力疾しつ走そうをしているため姿勢がいささか不安定だ。乗っているのはフォーレから連れてきた大人しい気き性しようの牝ひん馬ばで、フェリに比べると体力が劣おとるためもう息が上がりかけている。

「そんなに飛ばしたら、ついていけませんよ！」

「だったらあとから来い！」

　ふり返りもせずに言い捨てて、ユートはさらに馬を飛ばす。

　ローデの王宮でリオルの村が襲おそわれているという話を耳にするなり、ユートは迷うことなく行動に移った。

　即そく座ざに廏きゆう舎しやへと走って、手た綱づなをかけただけのフェリの背に飛び乗ったのである。

　首都に襲しゆう撃げきの報が届くまでの時間を考えると、どんなに急いでも足りなかった。洩もれ聞いた話によれば、村の近くを通った行商人がリオルの方向に向かって駆けていく賊を見かけたとのことだったが、それがすでに一時間近く前のことになる。

（もう、手て遅おくれか──いや、あきらめるのはまだ早い！）

　揺ゆれる馬の背で、ユートは祈りにも似た気持ちで思う。

　脳のう裏りに浮かぶのは、ネイトや親しくなった村の人々の姿だった。彼らの身にもしものことがあったらと思うと、心臓が押し潰つぶされそうな思いがする。

（どうか、無事でいてくれ……！）

　そう願いながらひたすら駆け続け、およそ半時間。

　山道が開けた先に見み慣なれた集落の姿を発見して、ユートは表情をわずかにゆるめ──直後、険しい光がその瞳ひとみにのぞいた。

　村の中から立ちのぼる、幾いく筋すじかの煙けむりを目にしたのである。

　ユートは速度を落とさず、村の中までそのまま駆け込んでいった。ちらりと背後を見やった目に、いくぶん小さくはなったものの遅れずについてきているイルの姿が映る。

　村の中は、惨さん々さんたる有り様だった。

　いたるところで建物が打ち壊こわされ、中には盛大に火の手をあげている家もある。村人たちに大きな被ひ害がいはなかったようだが、燃える家を前に茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでへたりこんでいる男女の姿が痛々しく目に焼き付いた。

　賊の姿はなく、手遅れだったかとユートが唇くちびるを嚙かんだその時──

「うおおおりゃあ──っ！」

　聞こえてきたしわがれ声に、半ば反射的にユートは馬の鼻先を向ける。

　いくつかの建物の間を抜けて、広場に出るなりユートの目にその光景が飛び込んできた。

「──ふんっ！」

　肩かたに担かついだ丸太棒を、ぶんと音を立てて振ふり回すグラッド老人。

　その重量からは信じられない速度で丸太の端はしが宙を舞まい、盗とう賊ぞくたちは彼を遠巻きにしたまま近づくこともできない。

　脇わきには丸太で殴なぐり倒たおされたと覚おぼしき二、三人の盗賊と、彼らの乗っていた竜りゆうの姿があった。ぐったりと横たわる人間と竜は、気絶でもしているのかぴくりとも動かない。

「とっくに引退したじじいが、俺たちのやることに口出しするんじゃねえ！」

　近寄ろうとしたユートの動きを、老人を囲んだ賊の一人が放った言葉が止めた。

「関係ねえくせに、俺たちの邪じや魔まをしやがって──！」

「──ふざけるな、馬ば鹿か者ものが!!」

　空気をびりびりと震ふるわせるほどの声で怒鳴られ、盗賊たちは思わず身をすくませる。

「こんなちっぽけな村を襲うのが〈疾風の紅〉の仕事か!?　とっくに紅の帯を締しめる資格など失っているくせに──てめえらのやっていることはただの小こ汚ぎたない使いっ走りだ!!」

「なんだと……!!」

　盗賊たちの顔に朱しゆの色が走り、彼らはいっせいに老人に襲いかかろうとする。

　ユートが広場へ駆け込んだのは、その瞬しゆん間かんだった。彼は腰こしの小物入れに手をやり、裏の隠かくし鞘さやにおさめていた小刀をまとめて引き抜く。

　腕うでを一ひと振ふりさせて放った刃やいばは、まさに今老人に剣けんを振り下ろそうとしていた男の手の甲こうへとぐっさりと突つき立った。

「──ぎゃっ！」

　男の悲鳴に周囲の賊たちが目をむき、その視線をユートへ向ける。

　その隙すきを、グラッドは見み逃のがすようなことはしなかった。唸うなりをあげて宙を舞った丸太の端が男たちや、竜の頭を次々と打って行動不能に陥おちいらせていく。

（……手助けは必要なかったかもしれんな）

　そうユートに思わせるほど、その動きにはいっさいの無む駄だがなかった。

　しかも、倒れた男たちは意識は失っているものの、致ち命めい傷しようを受けた様子はない。あれだけの勢いで丸太を振り回しながら、巧こう妙みように手加減しているという証しよう拠こだ。

　老人が危あぶなそうな時にだけ小刀を投げて、ユートは援えん護ごに徹てつすることにした。

　その援護の甲か斐いもあって、さほどの時間もかからず盗賊たちは残らず打ち倒され、ユートは馬を下りてグラッドへと歩み寄っていった。

「……たいした腕だな」

　賞賛の響ひびきの混ざるユートの声に、老人はじろりと警けい戒かいするような視線を向ける。

　相変わらず季節を無視した服装だったが、たくましい肩や背中にはぐっしょりと汗あせを搔かいていた。それほど太さはないとはいえ、大人の身長ほどの長さのある丸太を振り回し続けていたのだから当然だろう。

　値ね踏ぶみするような目つきでユートを見返し、グラッドが口を開こうとした時だった。

「──ネイト！」

　広場に響きわたった声に、ユートと老人がはっとしたように顔を向ける。

　薄うすく煙のたなびく道をよろめくようにして歩いてくるのは、ユートにも見覚えのある女性の姿だった。肉付きのいい体格を動きやすそうな衣服に包み、まとめた髪かみを布きれで縛しばった女性──ネイトの母親のマリカだ。

　広場にたどり着くなり、力が抜けたようにその場にへたりこんでしまうマリカに、ユートは慌あわてて駆け寄っていった。

「どうした、ネイトになにかあったのか!?」

「ネイトが……ネイトがいないのよ」

　目に涙なみだをにじませて答えるマリカの全身が土つち埃ぼこりで汚よごれ、その手のひらや指に擦すり傷ができていることにユートは気づく。

「一いつ緒しよに逃にげていたのに、気がついたらはぐれていて……探しているのに、あの子がどこにもいないの！　あの子が隠れていそうなところ全部探したのに……必死に呼びかけているのに、返事がないのよ！」

　厳しい顔つきになってユートが視線を上げると、同じ表情を宿したグラッド老人の顔がすぐ目の前にあった。

　無言のまま互たがいに目を見み交かわしたのちに、グラッドが低く声を発した。

「連中のうちの何人かが森に向かったはずだ──追いかけようと思ったが、そこの連中に邪魔されちまってな。今度会った時は、絶対に逃がさねえつもりでいたのに……まったく情けない限りだぜ」

「そうか」

　短く言ってユートは立ち上がり、近づいてきていた村人の手にマリカを預あずけた。

　グラッドはなにか言いたげな目つきでその様子を見ていたが、ユートはかまおうとはせずに広場の入口に目をやった。

　おろおろとこちらの様子をうかがうイルの姿を、ちらりと見やってから、

「俺たちは森のほうにネイトを探しに行く。他ほかの者は念のためにもう一度村の中を探してみてくれ──もしかしたら、どこかに隠れたまま動けなくなっているのかもしれない。他にいなくなっている者はいないか？」

「あ、ああ……」

「じゃあ、頼たのむ──グラッドは連中が逃げていった方向を教えてくれ！」

　言いながらユートはひらりと馬にまたがり、複雑な色をのぞかせたグラッドの瞳をまっすぐ見下ろす。

「あんたの話を聞くのはあとだ。今は一刻も早くネイトを見つけ出さないと」

「……ああ」

　胸のうちにあるものを振り切ろうとするように、強く首を振ってグラッドは答えた。

「わかった──こっちだ」

　老人とは思えない身のこなしで駆かけだしたグラッドを、ユートは馬で追う。

「行くぞ、イル！」

「は、はいっ！」

　慌てて馬にまたがろうとするイルをその場に残し、ユートと老人はあっという間に走り去ってしまう。

「ま、待って下さい──っ！」

　悲鳴のような声が遠ざかっていくのを聞きながら、ユートは広場を出て村の東に広がる森のほうへと向かっていった。

　先せん導どうする老人がちらりと背後に目をやったが、口に出してはなにも言わない。

　しばらく無言で走ったあと、息も切らさずにグラッドが口にしたのは別のことだった。

「──以前会った時、〈疾風の紅〉を追っていると言ったな？　この国で暴れ回っているのがそうだと……」

「ああ」

「目的はなんだ？　頭目の首にかけられている賞金か？」

　感情を読み取らせない問いに、少し考えてからユートははっきりとした口調で答えた。

「そうだ──最初はな。だが、あの連中の手がかりを探してるうちに、この国の貴族が連中を使ってなにかしでかそうとしているのがわかった。それは──俺の大切な人間の命を奪うばうことかもしれないんだ。そんなこと、万が一にも実行させるわけにはいかない！」

「………」

「それに、あいつらはリオルの村を襲おそった。リオルだけじゃない──他の村もだ。人死にこそ出ていないが、家を失った者や傷を負った者も多い。そんな非道を働く連中を野放しにはしておけないだろう」

　違ちがうか、とユートは目で問いかけ、老人はわずかに表情をやわらげる。

「……そうだな」

　続けてグラッドがなにか言いかけた時、ようやく追いついてきたイルが抗こう議ぎの声をユートに向かって投げた。

「ひ、ひどいじゃないですか！　本当に置いていくなんて──！」

「お前がもたもたしているからだ。それに、ちゃんとこうやって追いついただろうが」

「そんな言い方って……」

　イルの声を最後まで聞かず、ユートは進行方向に目をやる。

　そこに竜に乗った男たちの姿を発見したのだ。男たちの向こうには小さな子供の姿も見え、ユートは自然と表情を硬かたくする。

「ネイト……！」

　後ろ手に縛しばられたネイトは駆けてくる蹄ひづめの響きに気づき、その先にユートの姿を見て取って涙に濡ぬれた顔を輝かがやかせたが、そのあと表情を急変させて叫さけんだ。

「駄だ目めだ、来ちゃ──!!」

　必死なその様子にユートは眉まゆを寄せたが、馬を駆かる速度は落とさない。

　ユートの勢いに驚おどろいたように、盗とう賊ぞくたちがぱっと四方に逃げ出したがユートはあえて追おうとはしなかった。今は、ネイトの身の安全を確保する方が先だ。

　ネイトのそばで馬を止め、降り立ったユートに少年は涙目ですがりついた。

　両りよう腕うでが使えないためほとんど体当たりするような格好になるが、ユートはしっかりと少年を抱だき留とめてやる。

「大だい丈じよう夫ぶか──？」

「逃げて、早く！　ここにいちゃ──」

　必死に告げる言葉を、最後まで聞くことはできなかった。

　ごおっと音を立てて、少年とユートの周囲が火に包まれたためだ。近づいてきたグラッドとイルの姿も炎ほのおの中に吞のみこまれる。

　ほとんど爆ばく発はつするような勢いで、炎の舌は周囲に広がっていった。

　しかしなぜか、ある範はん囲いを境さかいにそこから先へは決して燃え広がろうとはしなかった。まるで見えない線がそこに引かれてでもいるようだった。

「……やったか？」

　天高く火の手をあげる炎のまわりに、逃げ去ったはずの盗賊たちが集まってきた。

　彼らの乗る竜りゆうは炎に怯おびえる様子も見せず、彼らはその背の上から首を伸のばして炎の向こうをうかがい見ようとする。

「やっただろう、いくらなんでも……」

　そのために地面に燃えやすい枯かれ草くさや小枝を敷しきつめ、薄く土をかけた上に油をたっぷりと撒まいておいたのだ。

　この仕し掛かけはリオルの村を襲う前に、あらかじめ準備してあったものだった。

　森の中でも火が必要以上に燃え広がらない場所を探し出し、仕掛けを用意した上でリオルの村へと向かったのだ。

「これで、あの小うるさい王子も片付いて……」

　腰こしに紅の帯を巻いた男たちの一人が、そう言った時だった。

　彼らの目の前で、音を立てて燃えさかっていた炎が断たち切られたように消えた。

　ぎょっと目を見開いた男たちの目に映ったのは、黒くろ焦こげとなったユートたちの死体──ではなかった。

　そこにあったのは、無傷のユートと彼に庇かばわれるように立つ数名の姿だったのだ。

　炎の中にいたにもかかわらず、しっとりと全身を濡ぬらしたユートの両手には銀に輝く優美な長ちよう剣けんが握にぎられていた。

「な……っ!?」

「俺一人を始末するのに、ずいぶん念ねんの入ったやりようだな」

　ユートの声は静かだったが、抑おさえきれない怒いかりがはっきりとにじんでいた。

「だが、そのために無関係な人間まで巻き添ぞえにしようとは──それもこんな子供まで。お前たちのやり口は畜ちく生しようにも劣おとる──人間のやるべきことではない」

「や──やれっ！」

　蒼そう白はくな顔でユートを見ていた男たちの中の一人が、仲間に向かって大声で怒ど鳴なった。同時に我われに返ったように、弓を持った盗賊がユートに狙ねらいを定めて引き絞しぼった矢を放つ。

　ユートはその場から一歩も動かず、手にした剣を真横に振ふるった。

　それだけで凄すさまじい音を立てて突とつ風ぷうが巻き起こり、ユートの身体からだに突つき刺ささろうとしていた矢が紙かみ屑くずのように吹ふき飛ばされる。

「──我が名において命じる。〈イリュウス〉！」

　ユートの声が凜りんと響ひびくのと同時に、空中に漂ただよっていた細かな水すい滴てきが見る見るうちに大きさを増し、氷の破は片へんのような透とう明めいな刃やいばとなった。

　片手に剣を持ち替かえたユートが、開いた左手を男たちに向けて一声叫ぶ。

「我が敵を、その力もて切り裂さけ！」

　空中に浮うかんだいくつもの刃が、目にも留まらない速さで男たちに向かって飛んだのはその瞬しゆん間かんである。

「ぎゃっ!!」

　鋭するどい刃に身体の各所を切り裂かれ、次々と男たちは竜の上から落ちていった。

　傷そのものはさして深くなかったが、刃に加えられた凄すさまじいまでの速度が男たちを一いつ瞬しゆんで気絶させるほどの衝しよう撃げきを生み出したのだ。かろうじて意識のある者も、痛みと衝撃でまともに起きあがるどころか動くことすらできない。

　地面に倒たおれた男たちをユートは冷たい目で見下ろし、握っていた剣の柄つかを離はなした。

　落下するかに思えた剣は、その途と中ちゆうで靄もやがかかったように形を薄うすれさせ、白と銀の見慣れぬ衣装に身を包んだ青年の姿となってユートのかたわらに膝ひざをつく。

　フォーレに伝わる精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉に宿る精霊──それがイルの正体である。

　水を自在に操あやつり、天候さえも支配する力を持つ魔ま法ほうの剣。そこに宿る精霊本来の姿となったイルは、透すきとおるような銀の髪かみと薄く紫むらさきを帯おびた青水色の瞳ひとみの持ち主で、顔立ちそのものは少しも変わっていなかったが、表情がないためかまったくの別人のようにも見えた。

　わずかに複雑な表情でそれを一いち瞥べつしてから、ユートは後ろに立つ二人に視線を向けた。

「大丈夫か？　怪け我がは？」

「平気──だけど」

　老人に縄なわを解ほどいてもらったネイトが、困こん惑わくしたような顔でユートを見返す。

　顔色は多少悪かったものの、その身体には傷一つなかった。盗賊が放った火矢が足元に突き立った瞬間、ユートは〈イリュウス〉を解放して自分たちを水の膜まくで包んだのだ。

　空気中の水分を集めてできた防護膜は、周囲が火に包まれても少しも温度を上げることなくユートたちの身を守ってくれた。あとで少々服が濡れたが、全身丸まる焦こげになることを考えたらそのくらい被ひ害がいのうちにも入らないだろう。

「ユート、今のって……」

　少年の目がかたわらの精霊に向けられているのに気づいて、ユートはその顔に困ったような微び笑しようをのぞかせた。

「すまなかったな、驚かせて──だが、悪いものではないから……」

「それって魔法の剣だよね？　ってことはユートはフォーレの王子様なの？　水の精霊の宿る魔法の剣……それを持っているのって、フォーレの王子様なんだろ？　オレ聞いたことがあるよ。ずっと、ただのおとぎ話だって思っていたけど……」

　驚きと興味で顔を赤く染めてネイトは尋たずねかけ、ユートはわずかに視線を泳がせてから観念したような表情でうなずいた。

「まぁ──実は、そうなんだ。ずっと黙だまっていて悪かったな」

「ううん！　──あ、ごめんなさい。じゃなくて……お許し下さい？」

　まごつきながら敬語らしきものを口にしようとするネイトを、ユートは慌あわてて制止する。

「今まで通り話してくれないか？　ここでは俺は単なるよその国の貴族のユート──そういうことにしておいてくれ！　せっかく仲良くなれたのに、こんなことで距きよ離りを置かれるのは嬉うれしくない」

「……うん」

　少しばかり迷う様子を見せたものの、すぐに笑え顔がおになってネイトはうなずいた。

　ユートもほっと表情を崩くずし、そののちに厳しい光を浮かべた瞳を地面に倒れた盗賊たちへと向けた。

　近づいていくと、かたわらの竜が威い嚇かくするような唸うなり声をあげる。

　倒れていた男たちの中の一人が、その声に気づいたように顔を上げた。浅黒い肌はだに髭ひげを生やした三十代の男で、身体のあちこちから血を流しているが骨など折れた様子はない。

「……さて、話を聞かせてもらおうか」

　足を止めてユートが言葉を投げると、男はふてぶてしい笑みを浮かべて言った。

「てめえに……話すことなんかねえよ」

「俺を始末するように、お前たちに命令を下した者がいるはずだ。大人しく答えれば命を取るようなことはしない──それとも、もう少し痛い思いをしなくては話す気になれんか？」

「脅おどしたって無む駄だだぜ、王子様よ？　そんな可愛かわいい顔でいくら脅されてたって、ちっとも怖こわくなんか……！」

　無言で腰から抜ぬいた剣を、ユートはぴたりと男の喉のど元もとに突きつける。

　引きつった顔で言葉を止める男に、ぞっとするほどに冷えきった口調と表情でユートは声を投げ放った。

「外見で人を判断すると、痛い目に遭あうと誰だれか教えてくれなかったのか──？　命を奪うばわない程度に苦痛を与あたえるやり方はいくらでもあるんだぞ。人間がどこまで痛みに耐たえられるのか、自分の身体で試ためしてみるか？」

「し……知らねえっ！」

　あっさりと前言を撤てつ回かいし、蒼そう白はくな顔になって男は喚わめきたてた。

「頭かしらに言われたようにやっただけだ！　俺はなにも聞かされてないっ！　俺たちに『仕事』を頼たのんだ相手と連れん絡らくが取れるのは、頭一人だけなんだ!!」

「……その頭はどこだ？」

　低い声で問いかけたユートに、男は嘲あざけるような光を瞳の奥にのぞかせて言った。

「──仕事さ」

「な……ん、だと？」

「俺たちは邪じや魔ま者ものをおびき出して、始末する係なんだよ。残りの奴やつらはみんな仕事に向かっているところさ──てめえの姉貴を片付けに、ベイルまでな」

　下げ卑びた笑みを浮かべた男の顎あごを、ユートは返した剣の柄つかで殴なぐりつけて一瞬のうちに男を昏こん倒とうさせる。

　ぐったりと伏ふした男に見向きもせず、来た道を引き返そうとした時だった。

「──ユート！」

　村の方向から近づいてくる騎き馬ばの影かげに気づき、ユートはわずかに目を見開いた。

　馬にまたがっているのは、いささか服装がくたびれてはいたものの怪我を負った様子はないタジェスだったのである。

　その後ろには、やや遅おくれて驢ろ馬ばに乗ったミルドがついてきているのも見えた。

「よかった、無事で──！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　どこをほっつき歩いていた!!」

　思わず怒鳴り返してから、今はそれどころではないと思い返してユートは馬の背に飛び乗るようにしてまたがる。

「どうしたというん──」

「姉上が危ない！　すぐに王宮に向かわなくては!!」

　ユートは強く馬の腹を蹴けって走り出そうとし──愛馬が全身におびただしい汗あせを搔かいていることに気づいた。

　考えてもみれば、王宮からここまでずっと全ぜん力りよく疾しつ走そうしてきたのだ。

　来る時はリオルの村まで保もてばいいとしか考えなかったが、こうなってくると判断の甘さが悔くやまれた。小さな農村では、替えの馬を手配することもできまい。

　タジェスの乗ってきた馬を借りることも考えたが、彼もかなり飛ばしてきた様子で馬は荒あらい息を吐はいている。

（どうする──？）

　奥歯を嚙かみしめて、胸のうちで呟つぶやいた時──

　ふっと脳のう裏りにひらめいた考えに、ユートは弾はじかれるようにして顔を上げた。

　慌てて腰こしの小物入れに手を突つっ込み、中から一枚の紙し片へんを取り出す。広げた紙片に描かかれているのは、ベイルを含ふくむこのあたり一帯の地図だった。

〈疾風の紅〉の手がかりを探して歩き回りながら、ユートが描きとめてきたものだ。

「……ユート？」

　無言で地図を見つめるユートを、やや怪け訝げんそうな顔つきでタジェスが見やる。

　その手元に視線を落とそうとした時、ユートは音を立てて地図をたたみ、小物入れの中へと突っ込んだ。

「──村へ戻もどるぞ！」

「え？」

　困惑した様子を隠かくさないタジェスにかまうことなく、ユートはきっぱりした口調で誰にともなく言葉を放つ。

「村に戻って、誰か小こ舟ぶねを持っていないか聞く！　最短の時間で王宮まで戻るには、それより他ほかに方法がない！」

「小舟……って、君はいったい」

　言いながらタジェスは、ユートの目が自分以外の何者かに向けられているのに気づく。

　ユートの見ている方向へ彼は視線を動かし──腑ふに落ちたような表情が、琥こ珀はく色いろの瞳の奥にのぞいた。

　そこには人間の姿に戻ったイルが、きょとんとした顔で立っていたのである。

「……なにを考えているのか知らないけど、策はあるってことだね？」

「急ぐぞ、イル！」

　タジェスの言葉には答えず、ユートは馬を引いて村の方向へと歩き出す。

　その直前、少しだけ足を止めて倒たおれている盗とう賊ぞくたちに目をやり、ユートはグラッドに視線を移して短く言った。

「あとは頼む──たぶん、もうじき軍も到とう着ちやくするはずだ」

「ちょっと待ちな」

　すぐに背を向けて歩き出しかけたユートを、グラッドは芯しんの通った声で呼び止めた。

　わずかに眉まゆを寄せ、ユートは老人の顔を見やる。急いでいるんだ、と投げ返そうとした声はグラッドが続けた言葉にさえぎられた。

「お前さん、小舟がいると言ったな？」

「ああ──」

　訝いぶかしげに返した声が、途と中ちゆうでなにかに思い当たったように止まる。

　期待と戸と惑まどいを半々にのぞかせたユートの瞳ひとみを見やって、グラッドはにやりと口元に骨太な笑みを浮うかべた。

「だったら来い。ボロ舟でもよけりゃ、俺が使っているのを貸してやる」







　ユートはグラッドに案内されて、村のすぐ近くを流れる川の縁へりまで降りていった。

　盗賊たちは着衣を裂さいて縛しばり上げ、森の中に残してきた。竜りゆうはそのままだが、自分に近づく人間に警けい戒かいの唸うなりをあげるだけで、積極的に襲おそいかかったりするようなことはないので問題はないだろう。

　三頭の馬を預あずかったネイトが、軍が到着し次し第だい通報してくれることにもなっている。

「こっちだ──足元が滑すべるから気をつけろ」

　先導するグラッドが、ちらりと後ろを見て声をかける。

　ユートに対してというよりは、むしろ足元がおぼつかない他の三人に向かってかけられた言葉と思われた。

　山育ちのユートは岩だらけの川縁も慣なれたものだったが、ミルドは運動神経そのものがやや不足している印象で、動きそのものは俊しゆん敏びんなタジェスも街育ちで慣れない悪あく路ろに悪あく戦せん苦く闘とうしている──イルに至いたっては、もはや言うまでもない。

　それでも全員無事に川縁に繫つながれた小舟のところまで到着すると、ユートはグラッドに向かって礼の言葉を投げた。

「ありがとう、なるべく無事に返せるように努力するが──」

「どうせボロ舟だ。気にすんな」

　あっさりと言い放って、グラッドは舟を繫いでいる縄なわをほどく。

　ほどいた縄を舟の中に投げ込むと、さっさと乗れというようにグラッドは顎あごで舟を示した。

　ユートは老人の顔をじっと見つめ、深々と頭を下げたのちに舟に飛び移る。ほとんど足音もたてなかったが、小さな舟はその衝しよう撃げきで縦たてに大きく揺ゆれた。

　続けてタジェスとイル、ミルドまでが次々と舟に乗り込む。転てん覆ぷく寸前まで揺れる舟の上で、ユートは額に青筋を立てて怒ど鳴なり声をあげた。

「──お前らっ！　ここで舟を沈しずめるつもりか!?」

「いや、そんな気は毛頭ないんだけど……」

「落ちるかと思いました、王子……怖こわかったですよぅ」

「あはは、まさかこんなに揺れるとは思ってなくて。転覆しなくて良かったですね」

　三者三様の答えに、ユートは思わず拳こぶしを握にぎりしめる。

「お前らに反省という言葉は──いや、それよりミルド！　どうしてお前がここにいるっ!?」

「まぁ、色々と事情がありまして。説明している時間が惜おしいですから、ここはさっさと出発してしまいましょう？　急いでるんじゃなかったですか？」

「………」

　きわめて疑わしそうな視線をユートはミルドへと向け、その目をタジェスへと移した。

　タジェスは肩かたをすくめて「ちょっと長い話になるんでね」と返し、ユートは無言で川下へと視線を戻した。

　事情は不明だが、タジェスの表情を見ればミルドが敵でないことだけは明らかだった。

　今はそれだけで十分だった。はからずもミルドが言ったように、今は一秒たりとも無む駄だにはできない──事情を詮せん索さくするのは後回しだ。

「イル」

　揺れる小舟の舳へ先さきに立って、ユートはふり向きもせずに言った。

「はい？」

「舟のまわりだけ、水の流れを速めることはできるな？」

　まばたき一つの間のあと、イルは表情一つ変えることなく「はい」とうなずいた。

　思い出したように、にっこりとその顔に笑えみを浮かべて、

「そのくらい、おやすいご用ですよ」

「頼たのむ──舟が保もつぎりぎりまで速度を上げろ」

「お任せ下さい、王子」

　イルが言うや否いなや、川の流れに乗って動いていた小舟が急流に乗ったかのようにその速度を急激に上げた。
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「うわっ！」

　舟から放ほうり出されそうになったミルドが、慌あわてて船ふな縁べりにしがみつく。

　タジェスもやや表情を硬かたくして、飛び去るように流れていく岸辺の風景を眺ながめていた。舟は縦に揺れながら、なおも速度を増していく。

「ちょ、ちょっと……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　タジェスの動どう揺ようした声に、ユートは姿勢を低くしながら答えた。

「大丈夫だ、この程度で舟は壊こわれない」

「そうじゃなくて、私たちが──うわっ！」

　舟の底が水面を離はなれ、水面を小石のように何度も跳はね飛ぶ。

　ユートは激しい揺ゆれをものともせずに立ち上がり、体重を乗せて船ふな底ぞこを力ちから一いつ杯ぱい踏ふみしめた。

「……の、おさまれ──っ！」

　その勢いで船底は再び水の中に戻り、水流に乗ってさらに加速する。

　すでに目を開けているのも難しいほどの風が全身を叩たたいていたが、ユートは腕うでを上げて顔を庇かばっただけで目を細めようともしなかった。

　降りかかる飛沫しぶきもものともせず、その目は流れの先をまっすぐに見つめている。

　その様子から声をかけても無駄と判断して、タジェスは振ふり落とされないように舟の内側にぴったりと身を伏ふせた。後ろに座っているイルは、この揺れの中でも妙みように楽しげに笑っているだけで微び動どうだにしない。

　そんな背後の様子には気づかず、ユートは身を乗り出すようにして叫さけんだ。

「行け──っ!!」

　応こたえるようにさらに速度を増す舟の上で二人分の声にならない悲鳴があがったが、確かく認にんする間もなくその声は風に奪うばい去られていった。
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　ファナは首都ベイルから少し離れた場所にある、ローデ王家の霊れい廟びようへと馬車で向かっているところだった。

　霊廟は王家の祖先を祀まつったものだ。王家に嫁とつぐ女性は必ず詣もうでなければならないと決まっているわけではないが、慣習として式の前に一度は足を運ぶのが常だとその存在を教えてくれた人物は語った。

「……ファナ様、なんだか楽しそうですね」

　馬車の座席に向かい合わせに座った侍じ女じよのカーナに声をかけられ、ファナはゆるんだ表情を隠かくそうともせずに答える。

「だって、セイのご先祖様に挨あい拶さつしに行くんですもの──それに、王宮から出るのもずいぶん久しぶりのことでしょう？　ローデに来てからこっち、ずっと衣装の準備や式の打ち合わせで王宮から一歩も外に出られなかったんですから」

　そうですけど、とやや男っぽい仕草で肩をすくめるカーナは、十六歳の少女だった。

　長い栗くり色いろの髪かみを後頭部で一つに束たばねて背に垂たらしている。大きな金きん緑りよく色しよくの瞳ひとみとはっきりした顔立ちが目を引く少女だったが、ぴしりと背筋の伸のびた姿勢のよさが侍女の外出用のドレスにやや不ふ釣つり合いな印象を与あたえた。

　車内にはもう一人、ファナの隣となりに腰こし掛かけた若い金きん髪ぱつの侍女もいたが、そちらは二十歳はたちほどの大人しそうな女性だ。

「それにしても、今日になって急に予定が変わるなんて……どうせなら、もう少し早く教えてくれればよかったのに」

　そうしたら、婚こん礼れい衣装を一日で仕上げようと完かん徹てつ仕事する羽は目めにもならなかったのに──とカーナはあくびを嚙かみ殺しながらぼやく。

「そうね……本当にお疲つかれさま、カーナ」

「一晩二晩の徹夜くらい、どうってことありませんよ。大急ぎで仕上げなければいけなかったせいで、十分満足のいく仕事ができなかったっていうのが不満なだけです。あと一日くれればもっと丁てい寧ねいに仕上げられたのに！」

　憤ふん然ぜんとしてカーナが言い放った瞬しゆん間かん、外で激はげしい馬のいななきが聞こえた。

　同時に馬車の速度ががくんと落ち、よろめいたファナの身体からだをカーナが支える。その身体を座席に押し戻もどすと、カーナは窓に顔を寄せて外の様子をうかがい見た。

「……っ！」

　思わず息を吞のんだのは、そこに奇き妙みような生き物に乗った男たちの姿があったためだ。

　男たちの数は十四、五人──全員が武器を携たずさえているところから見ても、穏おだやかならざる用向きがあってのものとわかった。

　馬車は王宮からついてきた兵士に守られているはずだったが、目の届く限りそれらしい姿はどこにも見当たらない。

　窓から同じ光景を見たファナが、悲鳴をこらえるようにぎゅっと口元を引き結むすんだ。

　その身体を押しやるようにして窓から離れさせると、カーナは身を屈かがめて座席の下に置いてあった長ちよう剣けんを取り上げた。

　すらりと剣を抜ぬき放つカーナを、ファナが怯おびえを宿した瞳で見やる。

「カーナ、あなた……」

「ファナ様は下がってて──アーシャ、ファナ様をお願い」

　もう一人の侍女が、蒼そう白はくな顔をしながらもしっかりとうなずくのを見て、カーナはわずかに笑みを浮うかべる。

　しかし、馬車の扉とびらに向けた瞳にもう笑みは残っていなかった。

　速度を落とした馬車が止まるのと同時に、外から乱暴に扉が開けられる。その瞬間カーナは最小限の動きで、手にした剣を突つき出した。

「──うわっ！」

　剣先は扉を開けた男の腕を浅く切り裂さき、目をむいた男の身体をカーナはドレスの裾すそを跳はね上げて思いきり蹴けり飛ばす。

　男が馬車の外に転がり落ちた瞬間、カーナも床ゆかを蹴って馬車から飛び出していた。

　爪つま先さきが地面に触ふれるのと同時に身を屈かがめ、寸分の乱れもなく着地すると男たちに向けてその手の剣を構かまえてみせる。

「フォーレのファナ姫ひめの馬車と知っての狼ろう藉ぜき!?　だったら容よう赦しやはしないわよ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めた声を、男たちは目に嘲ちよう弄ろうの色を浮かべて受け止めた。

　馬車の周囲は巨きよ大だいな生き物に乗った男たちにぐるりと囲まれており、立ち向かうのはおろか逃にげ出すのも難しい状じよう況きようだ。

　馭ぎよ者しやは無事なようだが、剣を向けられて身動きすることもできないようだった。

「ずいぶん勇ゆう敢かんなお嬢じようさんじゃねえか」

　にやにやと笑みを浮かべて、男たちの中央から若い男が嘲あざけるように言う。

　彼の乗る生き物──伝説に登場する竜りゆうの姿によく似ていた──は他ほかのものよりも一回り以上大きく、風を受けてなびくたてがみや翼つばさも立派に見えた。

　男は二十代前半──癖くせのある赤茶色の髪をした背の高い男だ。

「だけど、そんな危ないものを振り回しちゃいけないぜ？　大人しく後ろの姫さんをこっちに渡わたせば、痛い目には遭あわせないでいてやるからよ」

「──おやめなさい！」

　響ひびきわたったその声は、カーナのものではなかった。

　いつの間にか馬車を降りていたファナが、カーナの前に進み出て凜りんと声を上げたのだ。

「ファナ様！」

　慌あわててカーナがファナの前に立とうとするが、ファナは男たちから視線を外さぬまま厳しい声で「下がっていなさい」と命じる。

「わたしに用があるのなら、わたしだけを連れて行きなさい。他の者たちに手出しすることは許しません。あなたたちが何者かは知りませんが、男としての矜きよう恃じがあるのなら無関係の娘むすめにまで危害を加えるような真ま似ねは控ひかえなさい」

「そいつは、その娘次し第だいだけどな」

　男の言葉に、ファナはすがるような視線をカーナへと向ける。

「カーナ……」

「こいつらの言うことなんて信用しちゃいけません！」

　ファナに目を向けることもせず、カーナはよく通る声ではっきりと言い放った。

「第一、ファナ様を賊ぞくの手に渡しておいて、あたしがおめおめ国に帰れるとでも思っているんですか？　そんなことをしたら、父にも王様にも顔向けできません！」

「でも……」

「これでも、剣の扱あつかいについてはティエル様からきっちり叩き込まれてます。こいつらを片付けるのは無理でも、多少の時間を稼かせぐくらいなら──」

「……いい度ど胸きようだ」

　冷たく笑って、男は仲間に向かって合図を送る。

　竜に乗ったまま周囲の男たちがじりじりと包ほう囲い網もうをせばめ、カーナは剣を正面に構えたまま軽く唇くちびるを嚙んだ──その時だった。

「──っ！」

　風に乗って届いたかすかな声が、カーナの耳を打った。

　はっとして音の方向を見やったカーナの目に、近づいてくる三騎きの影かげが映る。見覚えのある輪りん郭かくをそこに発見し、カーナの表情が明るくなった。

「──姉上っ！」

　カーナが声をあげるよりも早く、全速力の馬の背からユートが叫さけぶ。

　小さく見えるその顔に必死の表情を見み出いだし、カーナは一いつ瞬しゆんだけ口元をほころばせてから浮き足立った様子で殺さつ到とうする男たちに向き直った。

「邪じや魔まするんじゃ──」

　濁だみ声ごえとともに振ふり下ろされた剣を、カーナは両手で握にぎった剣で受け止める。

　まともに打ち合うことは避さけ、刃は先さきをわずかにずらして攻こう撃げきを受け流すと、カーナは体勢を大きく崩くずした相手の肩かたを斬きりつけた。

　竜から転げ落ちる盗とう賊ぞくを見ようともせず、彼女は横に飛び退のいて次の攻撃をかわす。

　──はずだったが、ぐっと膝ひざに力を入れた瞬間にドレスの裾を踏ふんづけてしまい、カーナは大きくバランスを崩して倒たおれ込んだ。

「──きゃっ！」

　かろうじて刃はかわしたものの、その直後には竜の足がすぐ目の前まで迫せまっている。

　カーナにできたのはぎゅっと身を縮ちぢめて、頭を庇かばうことだけだった。

　しかし次の瞬間、竜の背に乗った男が呻うめき声を上げて身を伏ふせ、重心がずれたことによって竜の足取りがわずかに乱れた。そこに生まれた隙すきを見み逃のがさず、カーナは転がるようにして竜の足の間をすり抜ける。

「大だい丈じよう夫ぶか、カーナ！」

　泥どろだらけになりながら立ち上がったカーナに、馬上から小刀を投げたユートが声をかけた。

「平気よ、それよりファナ様を──」

　返しかけたカーナの声が、あたりに響きわたった大声にさえぎられた。

「──てめえら!!」

　視線を向けた先には、首領と覚おぼしき赤毛の男の姿があった。

　だが、ユートが思わず息を吞んだのは男のすぐ近くに、打たれたように立ちすくむファナの姿を発見したためだった。

「姉上っ！」

　ユートの声と同時に、彼の横でタジェスが持っていた弓矢をかまえるが間に合わない。

「動くなっ!!」

　竜の上から腕うでを伸のばした男が、ファナの身体からだを引きずり上げるほうが早かった。

　侍じ女じよのアーシャが懸けん命めいに取りすがろうとするが、男に乱暴に打ち払はらわれてあっけなく地面に倒れる。

「──貴様！」

「この女の命が惜おしかったら、そこを動くんじゃねえ！」

　その言葉よりも、ファナに剣を突きつける動作がユートの動きを奪うばった。

　他の者も同様に動きを止めるのを見て、男はようやく余よ裕ゆうを取り戻もどしたようにユートたちに向かって命じた。

　片かた腕うでに抱かかえたファナの身体を、ことさらに見せつけるようにしながら、

「武器を捨てな。持ってる武器を全部──だ」

　ユートはきつく奥歯を嚙かみしめたが、ファナの首に刃を当てられているこの状況では逆らうことはできなかった。

　片手の指を開いて、その間にはさんでいた幾いく本ほんかの小刀を地面に落とす。

　さらにゆっくりとした動作で、ユートは腰こしの剣けん帯たいを外はずして離はなれた場所に放ほうり投げた。イルとタジェスもユートにならい、それぞれ持っている武器──イルに関しては、飾かざりも同然のものだったが──を地面に捨てる。

　ちらりとイルに目をやってから、ユートは丸まる腰ごしであることを示すように両手を上げて赤毛の男に言った。

「姉上を解放してもらおうか」

「武器を捨てたら放すなんて、一言も言ってねえだろ」

　嘲あざ笑わらうように言って、男はユートの全身を検けん分ぶんするように眺ながめる。

「まったく無傷か。リオルに向かった連中、いったいなにしてやがったんだか……まあいい。ここでお前を片付けて、この女も始末すれば帳ちよう尻じりは合うさ」

「……誰だれの命令だ？」

　用心深く男を見み据すえながら、ユートが低い声で尋たずねた。

　答えが返ってくるとは思っていなかったが、それを口にした理由は一つ──男の注意を自分へと向けさせるためだった。

「答える必要はねえだろ」

　そんなユートの内心には気づかぬ様子で、男はくくっと喉のどを鳴らして笑う。

　しかし、ファナの首筋に当てられた刃はぴくりとも動かず、ユートは表情を変えることなく内心で歯嚙みした。

（……せめて、もう少し離れれば）

　ユートが少しでもおかしな行動を取れば、男は迷わずその手の剣けんでファナの首筋を切り裂くだろう。たとえそれで人ひと質じちを失うことになったとしても、丸腰のユートたちが相手ならさほど困ることはない──きっと、そう考えているはずだ。

（ほんの一瞬でも、あの男の注意を他に向けることができれば──）

　ユートが胸の奥底でそう呟つぶやいた時──彼の耳に、風を切るかすかな音が届いた。

　その正体にユートが思い至るよりも早く、どこからか飛来した一本の矢が赤毛の男の肩かた口ぐちに突つき立った。

「──ぎゃっ！」

　男が悲鳴をあげた瞬しゆん間かん、ユートは反射的に馬の背から飛び降りていた。

　地上を風のように駆かけ抜ぬけ、放ほうり出される形となったファナの身体の真下に飛び込む。勢い余って転てん倒とうしそうになりながらも、彼はぎりぎりで踏み止とどまって落ちてきた姉の身体を両りよう腕うででしっかりと抱だき留めた。

「──〈イリュウス〉！」

　ほとんど身長の変わらない姉を腕に抱えたまま、ユートは宙に向かって声を放つ。

　盗賊たちに囲まれていたイルが姿を消したのはその時で、彼は再び剣の姿となってユートの手元へと現れた。

「な……っ!?」

　その瞬間を目もく撃げきした赤毛の男が、肩の傷を押さえたまま驚きよう愕がくの声を洩もらす。

「てめえ……!!」

　ユートはその声を聞こうともせず、つかみ取った長剣を横よこ薙なぎにふるった。

　同時にごおっと音を立てて巻き起こった竜たつ巻まきが、男の身体を竜りゆうの上から吹ふき飛ばした。風に含ふくまれた無数の氷のかけらが男の身体に細かな傷を付け、男はもんどり打って地面に転がったあとで声もなく痛みに身を震ふるわせる。

　片腕に抱いたファナの身体を下ろすと、ユートは矢の飛んできた方向に視線を向けた。

（今のは……？）

　その視線が、道からわずかに離れた崖がけの上で止まる。同時にユートはこぼれ落ちそうなほど大きく目を見開いた。

「──！」

　そこにあったのは、目の前の盗賊たちと同じ翼つばさ持つ竜にまたがった男たちの姿だったのだ。彼らの腰にもまた、鮮あざやかな真しん紅くの帯が巻かれている。

　しかし決定的に異なっているのは、彼らの目に宿る力強い輝かがやきと──なにより統とう率そつのとれた彼らの行動そのものだった。

「捕とらえろ！」

　張りのある声が命じるのと同時に、彼らの乗った竜は崖の上から大きく跳ちよう躍やくする。

　広げた翼が風をとらえ、滑すべるように空中を舞まい降りる。その姿にユートは一瞬見とれかけてから、慌あわててファナを庇かばうように剣を構え直した。

　しかし、男たちはそんなユートに目をくれようともしなかった。

　彼らがいっせいに襲おそいかかっていったのは、同じ出いで立ちをした盗賊団のほうだったのだ。

「うわぁっ！」

　竜の爪つめや牙きば、それに男たちの手にする武器が次々と盗賊たちを打ち倒していく。

　盗賊たちも懸命に応戦しようとするものの、竜を自在に操あやつって襲い来る男たちを前にまるで歯が立たないようだった。竜から叩たたき落とされ、あるいは傷を負って動けなくなっていく盗とう賊ぞくたちをユートは呆ぼう然ぜんと眺めるしかなかった。

　その頭上で風を叩く音が聞こえ、ユートははっとして顔を上げた。

　黒い影かげが舞い降りる──そう見えた直後、影は器用に空中で方向転てん換かんしてユートの目の前に降り立った。

　ばさりと羽根をたたんで、身を伏ふせた竜の背から一人の男がユートに声を投げる。

「無事かい、王子様？」

　快かい活かつなその声に、ユートはとっさに答えることができなかった。

　紅の腰こし帯おびを巻いた男のその髪かみは、帯の色よりもなお鮮やかな真紅だった。癖くせのあるその髪に何色もの組み紐ひもを混ぜて編み込み、頭には洗いざらした朱しゆの布を巻いている。さほど上背はなかったが、袖そで無なしの衣服に包まれた身体には無む駄だのない筋肉がついている。

　年ねん齢れいは二十二、三──やや目め尻じりの吊つり上がった、深い青緑色の瞳ひとみが印象的な青年だ。

　顔立ちは十分端たん整せいといえるものだったが、不思議と記き憶おくには残らず、むしろ生き生きとした表情のほうが脳のう裏りにくっきりと焼きつけられる。

「遅おそくなって悪かったな。全速力で来たんだけどよ──まぁ、ギリギリで間に合ったんだから大目に見てくれや」

「お前は……？」

　ようやくといった様子で、ユートが言葉を口にする。

　その声は警けい戒かいよりも、困こん惑わくの色を濃こくにじませたものだった。青年は悪戯いたずらをたくらむ子供のようににんまりと目を細めると、張りのある響ひびきの声で言った。

「なんだ、冷てえな──俺らのことを捜し回っていたんじゃなかったのかよ？」

「──！」

　言葉の意味を理解するのと同時に、思わずユートは息を吞のむ。

「悪いが、話はあとだ。先にこっちの用事を片付けさせてくれ──たいした時間はかからねえからよ」

　口を開こうとしたユートの言葉をひらりと手を振ふって止め、青年は竜の背から飛び降りる。彼が向かった先には、地面に倒たおれ込んだままの赤毛の男の姿があった。

「おい、コルム」

　しかし足を止めて、男へと投げた声には一いつ片ぺんの温かみも含まれていなかった。

「こんなところで刺し客かくの真ま似ね事ごととは、いい度胸じゃねえか──団を追放されただけじゃ、まだ足りなかったみたいだな」

　コルムと呼ばれた男が、怯おびえたようにのろのろと顔を上げる。

　肩かたに受けた矢傷を押さえ、青年を見上げる顔には憐あわれみを請こうとも不満を隠かくすともつかない表情がのぞいていた。

「俺は、ただ──」

「この国でてめえらがやってきたことを、俺たちが知らないでいるとでも思っているのか？　よりにもよってその出で立ちで、なんの力もない旅人やちっぽけな村を襲ったって？　それも貴族の手先に成り下がって、女一人の命を狙ねらう──その隠かくれ蓑みのとするためだけに」

　男に向けたその目にも、先さき程ほどまでの笑えみはかけらも残されてはいなかった。

「一度は真紅の腰帯を身につけたんだ。〈疾風の紅〉の名を貶おとしめるってことがどういう意味を持つか、てめえも理解しているんだろう？」

「待て、カ──いや、お頭かしら！」

「てめえに、その名を呼ばれる覚えはない」

　冷たい目で言い放って、青年は抜き放った剣をコルムの右みぎ腕うでへと振り下ろす。

　鋭するどい斬ざん撃げきは肉を断たち骨までも砕くだき、男の腕の機能をほぼ完全に奪うばった。たとえ傷が完治しても、その腕を以前と同じように動かすことは難しいだろう。

「ぐ……ああああっ!!」

　絶ぜつ叫きようするコルムに目もくれず、青年は刃を一ひと振ふりして血を振り落とす。

　腰こしに巻いた帯の端はしで軽く刃を拭ぬぐい、それを鞘さやに収めて青年はユートへと向き直った。

「よう、待たせちまったな」

　その顔に浮うかんでいるのは、最初に見せたものと同じ飄ひよう然ぜんとした笑みだった。

　ユートは答えることなく、背中に庇かばったファナの身体からだをカーナのほうへと押しやる。その手には、まだ〈イリュウス〉がしっかりと握にぎられたままだった。

　あからさまに警戒する様子のユートに、青年はわずかに苦く笑しようをのぞかせて言った。

「おいおい……助けてもらっておいてそれはないだろう？　そりゃ、あんたのその剣けんがあれば俺たちの助けは必要なかったかもしれないけどな」

「……いや」

　複雑な響きの混ざる声で、ユートは青年の顔を見上げて答えた。

「お前たちが来てくれていなかったら、この剣を使うこともできなかった。姉上の命を危険にさらすようなことはできないからな……本当に助かった。礼を言う」

「だったら──」

「しかし、それとこれとは話が別だ。こちらには守らねばならない女性がいるし、剣を持った人間相手に無防備に接するようなことはできない……っ？」

　ぎょっとしたような表情になったのは、後ろに立っていたはずのファナがすたすたと青年に歩み寄っていくのを見たためである。

「あ……姉上っ？」

「危ないところを助けていただいて感謝しております。弟の非礼はわたくしからお詫わび申し上げます──大変失礼いたしました」

「あ、いや……」

　優ゆう雅がに膝ひざを折って一礼するファナを前に、青年は困ったように視線を泳がせる。

　盗賊団を縄なわで縛しばり上げていた彼の仲間たちも、あっけにとられたような顔つきでその様子を眺ながめるばかりだった。

　ファナは顔を上げると、ユートに向き直ってにこりと微笑ほほえんだ。

「どんな相手にも礼を尽つくすことは大事よ、ユート」

「いえ……それはそうですが」

　言いよどむユートに向かって、ファナは再び深々と頭を下げる。

「ユートも、本当にありがとう──もしユートが来てくれなかったら、わたしもカーナも無事では済まなかったわ」

「──姉上!?」

　慌てふためいた様子で、ユートは手を差し出して制止しようとする。

「そんなことはなさらないで下さい、姉上！　私が姉上を守るのは当たり前のことで、礼など言う必要は……！」

「そうはいきません。家族の間でも礼れい儀ぎは必要です」

「わかりました！　わかったから顔を上げて下さい、お願いです!!」

　ほとんど叫さけぶように言うと、ユートは握りしめた〈イリュウス〉の柄つかから手を離はなす。

〈イリュウス〉が精せい霊れいの姿に戻もどるのを見ようともせず、彼はくるりと方向転換すると青年に向かってやけくそのような勢いで頭を下げた。

「助けていただいてありがとう、心から感謝する！」

「……まぁ、別にかまわねえけど」

　あっけにとられたような表情で姉きよう弟だいのやりとりを見守っていた青年は、その顔ににやにやと笑みを浮かべながら言った。

「姉ちゃんには弱いみたいだな、王子様？」

「……うるさい」

　心もち顔を赤らめて答え、ユートは青年を睨にらみつけた。

「そんなことより、どうして〈疾風の紅〉がここに？　その連中が偽にせ物ものということはわかったが、わざわざこの国までやってきたのは──もしかして制せい裁さいを加えるためか？」

　わかってるじゃねえか、と青年はいささか物ぶつ騒そうな気配を帯びた笑顔で答えた。

「もともと、こいつらは俺たちの仲間でな。とはいえ一年ほど前に、団の掟おきてを破って追放されたんだが──この国で〈疾風の紅〉の出いで立ちをした盗賊団が暴れ回ってるって話を聞いて、もしやと思って調べに来たのさ。そいつらは俺たちにしか手なずけられないはずの、長ロン尾グテ竜イルを乗り回しているって聞いたからな」

　かたわらの竜りゆうの身体をぽんと叩いて青年が告げ、ユートは耳慣れない名前に眉まゆを寄せながら彼と竜とを見比べる。

「おとぎ話に出てくる翼よく竜りゆうの子孫とも亜あ種しゆとも言われているが、詳くわしいことは俺たちにもよくわからん。知っているのはこいつらが地上のどんな生き物よりも疾はやくて強い脚あしを持ってるってことと、ひとたび気を許せば誰だれよりも信しん頼らいに足る相棒になるってことぐらいだ」

　青緑色の瞳にやわらいだ光を浮かべて言うと、青年はユートに視線を移して悪戯っぽく付け加えた。

「しかし、まさか調査の最中に王子様に出くわすなんて思ってもみなかったぜ？　なぁ、幽ゆう霊れい嫌ぎらいのユート王子？」

「──お前っ、まさか！」

　最後の一言にわずかに顔を赤くしたあと、ユートは青年へと詰つめ寄った。

「あの遺い跡せきにいたのはお前かっ!?」

「正解～」

　にんまりと目を細める青年の襟えり首くびを、ユートは両手で締しめ上げる。

「お前、人になにをしたのか忘れたのか!?　よくもあんな……盗ぬすみ以外に痴ち漢かん行こう為いもはたらくのか、最近の盗とう賊ぞくは!!」

「いや、あれは本気であんたが男か女かわからなかったから……」

「男に決まってるだろう！　最初に胸を触さわっておいて気づかなかったのか!!　というか、女性相手にあんな真似をしでかすのは万ばん死しに値あたいするぞ!!」

「実は最初に気づいてたんだけどな。反応が面おも白しろかったんで、つい……」

　笑いながら青年はそう言って、襟首を締め上げるユートの手からするりと逃のがれた。

　力をゆるめた覚おぼえはまったくないのに、気がつけばなんの手て応ごたえもなくユートは愕がく然ぜんとして青年と自分の手とを見比べる。

　そんなユートの顔を、青年は苦笑じみた顔つきで見やって言葉を続けた。

「仲間と連れん絡らくを取るのに、あの遺跡を使っていたんだけどな──リオルの村の連中はちょっと仕し掛かけを使って脅おどかしたら、簡単に幽ゆう霊れいだと信じて近寄ってこなかったし。まさかわざわざ、幽霊の正体を調べにやってくる物好きがいるなんて考えもしなかったんだよ」

「物好きはそいつだ」

　なんとも複雑な表情を浮かべたタジェスを目で示して、ユートはぶっきらぼうに言う。

　タジェスはもの問いたげな視線をユートに向けたあとで、やや苦い笑えみを口元にのぞかせてユートと青年を等分に見やった。

「私もまさか、〈疾風の紅〉の一員が潜ひそんでいるなんて考えもしなかったよ。それも偽物かと思ったら──あまりにも私の知る彼らの手口と、この国で暴れている連中の手口は違ちがっていたから──よりによって本物に遭そう遇ぐうしていたなんてね」

「……お前」

　ユートはタジェスへと険のある視線を向けた。

「どこまで、なにを知っていた？　いったいどういうつもりで、〈疾風の紅〉の話などをして俺たちを焚たきつけた？」

「焚きつけたなんて人聞きの悪い……」

　ぎろりと半眼で睨みつけられ、タジェスは慌あわてて手を振ふった。

「いや、特に意図はなかったんだよ！　最初はちょっと面白そうだから調べてみようくらいの気持ちで──この国にいる〈疾風の紅〉が本物なら、彼らは必要以上に人を傷つけたりしないと聞いていたからね。危険はないと思ったんだ」

　しかし調べてみたところ、この国で暴れている〈疾風の紅〉の手口はタジェスの知る彼らの手口とはまったく違っていた。

　調査を続けることを危あやぶんだのは、その頃ころのことである。

「けれど、君はすっかりやる気になっていたし……見過ごすことができるような状じよう況きようでもなくなっていた。特にファナ姫ひめが狙ねらわれているという話が出てからはね──本物か偽物かなんて、どうでもいいことだと思ってあえて言わなかったんだが……」

「どうでもよくねえぞ、こっちにとっては」

　タジェスの言こと葉ば尻じりにかぶせるように、青年が憮ぶ然ぜんとして言葉を挟はさんだ。

「あいつらが俺たちの名前をかたって悪さを働いていると知った時は、頭から湯気が出るかと思ったぞ。楽に稼かせぐことばかり考えて、団を追放されたら今度は〈疾風の紅〉の名前を使って刺し客かくまがいの仕事を引き受けて……寸前で阻そ止しできたからよかったものの、実行されていたら団の名前に取り返しのつかない傷が付くところだったぜ」

　吐はき捨てるように言って、青年はユートに向けた目にちらりと微笑をのぞかせる。

「そういう意味では、俺たちもあんたに感謝しないとな、ユート王子。あんたが派手に動いて連中の目を引きつけてくれたおかげで、こっちはだいぶ動きやすくなった。こうやって連中を捕とらえることができたのも、半分はあんたのおかげだ」

「そういえば……ずいぶん都合よく駆かけつけてきたものだな」

　純じゆん粋すいな疑問をのぞかせたユートの声に答えたのは、目の前の青年ではなかった。

「それは、僕が知らせたからですよ」

「……お前」

　声の方向を見やったユートの顔に、驚おどろきと理解の色が浮うかぶ。

　そこに立っていたのは行商人のミルドだったが、その腰こしに巻かれているのは周囲の男たちと同じ真しん紅くの帯だった。

　彼のかたわらには、他ほかのものに比べてやや暗い体色をした竜も控ひかえている。

「騙だますような形になってしまってすみませんでした。でも、ユートさんも王子だなんて一言も言わなかったんだからお互たがい様ですよね？」

（……どうりで、いつの間にか姿が見えなくなっていたわけだ）

　内心で納なつ得とくしながら、ユートは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた若者の顔を見つめやる。

　猛もうスピードで川を下って、その下流にある首都ベイルに到とう着ちやくしたのはほんの半時間ほど前のことだ。その足でユートたちは王宮へと向かったが、王宮に到着するよりも前にミルドは姿を消していた。

　その時は単純に、自分たちの速度についてこれなかったか──あるいは目的地が王宮であることに気づいて、気き後おくれを起こしただけかと思っていたのだが。

（まさか、そんな理由があったとはな……）

　王宮に到着したユートたちは、ファナが外出しているという事実を知って慌てて馬を借り、彼女の目的地である王家の霊れい廟びようへと向かったのだ。そんな中で、姿の見えなくなったミルドのことを気にかけている余よ裕ゆうはなかった。

「……ついでに言っておくと、昨晩私を助けてくれたのも彼なんだよ」

　微び妙みような笑みを頰ほおに上らせてタジェスが声を発し、弾はじかれたようにユートはふり返った。

「なんだって？」

「ちょっとヘマをして、逃にげ場がない小こう路じに追い詰められてしまってね──そこの彼が仲間を連れて来てくれなかったら、無傷では戻もどれなかっただろうな」

　骨の一本や二本は犠ぎ牲せいにしても戻るつもりではいたけどね、と言葉を付け足すタジェスを、ユートは目つきを鋭するどくして見返した。

「人には危ない真ま似ねをするなと言っておいて……お前のほうが、よほど危なかったんじゃないか。だから一人で行くなと言ったんだ」

「それは面めん目ぼく次し第だいもない。無事だったということで大目に見ておいてくれ──けど、そう言う君こそ、ずいぶん危ない橋を渡わたってきたんじゃないのかい？」

「……そ、そんなことは」

　そう答えながらもユートは視線を泳がせ、タジェスは人の悪い笑みを浮かべて告げる。

「では、あとでイルに確かく認にんしてみるとしよう──口止めしようと思っても無む駄だだよ？　彼には秘密を守るという芸当は間ま違ちがってもできないだろうから。どんなに話すなと言っても、絶対にぽろりと口を滑すべらせるに決まってるからね」

「それはつい先日、身をもって体験したばかりだ」

　思わず苦い口調になって言葉を返すユートを、タジェスは怪け訝げんそうな顔で見返す。

　真紅の髪かみの青年はそんなやりとりを笑いをこらえるような顔つきで見やっていたが、やがて視線を上げると「おっと、そろそろ行かねえと」と声を発した。

　彼の視線の先には、徐じよ々じよに近づいてくる騎き馬ばの軍団の姿があった。

「ついつい面白くて長居しちまった……こいつらの身み柄がらは預けておくぜ、王子様。色々と聞き出さなきゃならねえこともあるだろ？」

「ああ……」

　ユートが男に視線を戻した時には、すでにその姿は竜りゆうの上にあった。

　軽く目を見はるユートに、男はにっと笑いかけて手た綱づなを取る。じゃあな、という言葉は翼つばさを大きく広げる音にまぎれて消えた。

　翼を広げたまま竜は高く跳ちよう躍やくし、宙を滑るように去っていく。

　他の竜たちも、次々に跳躍や滑かつ空くうをくり返してその場を離はなれていった。ミルドが竜の背から手を振ったのがちらりと見えたような気もしたが、他の竜にまぎれてすぐにわからなくなってしまう。

　まさしく風のように彼らが姿を消すまで、いくらも時間はかからなかった。

　彼らの去った方向をしばらく見つめやってから、ユートは瞳ひとみに鋭い光を宿して捕らえられた盗賊たちへと視線を移した。
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　王宮の一角にある礼拝堂の中に、その人物以外の姿はなかった。

　大陸全土で信しん奉ぽうされているアルトゥリス教──その主神である至高神アーヴェントの聖印を掲かかげた祭さい壇だんに向かい、彼はただ一心に祈いのりを捧ささげる。王子の婚こん礼れいを前に美しく調ととのえられた礼拝堂には、静けさと捧げられた花々の淡あわい香かおりだけが満ちていた。

　慌ただしい足音がその静けさを破っても、彼は祈りを中断しようとはしなかった。

　長い祈りを終えてから彼はゆっくりと立ち上がり、礼拝堂の入口に向かって控えめな笑みとともに感謝の言葉を投げた。

「ありがとうございます──祈りを終えるまでの時間を下さって」

　その言葉を、ユートは複雑な感情をのぞかせた瞳で受け止めた。

　祭壇の前に立つのは、ユートにも馴な染じみのある人物──彼らの身のまわりの世話をしていたライル・ティーゼンだったのだ。

　捕らえた偽にせ〈疾風の紅〉の頭目──コルムという名の男から、ユートたちはファナの殺害を命じた貴族の名を聞き出した。怪け我がの治ち療りようを受けながら、コルムは観念したように複数の名を口にし──その中に、ライルの名前もあったのである。

　それも、この計画の発案者でもある中心的な人物の名前として。

「どうして……」

　思わずといったように声を発したユートに、ライルは口元の笑えみを残したまま答えた。

「この国を戦せん禍かから守るためには、それ以外方法がなかったんです」

「……守る、だと？」

「ご存知の通り、この国はレイザムに近い。かの国との交流もさかんですし、よその国からはレイザムの属国のような見方をされている部分もあります。そしてレイザムには敵が多い──ここ数十年で、急激に勢力を伸のばしてきた国ですから」

　しかし、とライルは淡たん々たんとした声の調子を崩くずさずに続ける。

「実際のところ、レイザムとこの国との関係はそれほど深くはない。民間での交流はさかんに行われていても、国としての交流はほとんどなきに等しい……国の規き模ぼがまったく違ちがうんですから、ある意味仕方のないことではありますが」

　ライルの言わんとすることは、ユートにも理解できた。

　国同士の付き合いには、多額の費用がかかるのだ。それが国力の大きく違う相手ともなればなおさらで──フォーレよりはましだとはいえ、決して豊かとはいえないローデの懐ふところにそんな余裕はないだろう。

　だが、レイザムとの縁えん戚せきを結べば話は異なってくる。

　王家とまでは行かなくとも、国政に深く関かかわる貴族とのつながりを持つことができれば──ほぼ無条件での支し援えんが期待できる。

「もちろん、そう簡単な話ではないのかもしれません……なんらかの形で見返りを求められることになるかもしれませんし、完全に属国として扱あつかわれる可能性もある。でも、このままではいずれどこかの国に攻せめ入られて、ローデという国はこの大陸から消しよう滅めつしてしまうでしょう」

「……ライル」

　眉まゆを曇くもらせるユートに向かって、ライルは少しだけ悲しそうな表情を見せた。

「ファナ姫ひめには申し訳ないと思いましたが、彼女が生きている限りセイヴェルト王子は決して他の女性を妻に迎むかえようとはしない──他に方法がなかったのです」

「そのために……自国の民たみを襲おそわせたのか？」

「ええ」

　どこまでも穏おだやかな口調で答え、ライルはユートの顔を見返した。

「ローデ国内であの連中に出会ったのは偶ぐう然ぜんでしたが、もとは〈疾風の紅〉という有名な盗とう賊ぞく団に属していたと聞いて、今回の計画を思い立ちました。彼らの操あやつる竜や紅の腰こし帯おびは他国ではかなり有名なようでしたから……」

「……いささか、勉強不足だったようだな」

　低く、笑みのかけらもない声でタジェスが言った。

「〈疾風の紅〉が狙ねらうのは大金持ちや貴族の屋や敷しきだけだし、女子供を手にかけるようなことは決してしない──そんな彼らに汚お名めいを着せるようなことをすれば、本物が怒おこってこの国に乗り込んでくるのは当然だ」

「本当に……それは計算外でしたね」

　淡く笑ってタジェスに告げると、ライルはユートに視線を戻した。

「計算外といえば──あなたもです、ユート王子。最初は世間知らずの王子がただの正義感で、この国で暴れている賊ぞくを捕つかまえようとしているものとばかり思っていましたが……賊の背後に私たちの存在があることまで調べ上げてくるとは、正直思いもしませんでした」

　そのあたりは、彼の功績によるところが大きいようですが──と、ライルはタジェスに軽く目をやって付け加える。

「……そうだな」

　ユートは低く、しかしはっきりとした声で同意する。

　その顔をタジェスが驚おどろいたように見ると、ユートはやや顔を赤らめて視線を外した。

「あなたを殺したくはありませんでした。しかし、生かしておくにはあまりにも危険すぎた。だから──あの村におびき寄せて殺すよう、盗賊たちに命じたんです」

「家を焼き──子供を囮おとりに使ってか？」

　ユートの声には非難するというよりも悲しげな響ひびきがあったが、ライルは迷うそぶりもなくうなずいた。

「私は後こう悔かいしてはいませんよ、ユート王子。後悔しているとすれば、あなたの力量を見み誤あやまったことだけです。この国のために誰だれかがやらなくてはならないことだった──フォーレの姫ではこの国を守る力にはならない」

「ライル……」

「戦いくさが起こってからでは遅おそいのです。私はこの国を──難民の私を受け入れてくれたこの国を守りたかった。私を養子に迎え入れ、家と家族を与あたえてくれた養父のかわりに……」

　言葉を失うユートを、ライルはふっと微び笑しようして見やる。

　その手が衣服の内うち懐ぶところに差し入れられるのに気づいて、ユートははっと顔色を変えた。慌あわてて駆かけ寄ろうとするが、その手にはすでに小さな薬くすり瓶びんが握にぎられていた。

　薬瓶の栓せんを指で押し開け、その中の透とう明めいな液体をライルは呷あおろうとする。

「待て、ライル──！」

「──止やめぬか!!」

　ユートの声を圧して響いた怒ど号ごうが、寸前でライルの手を止めた。

　雷かみなりにでも打たれたかのようにライルは動きを止め、のろのろと視線だけをユートの背後へと向ける。

　ユートも同様に動けなかった。全身を震ふるわせるような怒号に圧あつ倒とうされたためでもあったが、その声の主が──これまで数えるほどしか耳にした覚えのない声が──そのような怒声を放つのを初めて聞いたというのが一番の理由だった。

　ぎこちなく身体からだを動かし、ユートは自分の後ろに立つ人物の顔を見やる。

「セイヴェルト王子……？」

　応こたえずに、セイヴェルトは足音も荒あらく礼拝堂の中へと踏ふみ込んでいった。

　周囲の兵士が慌てて制止しようとするのも間に合わなかった。彼は驚きに凍こおりついたままのライルの手から、音を立てて液体の入った薬瓶を叩たたき落とした。

　床ゆかに落ちた薬瓶が割れて、中の液体が瓶の破は片へんとともにあたりに跳はね散らばる。

「フォーレの姫ではこの国を守る力にはならない──お前はそう言ったな？」

　床に広がった液体を呆ぼう然ぜんと見下ろすライルに、セイヴェルトは鋼はがねの芯しんを含ふくんだような声こわ音ねで告げた。

「お前たちから見て、私はそこまで頼たよりなく見えたのか？　妻の力に頼らねば国を守ることもできないような無能な王子に？　──ならば此こ度たびの騒さわぎは、私の能力不足が原因ということになろう。臣下の信を得ることもできぬような無能者に、国を継つぐことはできまい。父上に申し上げて継けい承しよう権を返上するとしよう」

「──王子!?」

　愕がく然ぜんと声をあげたのは、ライルだけではなかった。

　セイヴェルトの声に含まれるまぎれもない本気の色に気づき、周囲の兵士たちまでもが目をむいて大声をあげた。

「王子、なにを……！」

「一部の者たちとはいえ、そこまで軽かろんじて見られていたのでは致いたし方ない。そのような無能者が王位についたのでは、国が荒あれるもととなる。弟たちの誰かが王位を継ぐことになろうが──皆みなが心して導けば、私などよりもよほど良い王となるだろう」

　表情を変えずに言い放ち、背を向けようとしたセイヴェルトをライルが慌てて呼び止める。

「お待ち下さい、王子！　そのようなことをしては──！」

「お前たちの行いは、私に無能者の刻こく印いんを捺おしたことに他ほかならない。国のためにファナを殺さなければならないと言うのであれば、彼女を選んだ私は国のためにいてはならない王子ということになる。子供にでもわかる、ごく簡単な理り屈くつだ」

「それは、違ちが──！」

「ならば、なぜ私を信じなかった!!」

　打ち据すえるようなセイヴェルトの声が、幾いく重えにもこだまして礼拝堂に響きわたった。

　言葉も出ないライルに、セイヴェルトは一変して静かな落ち着きを取り戻もどした声で告げる。

「誰を妻に迎えようとも、レイザムの支援があろうともなかろうとも──私はこの国を守る。そのためにありとあらゆる方策を講こうじ、能力ある者を起用し、持てる力の限りを尽つくしてなお戦が避さけられぬというのであれば、その時は這はいつくばってでもレイザムの支援を請こおう──王族の誇ほこりなど、国と民の命の前にはなんの価値もない」

「……王子」

「しかし、まだその時ではない。その時では遅すぎるとお前は言うかもしれないが、私はこの国の民を信じている。私に力を貸してくれる者がいる限り、その時が訪おとずれることは決してないと──お前もまた、そのうちの一人だ」

「ですが……私は、罪を」

　セイヴェルトの濡ぬれ羽ば色いろの瞳ひとみに、今にも泣き出しそうなライルの表情が映る。

「むろん、犯おかした罪は償つぐなわねばならぬ。しかし死をもって償う気があるというのなら、その命──人生のすべてを、この国のために捧ささげてみようという気にはなれぬか？　お前のその力と知ち恵えを、正しく役立てようという気にはなれぬのか？」

　ライルに向けたセイヴェルトの瞳は厳しく、その声音にも断罪の響きが宿っていた。

　しかし、どこまでも真しん摯しな言葉の奥に込められているのは──ライルに対しての怒いかりではなく、深い信しん頼らいの念だった。

　その顔を呆ぼう然ぜんと見上げるライルの双そう眸ぼうに、徐じよ々じよに驚き以外の感情が広がっていく。

　わずかに歪ゆがんだ表情を隠かくすように、ライルはセイヴェルトの足元にひざまずくと深々と頭を垂たれ、一言だけ答えた。

「──お心のままに、我が王子」

　セイヴェルトはうなずくと周囲の兵に向かって目配せを送り、進み出た兵士たちがライルの腕うでをとってゆっくりと立たせた。

　その手つきに乱暴なところはなく、ライルはユートたちを見やってちらりと礼を送る。

　粛しゆく々しゆくと歩み去っていくその後ろ姿を、ユートは一言も発することなく複雑な表情を浮うかべたまま見送った。







　その二日後、セイヴェルト王子とファナ王女の婚こん礼れいの儀ぎが厳おごそかに執とり行われた。

　ローデ国内から集まった貴族たち、それに近きん隣りんの国々から訪れた使節たちの前で二人は祭さい壇だんへと向かい、契けい約やく神スーヴェイルの名の下もとに永遠の愛と信頼を誓ちかい合った。

　美しい純白の婚礼衣装をまとった姉の姿を、ユートは万ばん感かんの思いを込めて見つめやった。

　婚礼衣装は襟えりの立ったローデ風のものだったが、たっぷりと襞ひだをとった袖そでや紗うすぎぬを重ねたスカートが華はなやいだ印象を与える。金銀の縫ぬい取りや小こ粒つぶの真しん珠じゆを随ずい所しよにあしらったその衣装は、ファナの清せい楚そな美び貌ぼうをこの上もなく引き立てていた。

（……ようやく、この日を迎むかえることができたか）

　そう胸に呟つぶやきながらも、ユートはいくばくかの寂さびしさが心の底をよぎるのを感じずにはいられなかった。

「お綺き麗れいですね、ファナ姫ひめ様」

　その横で、イルがまるで屈くつ託たくのない笑えみを浮かべて言った。

　侍じ従じゆうの格好で式典に参列するのはいささか体てい裁さいが悪いということで、彼も灰色を基調とした礼服を身につけている。

「当たり前だろう。そこいらの女性とは素材からして違ちがうんだよ」

　ユートが口を開こうとした瞬しゆん間かん、反対に立っていたタジェスが低い声でささやき返す。

「ましてや婚礼衣装なんて、すべての女性を最も美しく輝かがやかせる衣装をまとっているんだから……人の妻になってしまうのがもったいないくらいだ。でも、幸せのただ中にいるからこそのあの美しさなのか──うーん、難しいものだね」

「……お前ら、しばらく黙だまっていろ」

　低く押し殺した声をユートが投げ、二人はぴたりと口を閉とざす。

　タジェスもイルと同様、フォーレの礼服を身にまとっていた。彼の衣装は朱しゆが基調となっており、各所に配された艶つやを抑おさえた金が華やかな容よう貌ぼうをさらに際きわ立だたせる。

　一方、ユートが身につけているのは王族の準礼装である紫し紺こんの礼服だ。暗い色合いが色白の美貌を引き立て、袖口や裾すそに施ほどこされた金糸の縫ぬい取りや襟えり元もとからのぞく中着の繊せん細さいな襞がその姿を、まるで一つの美術品のように見せている。

　しかし、生きた人形のような容姿とは裏腹に、その頭の中にあるのは散文的この上ない考えだったが──。

（……式が無事に終わったら、今度は借金を返す手段を考えなくては。感傷になど浸ひたっている暇ひまはないぞ。今回増やしてしまった分だけでも、よけいな利子がつく前に早急に返してしまわなければ）

　決然とした光を瞳に宿して、ユートは祭壇の前に立つ二人を見つめる。

　この国でファナを待っているのは、愛する男性との幸せな結けつ婚こん生活ばかりではない。

　彼女にはセイヴェルト王子を支えて、この国をともに守っていくという重大な役目があるのだ。それは誰だれかに肩かた代がわりできるようなものではなく、またファナ自身も代わって欲しいなどとは決して思わないだろう。

（姉上もこの国で頑がん張ばっていくのだから……俺も頑張らねば。フォーレのことで姉上に心配をかけるような真ま似ねは絶対にしたくない。姉上にはこの国で、セイヴェルト王子とともに幸せになってもらいたいのだから）

　ユートが見つめる前で式は進み、滞とどこおりなく閉式の時を迎える。

　王宮の広間に場所を移して行われたのは、盛大な祝いの宴うたげだった。広間に面した庭園にまで席が設けられ、趣しゆ向こうを凝こらした豪ごう華かな料理がその上に並べられる。

　野の鶉うずらの丸焼きや豚ぶたの石いし蒸むし焼き、蜜みつ漬づけにした鹿しか肉の炙あぶり焼きには辛からみをきかせた茎くき野菜の炒いため物が添そえられ、この地方特有の小麦粉を薄うすく練ねって焼き上げた皮に包んで食べる。川魚の揚あげ物に、薄く削そいだ鱒ますの身を酸さん味みのきいた果実と重ねた料理。

　他にも数々の料理や果くだ物もの、パンや菓か子しなどが並べられ、人々は自由にそれらを取って各自の席で飲食や歓かん談だんに興じる。飲み物のグラスを持って歩き回り、他の客に声をかけてまわるのに余念のない者もいる。

　ユートも最初はそうした人々の挨あい拶さつに応こたえ、また自分からもローデや各国の有力貴族に声をかけて歩いた。娘むすめをともなってウィセル伯はくが姿を見せた時は、いかめしい顔つきの父親の目を盗ぬすんでエリシアとそっと微び笑しようをかわしあったものである。

　しかし、ひととおり挨拶が済んだところで、ユートはイルを伴ともなってこっそりと宴の席を抜ぬけ出した。

「……勝手に出てきたりしていいんですか、王子？」

「そろそろ限界だ。堅かた苦くるしい作法は必要ない席とはいえ──満足にものを食っている暇ひまもないんだぞ！」

　言い返すユートの手には、山盛りの料理を載のせた皿が二つ三つ載っている。

　困ったような笑みを返すイルの両手にも、あふれんばかりに料理を盛りつけた皿があった。途と中ちゆうでひっくり返されては困るのでそれ以上持たせることはしなかったが、あと二、三本手が生えていればと、今回ばかりは真しん剣けんに念じたユートである。

（タジェスの奴やつは外の会場で、下働きの女性たちに囲まれて身動きできなくなっているし……情報収集だとか言ってのべつまくなしに声をかけてまわるからだ、あの阿あ呆ほうが）

　内心で文句を言いながら、ユートは庭園の隅すみの人ひと気けのない一角まで移動する。

　周囲に誰もいないのを確かめてから、地面の上にどっかりと座り込んでユートは持ってきた料理を次々と口に運び始めた。

「王子……あんまり慌あわてて食べないほうが」

　心配そうにイルがかける声も、ユートの耳には入らなかった。

　ものも言わずに皿三つ分の料理を平らげて、次の皿へと手を伸のばそうとする──と同時に、大きな肉の塊かたまりが喉のどの奥に詰つまった。

「──っ！」

　慌てて胸を拳こぶしで叩たたくが、喉の奥に居座った肉はなかなか落ちていかない。

　目を白黒させるユートを前に、イルはおろおろと意味もなくあたりを見回すことしかできなかった。

「お、王子……!?　どど、どうしましょう……！」

　料理の皿を持ってくるので手て一いつ杯ぱいで、飲み物を用意してこなかったのだ。

　だったら思いきり背中でも叩いてくれればいい、とユートは思いながらも言葉に出して言うことはできず、胸を叩く手に力を込めた時だった。

「──ほら、水」

　横から差し出されたグラスを、奪うばうようにつかんでユートは中の水を飲み干す。

　ようやく肉の塊が胃の腑ふに落ちてゆき、ほっと息をつきながらユートはグラスを差し出した相手に向かって礼を言った。

「ありがとう、タジェ──」

　言葉が半ばで途と切ぎれたのは、予想していたのとは異なる顔がそこにあったためだ。

　端たん整せいな顔立ちをした、貴族風の若い男性だった。年ねん齢れいは二十代半ば──わずかに波打つ淡あわい金きん髪ぱつを首の後ろで束ね、身み頃ごろの細いローデ風の衣装を身につけている。

　式に参加した貴族の中にこんな顔があっただろうか──と内心訝いぶかしみながら、ユートが礼の言葉を口にしようとした時、男性がにやっと相好を崩くずしてみせた。

「こんなところに隠かくれてがっついてるたぁ、せっかくの美人顔がだいなしだぜ？　ユート王子」

「──お前っ！」

　目をむくユートに、鮮あざやかな青緑色の瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく輝かせて男性が告げる。

「宴の席に見当たらないから、どこに行ったものかと思って探してみりゃあ……あんた仮にも今日の主役の弟だろ？　姉ちゃん放ほっぽってこんなところにいていいのかよ？」

「……姉上は姉上で忙いそがしいのだ。招待客への挨あい拶さつもせねばならんし、親族や国内の貴族たちの目もある以上弟の相手ばかりもしてはいられまい。俺の姿がそばにないほうが、かえって気を遣つかわせずにすむだろう──姉上の命を狙ねらって賊ぞくが乗り込んでくる心配も今はないしな」

　鋭するどく瞳を光らせて最後の言葉を付け加えると、男性は苦く笑しよう混じりの声で「言ってくれるじゃねえか」と言い返す。

「そんなことより、どうしてお前がここにいる？　いったいなんのつもりで、そんな変装までして──まさか、ここで一仕事する気か？」

「しねえって」

　顔の前で手を振ふって、男性は呆あきれたように答えた。

「こんなしけた国で仕事なんかできるもんかい。ろくな稼かせぎにならないのが目に見えてるじゃねえか──ちょっと変装しただけで、ろくに招待状の確かく認にんもしないで中まで通してくれるってあたり、仕事自体は楽にできそうだけどな」

「……ちょっとどころではないぞ、その変装は」

　男性の姿を上から下まで眺ながめ回して、ユートは半眼で突つっ込む。

　目の前の貴族の男性が、先日見た〈疾風の紅〉の頭目と同一人物であるとはとても信じられなかった。髪かみの色や出いで立ちはもちろん、顔立ちや体格までまるきり違うのだ。

　特とく徴ちよう的な青緑色の瞳と、この口調がなければユートとて気づきはしなかっただろう。現に、イルはまだぽかんとした顔つきで男性の姿を見つめている。

「あの……この方は……？」

「……一昨日おととい会っただろうが。〈疾風の紅〉の頭目だ」

　いい加減に気づけと言いたげな口調でユートが声を投げると、イルはしげしげと男性の姿を眺めて困こん惑わくしたように言った。

「外見情報が一いつ致ちしませんが……？　ただの通りすがりの親切な方じゃないんですか？」

「………」

　どう言い返したものか──いっそ無視して話を進めてしまおうかとユートが案じていると、こらえきれないように青年は小さく吹ふき出した。

「……悪い悪い。けどあんたら見てるとおかしくってよ……これが伝説の剣けんの持ち主と、その剣だなんて言われてもとうてい信じられないよな。俺だって実際にこの目で見てなけりゃあ、信じる気にはなれなかったぜ」

「お前……」

　ユートの声に険しいものがのぞくのを感じてか、頭目は大おお振ぶりな動作でよっこらしょとユートの隣となりに腰こしを下ろした。

　ユートの手からグラスを取り上げて、片手に提さげていた酒瓶びんの中身を注ぐと、

「吞のむか？」

　差し出されたグラスをユートは受け取ろうともせず、「いらん」と断る。頭目は小さく肩かたをすくめると、グラスの中身を一息に呷あおった。

「あんたに用があって来たのは事実だが、目的はそこの剣じゃねえよ……たいしたお宝なのは認めるがな」

「じゃあ、いったい──」

　問おうとしたユートの鼻先に、頭目は瓶を置いた片方の手を突き出した。

　ユートの目の前で握にぎった手が開かれ、なにか小さな光るものが落ちてくる。反射的に出した手のひらでそれを受け止めてから、ユートは表情に困惑の色をにじませた。

「なんだ、これは……？」

　指輪であるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　それも白金の台に親指の爪つめほどもある紅鋼玉が嵌はめこまれた、かなり高価そうな品だ。丸く磨みがかれた石の中央には青白い光の線が入り、美しい模様を作っている。

　石の色の深みといい、珍めずらしい光条が入っていることといい──売ればかなりの値の付く品であることは間ま違ちがいないだろう。
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（一千万グラン……いや、千五百万でも売れるところでは売れるな……）

　とっさに目で鑑かん定ていしてユートはそんなことを考えたが、そうではない、と首を振ると頭目に怪あやしむような視線を向けた。

「……これは、なんのつもりだ？」

「別に結けつ婚こんを申し込んでるわけじゃねえよ。どんなに美人だって俺は男はお断りだ──もしも女だったら、このままさらって行っちまいたいくらいなんだが」

「……殴なぐり倒たおしてこのまま近くの組連窓口に連行してやろうか」

　九割がた本気とわかる口調で告げるユートに、頭目は笑いながら「冗じよう談だんだ、冗談」と大きく手を振ってみせる。そのあとで、急に表情をあらため、

「あんたの姉を仲間が殺しかけた──これはその詫わびってところだ。まぁ、もと仲間だけどな……それでも、もとは同じ釜かまの飯を食った連中だからよ」

「……連中がどうなったのか、聞かないのか？」

　指輪に視線を戻もどしたユートの問いかけに、頭目は無言でかぶりを振ってみせた。

　目の端はしでその仕草をとらえ、ユートはそれ以上言葉を続けようとはしなかった。おそらく、すでに自分たちで調べ上げているのだろう。

　捕つかまった盗とう賊ぞくたちは、調べののちに荒あれ地での労ろう役えきを科せられることとなった。

　彼らの乗っていた竜は兵士たちが駆かけつけた時にはもう一頭残らず、本物の〈疾風の紅〉が連れ去ったあとだった。彼らにはもう二度と獣を使って盗賊稼か業ぎようを働くことはできず、それが刑けいが軽減された理由の一つでもあった。

　刑期を終えたあとは、ローデに土地を与あたえられて暮らすことも認められているという。

　彼らを操あやつってファナを害しようとした貴族たちのほうは、謹きん慎しんを命じられて今日の婚こん礼れいにも姿を現してはいない。

　彼らの処分については、綿密な調査をした上で下されることになっているが、ほとんどが領地の一部を没ぼつ収しゆうするなどといった軽いものになる可能性が高かった。

　それはある意味甘い処分とも言えたが、大半の者が国の将来を憂うれえて行動を起こした以上、彼らに重い刑を科すのは無益だというのがセイヴェルト王子の言い分だった。これから時間をかけて彼らを説得し、将来のこの国を支える力とするつもりなのだろう。

　──あの時、彼がライルに対してそうしたように。

「まぁ、あいつらにとっちゃ目を覚ますいい機会になったんじゃねえか。楽な方向に流されて道を踏ふみ外して──そのままずるずる深みにはまっていくよりは、ここらでいっぺん捕まって性しよう根ねを叩たたき直されて、まともな生活に戻ったほうがよっぽどマシだからな」

　うっすらと笑えみを口元に浮うかべてそう言ったのち、頭目はおかしそうに目を細めて続けた。

「……にしても、あの連中も運がいいんだか悪いんだか。よりにもよって、グラッドの親おや父じが住んでる国で一仕事始めちまうなんてな……一発で奴やつらのやっていることが俺たちにバレるに決まってるじゃねえか」

「……？」

　わずかに眉まゆを寄せたユートに、頭目は声を低くして言った。

「なんせあの爺じいさん、俺たちの先代の頭かしらなんだからよ」

　にやっと笑って片目を閉じる頭目を、ユートは言葉もないまま見返す。

　だが、そう考えると納なつ得とくのいくことばかりだった。〈疾風の紅〉はグラッドから情報を得てこのローデに駆けつけ、ひそかに偽にせ物ものの動向を探さぐっていたのだろう。行商人に扮ふんしたミルドが彼らとグラッドの間の連れん絡らく係だったわけだ。

　子供のような笑顔で「内ない緒しよだぜ」と告げる頭目を、ユートは呆れたように見返した。

「ついでに言っておくなら、あんた実はもう一回俺と会っているぜ？　ちょっと顔を合わせただけだったけどよ……グラッドのところで」

「………？」

「覚えてないか？　こーんな格好して、ろくすっぽ口もきかなかったから無理もないが」

　言いながら頭目は背中をぐっと丸めて、荷物を担かつぐふりをしてみせる。

「……って、まさか！」

　にやにやと笑う頭目の顔をユートは穴が開くほど見つめたが、ミルドと連れ立っていた荷物番の老人の面おも影かげはかけらも見み出いだすことができなかった。

　なんともいえない表情でため息をついて、ユートは視線を手元の指輪に落とした。

　見れば見るほど上等な品だ。ユートはぐらつきそうになる思いをこらえて、無理に指輪から視線をはがすと、頭目に向かってそれを突き返した。

「これを……受け取るわけにはいかん」

「言っておくが、これは盗とう品ひんじゃないぜ？　まぁ、あんまり出所の綺き麗れいなものじゃないことは確かだが……」

　わずかに気分を害したような表情になり、頭目は言い返す。

　ユートはその顔を──正確には手に握ったままの指輪を──見ないようにしながら、あえて感情のない声こわ音ねで告げた。

「お前らには危ないところを助けられた──その上、こんなものまで受け取れるか。迷めい惑わく料のつもりだというなら、あの偽物どもの被ひ害がいを受けた村の連中や旅人に払はらってやれ。それが筋というものだろう」

　一いつ瞬しゆん、意表をつかれたようにユートを見返してから、頭目は整った顔をくしゃりと歪ゆがませるようにして笑った。

「あんたって……いや、まぁそうだな。そっちに払うほうが先か──人数がちょっと多いのが難なん儀ぎだが、迷惑をかけちまったんだから仕方ないか」

　笑いながら、頭目はユートの手から指輪を受け取る。

　内心ああもったいないと思わずにはいられなかったものの、顔には出さずにユートは泰たい然ぜんとした無表情を装う。

　しかし頭目には通じていなかったようで、彼は目元に笑みを含ふくませてユートに言った。

「……かわりに、俺を捕まえるかい？　この指輪より俺の賞金のほうが高いぜ？」

　冗談めかしてはいたが、その言葉には試ためすような鋭するどい響ひびきがのぞいていた。

　ユートは無言で、手を伸のばせば届く位置にある頭目の姿を見つめる。身には寸鉄一つ帯びている気配はなく、捕とらえるのなら今が最大のチャンスだろう。

　緊きん張ちようをはらんだ数瞬の間のあと、ユートは深く息を吐はいて首を横に振ふった。

「五千万の賞金は魅み力りよく的だが、今ここでお前を捕まえるつもりはない。助けられた恩義もあるし、それ以上に──偽物の所行をそのまま見過ごしにせず、わざわざカタをつけにこの国まで出向いてきたお前たちの流りゆう儀ぎに免めんじて、今回だけは見み逃のがしておいてやる」

　言って、ユートは礼服の懐ふところに手を入れるとなにか小さなものを引っ張り出した。

　やや警けい戒かいするような色を瞳ひとみにのぞかせる頭目に向かって、彼はゆっくりとした動作でそれを放ほうり投げる。

　飛んできた物体を受け止めた瞬しゆん間かん、頭目にはその正体がわかったようだった。

「……お前、これ」

「落とし物だ。あの遺い跡せきで拾っておいた──お前のだろう？」

　ゆっくりと頭目が開いた手の中にあったのは、紅べに瑪め瑙のうの帯おび飾かざりである。

　手のひらの中の瑪瑙玉とユートの顔をしげしげと見比べてから、頭目は我が慢まんできなくなったように肩かたを震ふるわせて笑い出した。

「あんた、わざわざ持って歩いてたのかよ？　会えるかどうかもわからないのに、俺にこれを返すために……？」

「悪いか」

　むっとした顔をするユートに、彼はその手の瑪瑙玉をぽいと投げ返す。

「……なっ！」

「こいつはあんたにやるよ。さっきの指輪に比べたら価値なんてないに等しいが──俺たちにとっては、誇ほこりと名めい誉よの象しよう徴ちようだ」

「そんな大事なものなら……！」

　なおさら受け取れん、と突つき返そうとするユートの手をかわすように、頭目は流れるような動作で立ち上がる。

「これ以上話をしていたら、本気であんたをさらって行っちまいたくなりそうだからな。このあたりで失礼するとしよう」

「おい……！」

「本当に残念だぜ。あんたが王子なんかじゃなかったら、俺たちの仲間にならないかって誘さそうところなんだが──俺の名はカーマイクル。ひねくれ者の運命が悪戯いたずらをしたら、またどこかで会うとしようぜ」

　変装した外見にふさわしい、典てん雅がな仕草で会え釈しやくしてみせるカーマイクルに向かってユートは憮ぶ然ぜんとした顔で言葉を返した。

「その時は遠えん慮りよなく捕まえてやるから、覚かく悟ごしておけ」

　楽しげに肩を揺ゆらして笑うと、カーマイクルは「やれるもんならな」と言い残してするりと木立の向こうに消えていく。あとに残されたのは渋じゆう面めんのユートと、きょとんとした表情で彼と木立とを見比べるイルの姿だけだった。

　草を踏みしめる足音とともに、タジェスが二人の前に現れたのはその数秒後のことだった。







　　　　終章




　婚礼の儀ぎより二日後、ユートはフォーレに戻る前にローデの国王夫妻とセイヴェルト王子、そしてファナのもとへと挨あい拶さつに向かった。

　ローデ国王フォルガント・ディル・ノーク・イスフェリアスは五十をいくつか過ぎた、穏おん和わそうな男性だ。白いものの混ざる鋼色の髪かみを丁てい寧ねいに撫なでつけ、金の縁ふちの眼鏡めがねをかけたその顔は国王というよりも学者のように見えた。

　旅支じ度たくを調ととのえたユートが世話になった礼を述べると、国王は瘦やせぎすの顔に笑みを浮かべて道中の無事を祈いのる言葉を返した。

「よければ、また遊びに来てくれ。王子にはひとかたならぬ世話になったのに──十分な礼もできなくて申し訳ない」

「いえ、そんな……」

　照れたように頰ほおを染めるユートを、好もしそうに見やって国王は言葉を重ねる。

「我が国を騒さわがせる賊ぞくを捕とらえてくれたこと、我が息むす子この妻となる姫ひめを殺害せんとする企くわだてを未然に阻そ止ししてくれたことに心より感謝している。そして王子の大切な姉姫を我が国の人間が害そうとしたことを謝らせてほしい」

　言って深々と頭を下げようとする国王を、ユートは慌あわてて手を出して制止した。

「やめて下さい、フォルガント王!!」

「そうですよ、あなた」

　口をはさんだのは、王おう妃ひのヴィーナだった。国王よりも四、五歳若い、薄うす茶ちや色いろの髪を綺麗に結ゆい上げた快活そうな婦人だ。

「王子を困らせるおつもりですか？　ごめんなさいね、王子──この人ったら頭が固くって。普ふ通つうにお礼を言えばいいのに……今度はゆっくり遊びにいらっしゃい。下の王子たちもきっと喜ぶわ──今回は忙いそがしくて、ゆっくり遊んでいる暇ひまもなかったんですもの」

「はい、必ず──姉上のことも、どうかよろしくお願いします」

　そう答えて頭を下げ、ユートは国王夫妻の前をあとにしたのだった。

　続いて向かったセイヴェルト王子の執しつ務む室では、ファナが『通訳』として控ひかえていた。先日長ちよう広こう舌ぜつをふるった反動か、普ふ段だん以上に口数の激減した王子の意い思し疎そ通つうに不可欠の存在と化しているらしい。

「気をつけてね、ユート」

　金の髪を高く結い上げ、ローデ風の衣服を身にまとったファナは春の女め神がみのような美び貌ぼうに、一いち抹まつの寂さびしさをのぞかせながら言った。

「お父様とお母様によろしく。エイル姉様にお祝いの手紙ありがとうと──ネイアとティエルには、仕事に没ぼつ頭とうするのはいいけど根を詰つめすぎて無理しないように。リーシャには、寂しいからってあんまりお手紙書きすぎないようにって伝えて」

「……はい」

「ユートも、あんまり無む茶ちやしすぎちゃ駄だ目めよ？　国の借金のことは、お父様も財政官も一いつ緒しよになって考えていくことなんだから……一人でかかえこんだりしないで、みんなと相談してゆっくり返していけばいいわ。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと返していけるはずよ──焦あせらないで」

「……わかってます」

　視線を落として答えるユートの頰に触ふれ、ファナはふわりと微笑ほほえむ。

「あなたが元気でいてくれると思えば、わたしもこの国で頑がん張ばれる。離はなれて暮らすのは寂しいけど──これからどんどん大きくなっていくユートを、そばで見ていられないのは寂しいことだけど」

「そんなに大きくなりますかね……？」

　少し離れたところに控えていたイルが心底疑わしそうな声を発し、隣となりでタジェスが軽く吹ふき出した。

「……お前ら」

　殺気を込めた目をユートは二人に向けたが、彼の前でファナも声を殺して笑っている。

「そうね、あんまり大きいユートというのも想像できないかも……でも、きっと何年かしたら見み違ちがえるようになるわ。男の子なんですもの──いつか、そんな姿が見られるようになるのを楽しみにしているわ」

「姉上……」

「どうか元気で。あんまりみんなに心配かけちゃ駄目よ？」

　真正面から顔をのぞき込んで告げるファナに、ユートは笑え顔がおを作ろうとして失敗したような表情で「はい」と答えた。

「あ──セイヴェルト王子も、どうかお元気で」

　セイヴェルトは言葉を返さなかったが、その濡ぬれ羽ば色いろの瞳をわずかに伏ふせると彼はゆっくりとうなずいた。

「ユートも元気で──って」

　微笑を含んだ瞳で、ファナがその仕草を『通訳』する。

「それから私の勝手な行動で、姉上の身を危険にさらしてしまったことをお詫わびいたします。きちんと最初からご相談していれば、姉上をあのような目に遭あわせることもなかったでしょうに……本当に申し訳ありません」

　頭を下げるユートをセイヴェルトは無言のまま瞳ひとみに映し、かわってファナが語調を強くして言い放った。

「なんでも自分の責任のように考えるのはおよしなさい、ユート。わたしが狙ねらわれているかもしれない、って噂うわさを聞いただけで確証はなかったのでしょう？　だったら対策を講じるにも限界があるわ──国内の貴族を無む闇やみに疑うようなことにもなるし。そう思ったからこそ、ユートもセイに伝えることができなかったのではなくて？」

「……王子のご返事ですか、それは？」

　微び妙みような間をおいてユートが投げ返した問いの言葉に、ファナは笑って「ちょっと拡大解かい釈しやくが入っているけど」と答えた。

　ユートはそんな姉の笑顔をしばし見つめてから、ふっと苦笑めいた笑みを浮うかべた。

「わかりました、姉上」

　セイヴェルトに向かってもう一礼し、部屋を出て行こうとしたユートの背中に低く重々しい声が投げられた。

「ユート王子」

　思わず、ユートは足を止めてふり返る。

　驚おどろきを含ふくんだ視線をやや困ったように目をそらして受け止めてから、セイヴェルトは続きの言葉を口にした。

「それはそうと……いったい、いつになったら王子は私のことを、きちんと『兄上』と呼んでくれるのだろうか？」







　フォーレに向かって出発したあと、馬車に併へい走そうして馬を進めながらユートは腰こしの小物入れに入れておいた瑪め瑙のうの帯おび飾かざりを取り出した。

　落とさないよう紐ひもを通した瑪瑙玉を、手のひらの中で意味もなく転がす。

「なに見てるんだい？」

　馬を寄せたタジェスに横からひょいと手元をのぞき込まれ、ユートは思わずわっと声をあげそうになった。

「いきなりなんだ！　驚かすな!!」

「おや、それは……あの遺い跡せきで拾った帯飾りだね？　なんだ、ずっと手元に持っていたのかい……捨ててもよさそうなものだろうに」

「持ち主に無断で、勝手に処分するわけにはいかんだろう」

　言いながら帯飾りを小物入れにしまい込むユートを、タジェスは疑わしそうに目を細くして見つめやる。

「それにしては、ずいぶん大事そうに扱あつかっていたけど……まさか、あの男に再会できるように願をかけているんじゃ……！」

　反射的に否定しかけてから、ユートは思い直したように言った。

「……そうかもしれない」

「えええっ!?」

「だって考えてみろ、五千万の賞金首だぞ！　今回は捕つかまえることはできなかったが──次に会った時は見み逃のがす義理などない。絶対に捕まえてやる！」

　拳こぶしを握にぎりしめてユートは宣言し、脱だつ力りよくした様子のタジェスを不思議そうに見やる。

「どうした……？」

「いや、なんというか君らしくて……」

「今回は結局一グランも稼かせぐことができなかったんだぞ。旅費をぎりぎりまで削けずって返済分にあてても、今回作った借金は残り七百七十二グラン……稼げる時に、少しでも稼ぎたいと思うのは当然だろうが！」

「でしたら、素す直なおにあの指輪をもらっておけばよかったじゃないですか」

　二人の後ろを馬で進むイルが口をはさみ、ユートは渋しぶい顔で「言うな」と声を返した。

「……指輪？」

　ただ一人、その場に居合わせていなかったタジェスが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

　その声にはやや剣けん吞のんな色が浮かんでいたが、ユートはそれに気づくことなくがしがしと頭を搔かきながら言った。

「後こう悔かいならいやってほどしたぞ！　だが受け取るわけにはいかんだろうが──ってタジェス、なにを恨うらめしそうな顔をして見てるんだ？」

「指輪ってなんの話だい？　私は全然そんなこと一言も聞いて──」

「別に、言うほどのことじゃ……」

　口に出したら後悔しそうだったし、それをタジェスに指し摘てきされるのもしゃくに障さわるので言えなかったのである。

　そんな内心を読み取ったように、タジェスは大おお仰ぎような身み振ぶりで嘆なげいてみせた。

「なんて友とも達だち甲が斐いがないんだ。そんなことを黙だまっているなんて……でも断って正解だよ。指輪だったら私がいくらでも贈おくらせてもらうから……」

「どうしてそういう話になるんだ!?　お前からそんなもの受け取るいわれはないぞ！」

　憤ふん然ぜんとして言い返すユートに、タジェスはつれないなぁ、と肩かたを落としてみせる。

　その声には笑みが含まれており、それをしっかり聞き取ったユートは額に青筋を立てながら馬の速度を上げた。

「とにかく、フォーレに帰ったらまず出で稼かせぎの算段だ！　姉上はああおっしゃったが、自分の計けい算さん違ちがいで増やしてしまった借金の始末くらい、自分でつけなくてどうする！　どのみち婚こん礼れいの儀ぎが終われば出稼ぎに行く予定だったんだ！」

「無茶はしないと、ファナ姫ひめに約束したばっかりじゃなかったっけ？」

　からかい半分のタジェスの声に、ユートはにこりともせずに肩かた越ごしに声を投げ返した。

「無茶などするつもりはない。今の自分にできる範はん囲いのことをやろうと思っているだけだ──それにいつだって、無茶をしているつもりはないぞ」

「なるほど。そのつもりがなくても面めん倒どう事ごとに巻き込まれて、結果的に無茶をする羽は目めになっているというわけだ」

　タジェスの冷静な指摘に、ユートはぐっと言葉に詰つまる。

　言い返そうにも心当たりが多すぎて、返す言葉がとっさに出てこなかった。

「王子はいつだって、全力で厄やつ介かい事ごとを回かい避ひしようと努力しておいでなんですよ。ただあんまり努力が実ったためしがないというだけで」

「……うるさい、お前は口を出すな」

[image: ]

　助け船を出したつもりなのだろうが、むしろ船ごと沈ちん没ぼつさせるようなイルの発言にユートは額を押さえて声を絞しぼり出す。

　くつくつと肩を震ふるわせているタジェスを、彼は鋭するどい目つきで睨にらみつけた。

「なんと言おうと、俺は国に帰ったら出稼ぎに出る！　お前たちはフォーレで大人しく待っていろ。お前たちが拾ってくる面倒事の後始末までしてられん！　俺に無む茶ちやをさせるのが嫌いやだというなら、フォーレで黙って俺の帰りを待っていろ!!」

　語気も荒あらく言い放つユートの顔を見返したのちに、タジェスはイルと顔を見合わせて同時に声を発した。

「君一人で行かせられるわけないだろう？」

「王子をお一人で行かせたりするわけには参りません──だって」

　続く言葉の内容は、奇くしくも二人ともにまったく同一のものだった。

「「面倒事に巻き込まれるのは、ほぼ確実に目に見えているのに」」

　あまりにも当然という響ひびきを帯びた二人の言葉に、ユートは思わずがくりと前のめりになるほどの脱だつ力りよく感かんを覚えたが、ありったけの気力をかき集めて怒ど声せいを叩たたきつけた。

「──いったい、誰だれのせいだと思っているんだっ!!」





──現在の借金総額　２１億５千８百２２万グラン









　あとがき







　こんにちは、もしくは初めまして。岩城広海です。

　幸運に恵めぐまれまして、『王子はただいま出稼ぎ中』の二巻目を出していただけることになりました。大好きなキャラクターたちを続けて書けることになり、しみじみと幸せをかみしめております。

　今回のお話は、担当さんとのメールのやり取りの中で、ふっと浮うかんだものです。

　たとえばこんなネタで、という話になった時「お化け」というキーワードが出てきまして、そこから一気に今回のお話が浮かび上がってきました。「お化け」でどうしてこの話かと思われるかもしれませんが、私的には必然的ななりゆきです（笑）。

　あと、一巻目が出た時、読んでくれた友人たちの意見の一つとして「ユートが完かん璧ぺきすぎる」というものがありました。

　私はあんまりそう思ってなかったんですが（短気だし）、そういうふうに見えるんだなぁと思って、今回はちょっと年相応のところを多めに入れてみました。欠点も弱点もちゃんとあるのだと伝わってくれると嬉うれしいです。

　それと思った以上にユートの姉上たちに人気が集まりまして、ちょっと驚おどろきました。

　今回は二番目の姉上の登場と相成りましたが、他の姉上たちもじわじわ登場させていきたいと思っております。ちなみに一足早く、二〇一〇年七月二十二日発売の『ザ・ビーンズ』ＶＯＬ．15で他の姉上たちが登場しているので、気になる方はそちらをどうぞ（笑）。




　では、あらためて関係各位の皆みな様さまにお礼を。

　サマミヤアカザ様。今回登場の新キャラのイラスト楽しみにしております！　どのキャラも私の頭の中では地味～な雰ふん囲い気きなので、これがどんな美形キャラに生まれ変わるのかと思うと顔がゆるんでしまいます。本当にいつもありがとうございます！

　担当様。公私ともに多た忙ぼうな中、ご面めん倒どうをおかけして申し訳ありませんでした。貴重な意見をいつもありがとうございます。でも今後ともこだわりを持って粘ねばる時は粘ると思いますので、どうぞお手て柔やわらかにお願いいたします（笑）。

　それから文中の時制や一いち人にん称しようの矛む盾じゆんまで細かくご指し摘てき下さった校こう閲えつの皆様に、特にお礼を。ここまで深く内容を把は握あくして下さっているのだと感動いたしました。

　そして、前回同様この本を読んで下さった皆様に、一番のお礼を申し上げます。

　少しでも楽しんでいただけたなら、それにまさる幸福はありません。笑って楽しんで、心のどこかにこのキャラクターたちを留め置いて下さればなによりです。
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王おう子じはただいま出で稼かせぎ中ちゆう




竜りゆうと指ゆび輪わと賞しよう金きん首くび
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